















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　結構だって言ってるんですけど












　吐き気を催す青春だ。




　おれは通学には電車を利用する。

　早朝、学園に向かう道すがら。

　パスをかざして、改札を通ろうとするとき。

　期限切れでもないのに、いきなり「ビビーッ」って止められる。

　ちょっと下がって、もう一度、パスをかざす。

　すると、次は問題なく通れる。

　それ自体はいい。

　問題は通勤ラッシュの流れを止めることと、なんか周囲の視線が痛いこと。

　ああ、今日は悪いことがありそうだな。

　その予感はだいたい当たる。

　早朝の電車は、いろんな人間がいる。

　そこで別の高校の制服を着た女子二人組が、ひそひそ話している。

「あの人、前まえヶが原はらじゃない？」

「わ、ほんとだ。でも『Ｆ』だよね？」

　そのＦというのは、紛れもなく左腕の腕章を指している。

　これ見よがしに主張する『Ｆ』の記号。

　おれの通う前ヶ原学園は、ある意味でめちゃくちゃ有名だ。

　最近のトレンドに敏感な高校生なら、その『Ｆ』という記号が示す意味を知っていておかしくはない。

　ああ、今日は悪いことがありそうだな。

　学園の最寄り駅で降りた。

　なぜか隣に女子がいる。

　いつの間に同じ電車に乗ってきたのかは知らない。

　あるいは、駅のホームで待ち伏せている可能性もある。

　そして彼女は、当然のように挨拶をしてきた。

「やあ、朴ふうノの木き原ばるくん」

　それに対して、おれは返事をする。

「おはよう。ひらりん」

　ぐふっ！

　わき腹を、鋭い貫ぬき手てが見舞った。

　あまりに鋭すぎて、うっかり朝食の目玉焼きと再会するところだ。

「……おはよう。朝あさ倉くら」

　言い直すと、朝倉は満足げに微笑ほほえんだ。

　学園一の美少女という下馬評に違たがわぬ、とても綺き麗れいな微笑みである。




【朝倉　比ひ良ら里り】

　前ヶ原学園高等学校二年。

　成績優秀、眉目秀麗。

　つややかな黒髪が印象強い、知的な雰囲気の美少女である。

　胸は栄養が不足がちだが、ショート丈のスカートから伸びる脚は素晴らしいと認めざるをえない。

　もちろん嫌がらせだが、親しみを込めて「ひらりん」と呼ぶと静かにキレる。

　ちなみに左腕の腕章は『Ａ』だ。




　朝から美少女がお出迎えをしてくれる。

　とても女の子らしいか細い右腕で、おれの左腕を完璧にホールド。

　おれの所有権を主張するように、朝倉は周囲の学生へと微笑んだ。




　繰り返す。

　吐き気を催す青春だ。




　この視線はどうだ。

　羨望、好奇、悪意、その他の感情。

　それらをない交ぜにした槍やりで、土手っ腹を貫かれてグリグリされる気分だ。

「朝倉よ。ひとついいか？」

「どうぞ」

「以前から要望を出しているが、登校中の同伴はやめてくれないか？」

「却下だよ」

　却下されてしまった。

　このパフォーマンスは『おれへの好意』から行われるものではない。

　わざわざ最寄り駅から合流し、学園生の多い通学路でやっているのだ。

　おれが嫌うことを的確に衝ついてくる。

　逃げようとすると、さらに強く左腕を固定される。

「こんなこと、いつまで続けるつもりだ？」

「きみの返答次第で、あるいは卒業まで」

　綺麗な微笑を浮かべる。

　周囲からは、さぞラブラブバカップルのように見えるだろう。

「きみがわたしの野望に手を貸すと約束するまで、わたしはきみの最も忌み嫌う『輝かしい青春』を提供し続ける。そう言ったよね？」

「…………」

　確かにそう聞いた。

　まさか、ここまで本気とは思わなかったけど。

　勘弁してくれ。

　おれがなにをしたっていうんだ。

　ただ平穏に目立たない青春を送りたいだけなんだ。

「そろそろ、彼女がくる頃合いだね」

　腕時計を見ながら、そんなことを言った。

　狙い澄ましたかのように、背後から慌ただしい足音がする。

「恭きよう太た郎ろう！」

　バチコーンッ！

　いきなり鞄かばんで背中を叩たたかれた。

　振り返ると、不機嫌そうな女子が仁王立ちしてる。

「恭太郎。おはよ！」

「……おはよう。千ち々ぢ石わ」




【千々石　ふうあ】

　前ヶ原学園高等学校二年。

　楓かえでの愛と書いて、楓ふう愛あ。

　色素の薄い、ふわふわミドルの可愛かわいらしい女子だ。

　いかにも活発そうで、いかにもお節介焼き。

　いつも首にかけている大きなヘッドホンがトレードマークだ。

　生まれてこれまで摂取した栄養を、すべて詰め込んだかのような大きなおっぱいが目を引く。

　その腕章も『Ａ』だった。




「千々石。鞄で叩くなって言わなかったか？」

「教科書入ってないから大丈夫！」

　倫理観の問題だ。

　あと教科書は毎日持って帰りなさい。

「朝倉さん！　そういう不健全なのはダメって言ってるじゃん！」

　ぐいーっと、右腕のほうを引っ張られる。

　それに対抗して、朝倉のほうも力が強まった。

「そういう千々石さんこそ、不健全なことをしているように見えるけど？」

「わたしは恭太郎を守るためだからいいの！」

　いや、むしろ千々石のほうが不健全な気持ちが強くあいたたたっ！

　おい朝倉。なんでつねるし。

　誰もおまえのバストについて言及はしていないぞ。

「千々石さん。わたしのパートナーを横取りするのはやめてもらえる？」

「わたしのほうが、先に恭太郎のパートナーだったもん！」

　千切れる！

　そのパートナーの腕が千切れる！

　こいつら、本気で引っ張るのはやめろ！

「朴ノ木原くんは、わたしと一緒に『ぼっちの楽園』を作るんだよ」

「恭太郎は、わたしと『理想のクラン』を作るの！」

　もうすっかり『いつもの風景』と化してしまった三みつ巴どもえ。

　おれもまた、すっかりお決まりと化した文句を叫ぶのだ。




「どっちも結構だって言ってるんですけど！」








Ⅰ．完全中立主義者の憂鬱












　ことの発端は、二週間前に遡る。




　二年の始業式の朝だった。

　ＨＲの前にある退屈な時間。

　教室の隅に、男子生徒が座っている。

　無造作なヘアスタイルの、なんかぼんやりした印象のやつ。

　目つきが悪いのは世界を呪っているわけじゃなくて、少し寝不足なだけ。




【朴ふうノの木き原ばる　恭きよう太た郎ろう】

　前まえヶが原はら学がく園えん高等学校、二年Ｆクラス。

　平穏を愛する穏健派ぼっち。

　目立たないモブ。

　好きなものは、学食のうどん定食と一人の時間。

　夜は世界の闇を払う暗殺者とかいう設定は存在しない。




　おれは、いわゆる『ぼっち』だ。

　誤解されたくないのが、それを寂しいとは思っていないこと。

　おれの掲げる青春は『完全中立主義』。

　あの教室の隅で楽しそうに談笑する男女。

　きっと放課後の予定でも立てているのだろう。

　ああいうキラキラ組のような青春を否定する気はない。

　しかし、それはおれの『正しい青春』ではない。

　おれの青春は、目立たず騒がず一人の時間を大切に。

　友だちも恋人も、等しく必要ない。

　必要以上に得ようとしなければ、なにも失うことはない。

　影を傷つけることは、誰にもできないのだ。

　フフフ。めっちゃ格かつ好こいい。

「おらー。ＨＲだぞー」

　担任がやってきた。

　気さくな美人の三み十そ路じさん。

　その人は名簿を確認すると、ため息交じりにつぶやいた。

「一年のときと代わり映えのない面めん子つだなあ。ちっとは頑張れよー」

　先生こそー。

　はやく結婚しろー。

　いかにも青春なやりとりに、おれが参加することはない。

「昨年度末の試験結果から、春休みに二年生の『ランク』が決定した。このＦクラスから上に進むやつは、残念ながらいない」

　クラスメイトたちの反応は、それぞれだった。

　やや気落ちするもの。

　友だちと離れずに済んだことに安あん堵どするもの。

「そして上から落ちるものが二名いる。……おい、入れ」

　二人の生徒が入室する。

　一人は、元Ｅクラスの男子。

　こっちに友人でもいるのか、苦笑しながら手を振っている。

「あー、それと……」

　担任が言いよどんだ。

　その理由は、あとから入室した女子だった。

　まっすぐに流れ落ちる綺き麗れいな黒髪。

　鋭い切れ長の瞳と、小さくて紅あかい唇。

　細身な体たい躯くと、きゅっとくびれた腰まわり。

　すらりと伸びる両脚は、膝上まで黒いニーハイに包まれている。

　おれの苦手な生物だ。

　平たく言えば『美少女』というやつ。

　同じ制服のはずなのに、周囲の女子とは違うものを着ているような錯覚すら覚える。

　そんなアイドル級女子の登場でも、教室は歓迎の雰囲気にならない。

　むしろ困惑のほうが大きい。

『朝あさ倉くら比ひ良ら里り』

　この学園で、なにかと有名なやつだ。
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　いい意味でも、悪い意味でも。

　一人の女子生徒が、おずおずと手を挙げる。

「先生。なにかの間違いでは？」

「間違いじゃない。朝倉は今期『Ｆ』スタートだ」

　二枚の腕章を差し出した。

　その『Ｆ』と記されたものを受け取って、Ｆ落ちした二名が、それぞれの腕章を返却する。

　男子は、ひとつ上の『Ｅ』を。

　そして朝倉は、この学園の最高ランクである『Ａ』の腕章を。

「……は、そっちの席。朝倉は、朴ノ木原の隣だ」

　そういえば、おれの隣の席が空いていた。

　新顔がくるとは予想していたが、まさかあの朝倉だとは思わなかった。

「よろしく」

「…………」

　無視とか。

　いいね、よくわかっている。

　その『取るに足らないやつ』に向ける視線が嬉うれしい。

　おれはモブ。

　たとえ学園一の美少女が隣の席にやってこようと、おれの生活は変わらない。

　おれの平穏な青春は、今日もこうして進行している。




　　　　†




　そんな感じで、割と一人語りの多い青春だ。

　始業日の日程も終わり、教室は浮かれている。

　みんな帰宅の準備をしたり、遊びグループで談笑していた。

　ふいに一人の女子が漏らす。

「あれ、朝倉さんは？」

　おれの隣の席は、見事に空っぽだった。

　ＨＲが終わると、朝倉は瞬く間に教室を出ていた。

　他の生徒との間にも会話はない。

「なんか、感じ悪いよね」

　朝倉の態度を、女子はそう評した。

　いくらにこやかに話しかけても無視されるのだから、そんな恨み節のひとつでも吐き捨てたくなるのだろう。

「あの朝倉さんだしな」

「わたしらのこと、どうせ見下してるんでしょ？」

　その発言が、果たして感じのいいものか知らないけど。

　おれが交ざることはないし、向こうもそれを望んでない。

　鞄かばんを脇に抱えて、さっさと教室を出た。

　背後から、楽しげな笑い声が響いてくる。

　下足場で学園指定のローファーに履き替えて、このＦの校舎を出た。

　太陽は真上だ。

　ぼんやりと学園内を歩いていると、背後に気配を感じた。

　……これは平穏デストロイヤーの足音。

「きょーたろ！」

　百点満点の明るい声が飛んできた。

　半歩ほど横にステップを踏む。

　おれの背中を叩こうとした人影が、空振りして前方に躍り出た。

「ちょあっ!?」

　妙な鳴き声を上げると、その女子生徒が蹈鞴たたらを踏んだ。

　後ろ手にスカートを押さえる。

　振り返りながら、その女子が顔を真っ赤にして確認してきた。

「み、見た!?」

「見てない」

「うそ、見たでしょ！」

「ピンクだった。シンプルな感じのやつ」

「やっぱ見てんじゃん！」

　どう答えるのが正解だというのか。

『千ち々ぢ石わふうあ』

　一言で言うと『目のやり場に困るおっぱいさん』だ。

　おれとの間には、一五センチほどの身長差がある。

　目を合わせようとすると、視線を下げる必要がある。

　するとぎゅっと詰まった谷間が、視界に飛び込んでくる。

　それがまたさっきみたいに飛んだり跳ねたりするものだから、朝倉とは違う意味で厄介な存在といえる。

「こんなところでどうした？」

　本来、千々石の通うＡの校舎は、ずっと向こうにある。

「どうした、だァア？」

　ずいっと一歩、大股で近づいてきた。

　ぎゅっ。

「それはこっちの台詞せりふでしょ！」

「なんで？」

「恭太郎。今年は一緒に『Ａ』に行くって約束したじゃん!!」

　威嚇するように唸うなった。

　なんか小型犬がキャンキャン吠ほえてるようなイメージだ。

　ずいぶんと不機嫌で、尻尾の毛がトゲトゲして……って、約束？

「いや、してない」

「だって、三月にスタバで会ったときに約束したもん！」

「そういえば、おまえが友だちときてるの見たような」
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「席の後ろを通ったとき『次の試験、絶対にＡに上がろうね』って言ったよ」

　そんなことも、あったような気がする。

　ただし、問題がひとつ。

「おれ、返事したっけ？」

「してないよ？」

「……それを一般的に約束とは言わない」

　なにを当たり前のような顔をしているのか。

　一瞬、本当に約束したのかとドキッとしてしまった。

「ね、恭太郎。二年こそ、わたしとバディプレッジ組もうよー」

「やだよ。てか、袖を引っ張るな」

「もうクランのみんなに言っちゃったんだもん。すごい人が上がってくるってさー」

「知らない。変なことに巻き込むな」

　世の中には個人情報保護という概念があってだな。

　具体的に言うと、勝手に人の名前を出すなってことだ。

「そもそもバディプレッジは、同じクランのやつと組むのが通例だろ」

「だから、恭太郎もうちのクラン入ればいいじゃん」

「クラン入脱の最終決定権はクラマスにある」

「大丈夫だって。恭太郎なら、ちょちょーい、って感じでイケるよ。みんないい人ばかりだし、きっと楽しいって」

「却下。おれはソロ専。二度とクランなんぞに入るつもりはない」

　ぐいーっと、後ろに引っ張られる。

　少しは自立したと思ったのに。

「何度も言ってるけど、高校に上がった時点でおれたちは『ただの顔見知り』だ。それが、おまえの高校受験の特訓してやる条件だったはずだぞ」

「それは、そうだけどさー……」

「おれたちの理想は正反対だ。おれたちが一緒にいて、いい結果になるわけない」

　中学のころ、何度も確認してきたことを繰り返した。

「おまえは、この学園で最高の友だちを見つけて『理想のクラン』を作る」

「……恭太郎は、友だちを作らずに『ぼっちの青春』を完遂する」

　その通り。

　わかってるなら、毎度、この話題を持ち出すのはやめてくれ。

「おまえの最高の友だちは、おれじゃない。他をあたれ」

「でも、そんなの恭太郎が寂しいよ」

「言われなくても知っている」

「じゃあ、なんでぼっちにこだわるの？」

「賑にぎやかなのが必ずしも『正しい青春』と言えないからだ」

「うわ、わたしの理想を全力で否定してきた!?」

「否定はしちゃいない。友だちを作りたいやつは作ればいい。でも世の中には、なにかを得ることによって失うものだって存在する。おまえは、まだそれを知らないだけだ」

　千々石とは、同じ中学からこの学園にきた。

　おれの事情は知っている。

　なにか言おうと迷っているようだが、べーっと舌を出して終わった。

「なあ、千々石。わざわざ、そんなこと言いにきたのか？」

「あ、それもあるんだけど……」

　たったいま、おれが出てきたＦ校舎を振り返る。

　その心配そうな表情から察するに……。

「朝倉の様子を見にきたのか」

「うん。今期『Ｆ』スタートって聞いてびっくりしたよ」

「もう教室にはいないぞ。『転移棟』か『研究棟』じゃないか？」

「あちゃあ。ちょっと遅かったかー」

　まさかあの朝倉と、友だちというわけでもあるまい。

　ただの元クラスメイトを心配するなど、とても千々石らしい。

「朝倉さんはどんな感じ？」

「さっそく嫌われてる」

「あ、やっぱり」

　さっきのクラスメイトたちの様子。

　たった一日で、あそこまで言われるとは。

「さすがは悪名高い『ぼっち過激派』だな」

「それ恭太郎が言うぅー？」

「同じぼっちでも、おれは生粋の穏健派だ。リア充もパリピもぼっちも認める。ただし、おれのぼっち生活を乱すやつは呪われて死んでほしい」

「違いがわかんないんだけど……」

「あいつがキノコの里なら、おれはタケノコの山」

「どっちも過激派じゃん!?」

　それは言いがかりだ。

　周りが煽あおるからそういう風潮になるだけで、本人たちは平穏に過ごしたいかもしれないだろ。

「『Ａ』でも、あんな感じだったのか？」

「まあ、概おおむね」

「そりゃまた、難儀な青春だな」

　朝倉の『主張』は、二年ならほとんどが知っている。

　今朝からの様子を見るに、それはデマなどではないのだろう。

「まあ、おれには関係ないけどな」

　千々石が不満そうな視線を向けていた。




　　　　†




　前ヶ原学園高等学校。

　都下に新設された、いまどき珍しい超大型の高等教育機関。

　生徒数は、のべ一五〇〇人。

　職員などを含めれば、二〇〇〇人近くが日々を過ごしている。

　その敷地面積は東京ドーム一〇個分。

　なんと最寄り駅が、周辺に七か所も点在する。

　それほどの土地を持つ理由は、ある世界的な分野の研究施設が併設されているためだ。

　その重要なファクターを占めるのが『転移棟』と呼ばれる建物。

　でっかい、たまご。

　その建築物を表現するために最適な言葉はそれだ。

　それは氷河期以前に実在したなんとかレックスをモデルにしているらしい。

　冒険を生業とする前ヶ原学園には、実にそれっぽいと評判だ。

　そのエントランス。

　たまごが割れて、獣の爪が覗のぞいている場所から入館する。

　清潔感のある真っ白い廊下。

　内部は至って普通の近代建築だ。

　この学園の肝なだけのことはあり、始業式の直後でもかなりの賑わいを見せている。

　一階は、講堂と呼ばれる大広間があるフロアだ。

　全校集会とかもここで行われる。

　多くの生徒は、それをスルーして階段を上っていく。

　たくさんの、たまご。

　第二フロア『巣ネスト』の光景は、その一言に尽きる。

　仕切りのない空間に、びっしりと並べられた楕だ円えん形けいの巨大カプセル。

　ちょうど、空きが並んでいるところを発見。

　学生証をかざすと、たまごの中央に筋が入る。

　両側に開いた『殻』の内部には、座り心地のよさそうな革張りのソファがあった。

「それじゃあ、またな」

「えぇーっ！　せっかくだし一緒に潜ろうよ」

「やだよ。女子と二人で潜ると友だちと思われるじゃん」

「誰も気にしないって。ほら、どこ行くの？」

「……第二層」

「わかった。じゃあ、『向こう』で合流ね」

　千々石が隣のカプセルに入っていった。

　おれもソファに腰掛ける。

　たまごの殻が閉じて、内部が真っ暗になった。

　いくつもの赤いライトが点滅する。

　レーザーが身体を測定し、すべてのライトが緑色に変換した。

〔脈拍。意識。体調。問題なしオールグリーン。精神を『アバター』へ接続します。目的地をお申し出ください〕

　無機質な美人声が告げる。

　生徒の間では『お姉さん』と呼ばれている。

「第三層へ。エリアは７だ」

〔第三層エリア７へ接続中。……現在、サーバーが混み合っております。……現在、サーバーが混み合っております。……アバターの転送、完了しました〕

　冷たい風のようなものが吹いた。

　とろんとした眠気に襲われる。

　それは抗あらがいがたく、すぐに目を閉じた。

〔それでは、よい冒険を。朴ノ木原くん〕




　　　　†




　目を覚ますと、そこは深い密林だった。

　柔らかい日の光が降り、朝露を照らしている。

　原生林と聞いても違いはよくわからないが、とにかく、この木々は文明の手を入れられていないものらしい。




　ここは開拓地フロントライン。

　いわゆる異次元の空間だ。




　数十年前に、突如として発生した多次元世界のひずみ。

　この前ヶ原学園は、その往来を可能にする場所だ。

　同時に、おれたち適応者は、その世界の探索を学ぶために在籍している。

　この世界にしか存在しない希少な素材を集めるため。

　あるいは、この世界の真実を解明するため。

　まあ、おれはどっちもあまり興味はないけど。

「周りには人影なし、と……」

　人気のないエリアを指定したかいがある。

　手をかざして、アバターのコマンドをつぶやいた。

「《ストレージ・大福》」

　真っ白な魔法陣が出現し、そこから丸い球体が転がり出た。

　すべすべのバレーボールみたいな感じだ。

　それは浮遊すると、おれの正面で停止した。

〔博士ドクター。お帰りなさいませ〕

　男性モデルの機械音声だ。

　できるだけ執事っぽく、渋い声をチョイスした。

「大福。アバターチェック」

〔かしこまりました。生体スキャンを開始します〕

　がぱっと口が開く。

　そこから、スキャナーレーザーが照射。

　おれの全身を調べると、ぺかぺかと目が点滅した。

〔アバター体の魔素エーテル強度、伝達系速度、精神状態、問題ありません。再チェックを行いますか？〕

「次へ」

〔本日、第三層で受注可能な『クエスト』を検索しました。学園からの必修クエスト二件、学生からの予備クエスト一八件、企業からの外注クエスト七件。ご覧になりますか？〕

「必修クエストは、まだ期間あるしスルーだ。企業の外注クエストは競争率が高いからスルー。学生からの予備クエストで手頃なのは？」

〔検索キーワードを入力してください〕

「いつもので」

〔それでは『ソロ可能』『拘束時間短め』『目立たない』で検索します。……条件に一致したものを共有します〕

　おれの視界に、いくつかのデータが表示される。

　どれも微妙なものばかりだ。

「【黒のブラツク商人マーチヤント】への依頼は？」

〔合計、七つあります。すべて武器製作の依頼です〕

「条件は？」

〔プロフィールに懸念があるものは、すでに除外しています〕

「さすが有能サポートＡＩは仕事が早いな」

〔恐縮でございます〕

[image: ]

　依頼者のプロフィールから、希望商品までを確認して……。





■　素材希望　■　ヴァイオレットリザードの爪


依頼生徒　：　直のお方がたかなめ（３‐Ｃ）

希望武器　：　第三層に生息するヴァイオレットリザードの爪を使用した武器

基本報酬　：　七〇〇〇Ｐ

アピール　：　現在の武器が破損しています。もっと身軽なのがほしいです！








「さすが三年は報酬がいい。これにしよう」

〔推奨できません〕

「なんで？」

〔ヴァイオレットリザードの討伐難易度は『Ⅵ』。クリア平均人数は五人です。これまで二年生が単独でこの難易度のクエストを達成できた割合は二六％です〕

　この難易度『Ⅵ』を誤解なく言い表すことは難しい。

　それなりに熟練したハンターが、やっとソロで討伐可能というラインだ。

「おれはクランに入ってないし、仲間がいないんだ」

〔いまからでも遅くはありません。クランへの加入を推奨します〕

「却下だ。おれは卒業までソロでやる」

〔わたくしの判断に間違いはありません。少なくとも、あと一人のメンバーを加えてください〕

「それは無理だ。いまさら知らないやつと組むなんてあり得ない」

〔それでは知ってるやつであればよろしいのですね？〕

「え、なに？　どういう意味？」

　大福がぺかぺか点滅する。

〔メンバーの増加を確認しました〕

　背後に気配を感じて振り返る。

　千々石だった。

「恭太郎!!」

「は、はい！」

　思わず正座。

　この密林で正座である。

「第二層でめっちゃ待ってたんだけど!?」

「えーっと。それは、ちょっと予定が変更になったというか……」

「それなら、ちゃんと知らせてよ！」

　お怒りの様子である。

　とても「嘘うそついて逃げようとしてました」なんて言えない空気だ。

〔千々石嬢、お久しぶりです〕

「わ、大福ちゃーん！」

　そこで大福からの助け舟。

　千々石の熱烈なハグが炸さく裂れつした。

「会いたかったよーっ！　いつも恭太郎が一緒に潜ってくれないんだもん」

〔千々石嬢もお変わりないようで安心しまし……〕

　一瞬、大福が停止した。

　なぜか、ぐりぐりと球体を押しつけるような動きを取る。

「わ、ちょっと大福ちゃん、くすぐったいってば。どうしたの？」

　大福がぺかっと点滅する。

〔前回の計測より、さらに胸囲の増加を確認いたしました〕

　途端、空気が固まる。

　千々石の顔が真っ赤に染まった。

〔前回の計測の時点でバストサイズは『Ｄ』でした。アンダーに変化がないことを考慮すると、これはとうとう……〕

「わーっ！　それ以上はダメ!!」

　なんかでかくなったなあ、とか思ってたんだよな。

　見間違いじゃなくて安心した。

　いや、安心したからなんだ。

〔博士ドクター。レポートデータを送信しておきます〕

「しなくていい」

　そのデータをなにに活用しろと。

「千々石。本当についてくる気か？」

「どうせ難易度高いクエスト受けようとして、大福ちゃんに止められてたんでしょ？」

「まあ、そうだけど」

「クエスト失敗したら【黒のブラツク商人マーチヤント】の名が泣いちゃうぞー」

「…………」

　大福はぺかぺかとご機嫌そうな色で点滅している。

　まあ、千々石なら勝手は知ってるか。

「報酬は完全二分割。今日中に素材の採集が達成できなかった場合はキャンセル。アバターの損傷に関しては、基本的に自己責任。フレンドリーファイアが発生した場合は、クエストを一時的に保留にして双方が納得いくまで……」

「うわ、細かっ！」

「このくらいは普通だろ」

「他はともかく、報酬は恭太郎の全取りでいいよ？」

「そういうわけにはいかない。おれはともかく、おまえは正式に加入してるクランがあるんだ。そっちに目をつけられるのはごめんだ」

「そんなことしないって！」

「おまえは知らないかもだけど、友だちの友だちは他人なんだ」

　ぷーっと頬ほおを膨らませる。

　友だちを悪く言われて不満そうだ。

「ほら、さっさと行くぞ。大福」

〔目標までの経路をダウンロードしました。アバターの視覚に共有します〕

　アバターの耳のアタッチメントに触れる。

　空中にミニマップが照射され、そこに赤い『[image: やじるし]』で経路が示された。

　無数の魔素エーテルの反応が、それぞれ色違いで表示されている。

「わ、すっごい。いろんなモンスターの反応がある。これリアルタイム？」

「そうだな。反響定位の応用で、魔素エーテルを飛ばして一定空間の反応を捉えている」

「大福ちゃん。相変わらず優秀だよねー」

「大福じゃない。製作者の腕だ」

「ね。わたしにも一台、作ってよー」

「ダメに決まってるだろ。おまえの友だちに見られたら面倒だ」

「まったく、恭太郎はコレだからなー。補助アイテムの製作技術だけで『Ａ』にだって行けるのに」

「そんなの興味ない。ほら、さっさと行くぞ」

　赤い『[image: やじるし]』に沿って、おれたちはリザードの生息地に向かった。




　　　　†




　地面から盛り上がった巨大な木の根を乗り越え、さらさらと流れる川を迂う回かいする。

　このエリアは、猛獣タイプのモンスターが多く生息している。

　濡ぬれた足跡など、痕跡を残すような移動はＮＧだ。

　やがて、標的が生息していると思われる場所を視界に収めた。

「あの大木の根元か？」

〔はい。八つの個体を確認しています〕

　直径十数メートルもありそうな大樹の根元。

　太い根が地面から盛り上がり、隙間に洞窟ができていた。

「リザードは一個体につき、手足で合計一二の爪を持っている。理想としては、一個体だけおびき出して爪を採集することか」

「でも、アレって群れで活動するんでしょ？　一個体だけ出てくるまで待つの？」

　そんなことをしていたら日が暮れてしまう。

　ここは効率重視でいく。

「大福。このクエストの適正武器をくれ」

〔了解しました〕

　白い球体に横線が走った。

　ガパッと口を開くと、諸もろ刃はの短剣を排出する。

　洞窟のような狭い場所で戦うのに向いたものだ。

〔攻略方法を算出しました。リザードを睡眠状態にして、素材のみを狙います〕

「ええっ！　それ、リザードが目を覚まさない？」

「そのために、おまえがいるんだろ」

「あ、そっか」

　大福から睡眠弾が排出。

　それを持って、洞窟に近づく。

「それじゃあ、眠らせて一個体を持ってくる。もし起きたら、おれが対応している間に狙ってくれ」

「もし起きたとして、標的以外の個体は？」

「討伐Ｐは惜しいけど、群れを狩り尽くすのはマナー違反だしな。目を覚ました場合はリザードの足止めを優先。おれが爪を採集したら、すぐに離脱する」

　大福と洞窟に接近する。

　睡眠弾を起動して、その中に投げ込んだ。

　薄桃色の煙が噴き出す。

　それが止やむのを待って、足を踏み入れた。

「よーし、眠ってるな」

　狭い洞窟。

　リザードの群れが、押し合いへし合い眠っていた。

　しかし、でかい。

　中級モンスターでも、人間と同程度のサイズだ。

　強きよう靱じんな顎、岩のような皮膚、凶悪な爪。

　ＳＦ映画の恐竜のようなフォルムだ。

「こいつのサイズがいいな」

　上のを押しのけ、そいつを引っ張り出した。

　背中に担いで、外へと引きずっていく。

「案外、楽勝だったな」

〔油断は推奨できません〕

「いや、ここにきて失敗はしな……あれ？」

　ギャアアアアアアアアッ！

「うわ、ちょ、待った！」

　背中でリザードが暴れ出した。

　めっちゃ引っかかれる！

　おれのアバターが削られる！

〔どうやら睡眠弾の効果が低かったようです〕

「そうみたいだな！」

〔レポートデータを送信しますか？〕

「その前に、外に誘導するぞ！」

　にわかに奥も騒々しくなった。

「こいつの雄お叫たけびで、群れが起きたな」

〔《ダブルフェイス》稼働率〇七％。推奨できません〕

「それは使わない。千々石に任せる」

　洞窟の外に飛び出した。

　ズドンッ！

　背後に迫るリザードの頭部が粉砕した。

　向こうの岩の上に、ライフル銃を構えた千々石がいる。

　通信から、その声が飛び出した。

『恭太郎、大丈夫!?』

「問題ない。それより奥から群れがくる！」

『任せて！』

　ボルトアクションで、空の薬やつ莢きようを排出する。

　ベルトに装着した鉄箱から、ライフル銃の弾丸を取り出した。

　その真っ赤な弾丸を装そう填てん、流れるような動作で狙いをつける。

　ズドンッ！

　斜め向かいの大木。

　その幹に命中した銃弾が、ドカーンッと爆発した。

　爆発効果を持った特製の銃弾だ。

　大穴が空いた大木が、洞窟をふさぐように倒壊した。

　大地が揺れ、リザードたちの悲鳴が洞窟内に木霊する。

〔素晴らしい狙撃精度です。地面の傾斜、爆発の規模、すべてが完璧に計算され尽くしています〕

「この頭の回転の一割でも、普通の勉強に回ればいいんだけどな」

　通信から苦情が飛んできた。

『聞こえてるんだけど！』

「空耳だ。おまえの深層心理が影響してる」

『バレバレの嘘うそつくなーっ！』

　頭部を粉砕されたリザードが、さらさらと粒子になって崩れていく。

　これが、この異世界の生物の最期だ。

　すべては魔素エーテルをから生まれ、魔素エーテルに還かえる。

　そして、その場には光の珠たまが残った。




■　ドロップ　■　ヴァイオレットリザードの爪　大×６　小×６




　モンスターを討伐しても、残るのはその一部のみ。

　この研究素材の希少性もまた、開拓地フロントラインの解明が簡単に進まない理由のひとつだ。

「ドロップが爪でよかった。あとは武器の製作だな」

〔すぐに作業にかかれるように、ラボを押さえます〕

　千々石が降りてきた。

「おつかれー」

「おう、助かった」

「《ダブルフェイス》使わないの？」

「《排気ダスト》が溜たまってないから無理だ」

　アバターの損傷は、それほど大きくはない。

　これなら修復に、それほどのＰは必要ないだろう。

「拘束時間も短かったし、楽だったな」

「恭太郎、それ違うよ」

「え、なんで？」

「わたしと組んだから短く済んだんでしょ？」

　ここぞとばかりに、どやりだした。

　次の言葉は予測できる。

「ということで、わたしとバディプレッジを……」

「却下。収集が終わったし、またな」

「ヒドくない!?　もうちょっと話を聞く姿勢を要求します！」

　そもそも、耳にタコができるほど聞かされた。

　最近は会うたびに言うし。

「バディプレッジって、卒業試験を受けるためのパートナーだろ。まだ二年が始まったばかりなのに、急いで決める必要ない」

「そんなことないよ。上のランクだと、だいたい決めてるし」

「マジかよ。気が早いな」

「やっぱうちの学園だと、バディプレッジって信頼の証明だしね」

「あー、はいはい。つまり仲よしアピールね」

「もう、恭太郎はそういうこと言う！」

　だって、そういうことだろ。

　つまり強いハンターを予約する意味もある。

　そんな見え見えの下心を、思春期特有の感性で美化するのは反対だ。

「でもでも！　結局、卒業試験までにパートナーは決めなきゃいけないでしょ」

「ぼっちは適当な他のぼっちと組まされるから大丈夫だ」

「恭太郎がよくても、わたしがダメなの！」

「なんで？」

「あ、いや。別に？　ほら、恭太郎が組む人いなかったら可哀かわい想そうだし？」

「あっそ。そりゃお優しいことで」

　ふと、妙な匂いがした。

　大福のセンサーは……ああ、やっぱ反応ありだ。

「い、いや、別に善意だけじゃなくてさ。そういう一面もあるかもしれないけど、大きな意味では……」

「…………」

「きょ、恭太郎！　そんな怒ることないじゃん。だって、わたしも……」

「千々石、ちょっと黙ってろ」

「なっ!?　そんな言い方することないじゃん！」

「他のハンターの反応だ」

　そこでやっと、千々石は気づいたようだった。

　大福と視界を共有したマップに、五つの魔素エーテルの反応がある。

　おそらくクランのメンバーなのだろうが……。

「ハンターの割に、妙な動きだな」

「なになに？」

「これ、ひとつが他の四つに追い回されてる感じだ」

　学園のデータベースにあるモンスターは判別できる。

　しかしハンターの魔素エーテルは、実物を見てみないと細かい判別が不可能だ。

「こっちくるみたい？」

「一応、顔だけ確認しておこう」

　気づかれないように迂う回かいする。

　ちょうど窪くぼ地ちの上のほうから、その光景を見下ろした。

　大福のセンサーを共有し、映像を拡大する。

「あれ、朝倉さん？」

「そうみたいだな」

　あの『ぼっち過激派』だ。

　まさかバッチングするとは思わなかった。

「朝倉が、他の生徒から追い回されてるのか」

「ね、もっと近づこうよ」

「やだよ。見つかったら面倒じゃん」

「もう、わたしは行くからね！」

　行っちゃった。

　こういうとき周りが見えなくなるのは、千々石の悪い癖だ。

「大福。あっちに気づかれたら離脱する。退路のチェックを済ませておけ」

〔了解しました〕

　朝倉が窪地へ逃げ込む。

　そのあとから、複数の男子生徒が迫っていた。

「いい加減に、観念しろ！」

　先頭の男子生徒が、右腕を振るった。

　肘から先を、長大なガトリングガンに改造している。

　ダダダダダダダ……!!

　けたたましい銃撃音とともに、朝倉の周囲の木々が蜂の巣になった。

　朝倉は回避に成功し、再び密林を逃走する。

「マジかよ。先頭のやつ、生徒を攻撃したぞ」

〔厳罰行為です。校則の第七条に違反します〕

「大福。あのクランのデータを」

〔すでにアクセスしています。共有します〕





クラン『デンジャラスヒッピー』　トータルリーグ31位／セカンドリーグ所属15位


クランマスター　：　吉よし田だ健けん助すけ（２‐Ａ）

構成員ランク　　：　Ａ３・Ｂ１・Ｃ１

クランアピール　：　みんなの志こころざしはひとつ。明るく楽しいクランです！








　なんてデンジャラスなクラン名だ。

　たぶんヒッピーの意味とかわかってなさそう。

「やばいのに接触したな」

「…………」

「おい、千々石。さっさと逃げ……千々石？」

　ことの成り行きから目が離せないようだ。

　そんなことをしている間に、次の攻撃が放たれる。

　朝倉が、腰のベルトから四〇センチほどの棒を抜いた。

「大福。あれは？」

〔タクトです。オーケストラの指揮者が使用するものだと思われます〕

　それで地面を叩いた。

　同時に、思い切り腕を振り上げる。

「──《fフオルfテイツシfツシモ》!!」

　地面に埋まっている岩石が、地面からズンッとせり上がった。

　ガトリングガンの攻撃が、それを削り砕いていく。

　ヒッピーたちが叫んだ。

「朝倉のやつは!?」

「目くらましにして、隠れるつもりだ！」

　いや、朝倉はいる。

　銃撃が止やむと、手元に魔法陣を展開。

　アイテムストレージから、無数のナイフをばらまいた。

「《crotchetクロチエツト restレスト》……」

　周囲に魔素エーテルが反響する。

　ばらまかれたナイフが、朝倉の周囲に浮遊した。

「……《vivaceビバーチエ》!!」

　朝倉がタクトを振るうと、無数のナイフ群が襲いかかった。

　その光景に、大福がぺかぺか点滅した。

〔あれが朝倉嬢の固有スキル《コンダクター》ですね〕

「おれも実際に見るのは初めてだな」

〔貴重な映像サンプルです。記録します〕

　魔素エーテルを纏まとい、飛来するナイフ群。

　ガトリングガンの銃撃音が響いた。

　馬鹿のひとつ覚え。

　それを読んでいた朝倉が、回避行動を取るが……。

「逃がすか!!」

　寸前、その弾丸が肥大化する。

　鉄球が宙で弾はじき合い、強引に弾道を拡散した。

　攪こう乱らんのためのナイフが、すべて弾き落とされる。

　そのひとつを、朝倉は避よけきれなかった。

　攻撃は左脚に命中し、アバターごと弾き飛ばされる。

　左脚がひしゃげて、機動力は完全に奪われた。

「えげつないスキルだな」

〔初見での回避成功の確率は一五％です〕

「いまのも映像サンプル撮れたか？」

〔ばっちりです〕

　上位ランクの小競り合い。

　ランク戦の記ロ録グは、あくまで外からの記録。

　このように臨場感のある映像データは貴重だ。

「恭太郎、そんなのんきにしてていいの？」

「いや、おれには関係ないじゃん」

　どういう状況なのかわからないし。

　データはもらっても、巻き込まれるつもりはない。

「でも、あんなのひどいじゃん」

「アバターが傷ついても、現実の身体からだが怪け我がするわけじゃない」

「そういう問題じゃないよ」

「確かに、アバター間の攻撃は記録が残る。仮に朝倉が再構成不能リビルドアウトに陥ったら、先生に呼び出し食らっちゃう……あいたっ」

　痛い、痛い。

　ライフル銃で小突くな。

「大勢で一人を追い込むとか、あんなの間違ってるよ！」

「言いたいことはわかるけどさ。それ相応の理由があるかもしれないだろ？」

　案外、痴情のもつれかもしれない。

　たとえば、朝倉がヒッピーたち全員と寝てたとか。

　ピロートーク友だちにバラされてたとか、考えただけでもぞっとする。

「もう、恭太郎の馬鹿！　そんなんじゃないよ！」

「なんでわかるの？」

「朝倉さん、一年の最後の試験で妨害されたの！」

「……試験を妨害された？」

　初耳だった。

　千々石の口ぶりだと、かなり知れ渡ってそうだけど。

　こういうとき、ぼっちは浦島太郎だ。

「大福、データを集めろ」

〔すでに学園のＳＮＳサーバーにアクセスしています。……複数の『うわさ話』を拾いました。その中から、類似性の高いものをピックアップします〕

　視界に表示される。

「試験中に、他の生徒から攻撃されたのか」

〔そのために試験のＰが奮わず、今期は『Ｆ』スタートとなった模様です〕

「てっきり試験不参加とか、そういう理由だと思ってたな」

〔これだけ話題に上っているにもかかわらず、学園側は対処していません〕

「アバターへの攻撃記録が発見されないようだ。証拠がない以上は対処しないというスタンスか。この学園の理事長らしい」

　なんらかの方法で記録の改ざんが可能というわけだ。

　それなら、アバターへの直接攻撃も納得はいく。

「このバトルも妨害の一環の可能性があるってことか？」

「最初からそう言ってるじゃん！」

　言ってないっす。

　リア充の「ノリでわかるっしょ？」をぼっちに求めるな。

「千々石。おまえの言いたいことはわかる。おまえにとって、あの状況が放っておけないものだっていうこともわかる。でも、それがおれが動く理由にはならない。おれにとって、これは他人の喧けん嘩かだ。おれへの被害がない以上、おれは傍観者だ。それが『完全中立主義』の流儀だと言ったはずだ」

「…………」

「理解できたら、さっさと学園に戻るぞ。映像サンプルは十分に採れた」

　眼下では、朝倉が追い詰められていた。

　アバターを破壊するために、銃口が向けられる。

　それを無視して、おれは現場に背を向けた。

〔その記録の改ざん方法は、とても興味深いものだと思われます〕

　足が止まった。

　振り返ると、大福がぺかぺか点滅する。

〔なにかしら未知の技術が使用されていることでしょう。仮にそれがアバターの固有スキルだとしても、サンプルを得ることは大変に有意義なものであると思われます〕

　大福の進言に、千々石がパッと顔を明るくした。

　期待を込めたまなざしで、おれを見つめる。

「……大福。おまえは、おれの味方だと思っていたよ」

〔わたくしは博士ドクターの味方です。ゆえに、博士ドクターの技術性能の向上に対して有効な手段を推奨しています〕

「あー、そうかいそうかい。おまえが主人思いで涙が出るよ」

　この減らず口。

　まったく誰に似たんだか。

「アバターへの攻撃記録を改ざんする手段。それを分析し、可能なら強奪して離脱する。朝倉はおまえが勝手に助けろ」

「了解！」

　やることは決まった。

　アバターの耳のアタッチメントをタッチする。

　黒いマスクが出現し、おれの目元を隠した。

「……前から思ってたけど、そのデザインどうなの？」

「うるさい。スキルを使うときに顔を見られるわけにはいかないだろ」

　腕章も外した。

　手伝いはするが、身バレだけは許されない。

　問題は上位ランクの小競り合いに割り込んで、無事に済むかということだが……。

「大福。排気ダストはどうだ？」

〔ダブルフェイス稼働率三五％。使用可能です〕

「あいつらのやり合いで、少しは溜たまってくれたか」

〔適正武器を算出しました。実行しますか？〕

「平穏なのを頼むぞ」

　大福の表面が、真っ黒く染まる。

　がぱっと口を開くと、おれの右腕に噛かみついた。

　内部にダウンロードされた武器の設計図を、アバターにインストールする。

〔第七決戦武装《フレイムバレット》起動します〕

　大福が、ぶくっと膨張。

　内蔵された柄つかを握ると、みるみるうちに鋭利な太刀に変化した。

「よりによって、これかよ」

〔不満でしたら、設計図をアンインストールすることを推奨します〕

「言っただけだ。拗すねるなよ」

　大福に蓄積された排気ダストを充じゆう填てん。

　側面のタービンが高速回転し、内蔵されたエネルギーを火炎に変換する。

　フレイムバレットを天に向かって振り上げた。

　その刀身から、轟ごう々ごうと巨大な火柱が立つ。

　狙いを定め、振り下ろした。




　放たれた火炎の斬撃が、朝倉とヒッピーたちを分断した。




　その火炎は、そのまま壁となって立ち塞がる。

　油断していたヒッピーたちが、慌てて距離を取った。

「なんだ、こりゃ！」

「まさか朝倉の援軍じゃ……」

「馬鹿、こいつに仲間はいない！」

　その一瞬の混乱。

　窪くぼ地ちの上から、朝倉の元へと降り立った。

「いまのうちに逃げろ。おまえの戦闘スタイルは、あいつらとは相性が悪い」

「……きみは？」

　千々石が上から手を振った。

「朝倉さん、こっちこっち！　早くきて！」

「……千々石さん？」

　不審そうだ。

　しかし背に腹は代えられない様子で、崖を上っていった。

「まったく、あれじゃあスキルの持ち腐れだな」
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〔素晴らしい固有スキルだと思いますが〕

　フレイムバレットから大福の声がする。

「あのナイフでは、スキルの性能を五〇％も発揮できない」

〔しかし『速度重視の操作スキルには多数の軽量武器』が最適解では？〕

「いかにも適性診断が好みそうな、教科書通りの回答だな」

　でも、それでは力不足は否めない。

　正面から打ち合う地力がなければ、このように一方的にやられてしまう。

「まあ、おれにはどうでもいいけどな」

　火炎の壁を走り抜ける。

　ヒッピーたちに斬り込んだ。

　ガトリングガンの銃身で、ギギンッと弾はじかれる。

「なんだ、こいつ!?」

「見たことねえやつだぞ！」

　狙いをおれに変更し、即座に陣形を取る。

　ここらの対応力は、さすが『Ａ』って感じだ。

「おまえ、朝倉の仲間か！」

「…………」

「おい、なんか言え！」

　やだよ。

　声でバレたら面倒だ。

「くそ、腕章もしてねえぞ！」

「なんのつもりか知らねえけど、この人数差で勝てるつもりか！」

　ガトリングガンを構える。

「死ねっ!!」

　銃撃が轟とどろいた。

　固有スキルによって弾丸が肥大化。

　弾き合い、被弾面積を爆発的に拡大する。

　まるで鉄壁が高速で迫るような感覚。

　実際に受けると、その制圧能力は凄すさまじい。

　しかし残念ながら、おれたちには初見ではない。

〔軌道パターンを予測しました。右半身を、半歩ほど前へ〕

　大福のナビゲートに従い、右脚を前に出した。

　鉄球群がすり抜けていった。

　背後の木々を弾き、地面を抉えぐる。

　しかし、おれのアバターには傷ひとつな……あいたっ。

「大福。木の破片が後頭部にぶつかったんだけど」

〔被弾物の角度を計算に入れていませんでした。レポートデータを送信します〕

　マスクが取れちゃったらどうするつもりだ。

　アバターは修理できるけど、人の記憶は取り返しがつかないんだぞ。

「な、なんだと……！」

　おれのアバターが健在なことに、ヒッピーたちが動揺した。

　フレイムバレットに火炎を纏まとわせる。

「例の反応は？」

〔銃撃の瞬間、アバターの右肩に強い魔素エーテル反応を感知しました。その部分に特殊なアイテムを装着しているものと推測します〕

「クラマス以外の連中は？」

〔同種の魔素エーテルは感知できません。クラマスのみが装着しています〕

　どうりで、あいつしか攻撃していなかったはずだ。

　他の連中は朝倉を取り逃がしたときのサポートと、ここまでのモンスター対策だろう。

「これで決める。残りの排気ダストをすべて充填しろ」

〔かしこまりました。最適な放火経路をナビゲートします〕

　フレイムバレットを振り抜いた。

　ゴウッと噴き出した火炎が、ヒッピーたちの隙間を縫うように這はっていく。

「やばっ！」

「吉田くんが孤立した！」

　分断されたやつらが、慌てて火炎を振り払おうと挑む。

「おまえら！　はやく助けに……あっ」

　ガトリングガンを打ち払った。

　身体からだが仰のけ反ぞり、右肩がさらされる。

　その部分を掴つかむと、確かに鉄箱のような感触があった。

「大福、壊さないようにな」

〔解析に入ります。……分離可能です。そのまま右回りにひねってください〕

　右に回すと、ガチリッと外れる音がする。

　それを奪い取り、吉田くんを蹴り飛ばした。

「あ、てめえ！」

「すぐ返すよ」

　まあ、散々いじくり回したあとでね。

　その場を離脱するために、あとは全力で走った。




　　　　†




『恭太郎、聞いて聞いて！　いま朝倉さんとカフェでお茶してるんだよ。なんか怖いイメージだったけど、話してみるとすごく優しい！』

　そ、れ、は、よ、かっ、た、な。

　送信。既読。

『恭太郎はどこいるの？　どうせラボでしょ？　終わったら合流しようよ！』

　え、ん、りょ、し、と、く。

　送信。既読。

　……よし、返信なし。

「あっちも無事に逃げ切ったみたいだな」

〔それは僥ぎよう倖こうでございました〕

「てか、千々石の鬼メッセはどうにかならないの？　返信しないと本人がくるし」

〔それが千々石嬢の魅力のひとつかと〕

「大福よ。おまえは千々石贔びい屓きがすぎるぞ」

　前ヶ原学園には、開拓地フロントラインの研究においては日本でも最新鋭の設備が揃そろっている。

　つまり、素材を加工するための研究室もあったりする。

　生徒なら割と自由に使用できるし、ここで製作された技術をスポンサーが買い取ることも少なくない。

　たとえハンターとしては実績を残せなくとも、技術者として高ランクに在籍する生徒もいるわけだ。

　とにかくラボは、『研究棟』と呼ばれる建物に一五〇室も存在する。

　採集した素材を使って装備を組んだり、アバターの調整をしたりと、転移棟ほどではないにしろ、けっこう賑にぎわっている。

　そのラボの一室に、おれたちはいた。

「アイテムの解析は済んだか？」

〔構成素材は一通り。しかし、いくつか学園のデータベースに登録されていない素材がございます〕

「この学園から潜れる開拓地フロントライン以外の素材ということか」

〔その通りです。攻撃の際に特殊な魔素エーテルを纏わせることで、その痕跡をモンスターのものと誤認させるアイテムのようです〕

　そりゃ、また。

　とんでもないアイテムを開発するやつがいるものだ。

「学園外の素材ということは、外部から持ち込まれている可能性が高いな」

〔これを製作するには、かなり大規模な施設が必要です〕

「となると、それほど多くは流通していないだろう。とりあえず、おれの平穏な生活の脅威にはならない。データだけ保存して、ガトリング吉田くんに匿名で返送してやれ」

〔よいのですか？　貴重なサンプルですが……〕

「プロトタイプのデータはあるし、ほしければ自分で製作する。それに他人のものを盗とるなんて泥棒だぞ」

〔浅慮でございました。さすがは博士ドクターです〕

　おっと、そろそろ下校時刻だ。

　手元のパネルで『ログアウト』をタッチする。

　これまで話していた大福や、検査機器も忽然と姿を消す。

　残ったのは、真っ白な部屋だった。

　あるのはドアとシャッター窓、そして最低限の計測器だけ。

　シャッターを開けると、西日が差し込んだ。

「今日は忙しかったな」

　鞄かばんを持って、ラボをあとにする。

　研究棟から出ると、そこに人影があった。

「あっ」

「…………」

　朝倉だった。

　千々石とお茶してたんじゃないのか？

　まあ、なんでもいいか。

　おれの顔はマスクで見えていないはずだし、ここで変に反応するほうが怪しい。

「朴ノ木原くん」

　呼び止められた。

　振り返って、平然を装う。

「ああ、朝倉だっけ。いま帰り？」

「そうだよ」

「そうか。じゃあ、また明日」

　ぐえっ。

　おい、後ろから襟を掴むんじゃないよ。

「な、なんだよ？」

「さっきはありがとう」

「いや、マジでなんのことだ？」

「千々石さんに聞いたよ。きみ、彼らの相手をしてくれたんだって？」

　あのキャンキャン女子、口が軽すぎだぞ。

　罰として、次に会ったときは無視してやる。

「まあ、ゆきがかりでな」

「まさか『Ｆ』のきみが、『Ａ』のクランを倒すなんてね」

「そんなわけないだろ。千々石がおまえを逃がす時間を稼いだだけ」

「謙遜しなくていいよ。あれは完全に圧倒していた。きみにその気があるなら、彼らはやられていただろうね」

「もしかして見てたのか？」

「少しね。というか、千々石さんが心配して動かなかったから」

　はい罰追加。

　さっさと逃げろって言ったろ。

「まあ、いいよ。おれは、あいつらの所持してる変なアイテムに興味があっただけ。おまえに恩を着せるつもりはない。強いて言うなら、明日からも他人として会話もしないでくれると嬉うれしい」

「ふうん？　それがきみの『完全中立主義』ね」

「はいはい、それも千々石に聞いたんだろ？　そういうことだから、おれは帰るぞ。それじゃあな」

　助けた美少女に惚ほれられちゃうとか、そんなラブコメは期待しちゃいない。

　それよりも、スニーカー文庫の今月の新刊を買って帰らなきゃ。

「さっきの言葉、どういう意味？」

　おっと。

　どうやら、まだ用事があるらしい。

「さっき？」

「開拓地フロントラインでの独り言だよ。わたしのスキルが持ち腐れってやつ」

「なんだ、聞こえてたのか」

　大福のやつ、声が大きいからな。

　今度、音量の調節をしよう。

「気に障ったなら謝るよ。大した意味じゃない」

「とんでもない。後学のために聞かせてほしいな」

　引かない様子だ。

　面倒くさいやつに絡まれてしまった。

「武器の適性診断は、固有スキルとアバターに記録された戦闘経験を元に算出される」

「そうだね」

「つまり『これまで経験したことのない動作』は加味されない」

「……当然だと思うけど」

　そう、当然だ。

　でも、その当然は必ずしも真理とは限らない。

「焼き肉の食べ放題、行ったことあるか？」

「……中学のとき、部活の集まりで一度か二度」

「どれくらい食べられるか試したことは？」

「ないよ。自分の食事量は知ってる」

「本当に？」

「それはそうだよ。普段から食事しているし」

「じゃあ、肉だけで食べられる量は？　野菜だけで食べられる量は？　デザートだけで食べられる量は？」

「そ、そんなこと試したことないけど……」

「そういうことだ」

　きょとんとした。

　これは補足が必要か。

「人は『自分のことを理解した』と思い込んだとき、思考をシャットアウトする。その向こうにある、あらゆる情報を受け付けなくなる」

　それは武器選びにも言えることだ。

　自分に向かないという思い込みで、それ以外の武器を試さなくなる。

　それではアバターに戦闘経験として蓄積されない。

　判断材料としては不十分と見なされ、適性診断では除外される。

「そして武器製作は、その適性診断をベースに行われる。つまりおまえの適性診断は公平に見えて公平ではない。なぜなら、それはおまえが無意識的に作り出したものだ。この学園の生徒の大部分は、そのことに気づいていない。だから持ち腐れだと言った」

　ただ、その適性診断で製作した武器が間違いとも言えない。

　自分の得意な装備なら、満足のいく実感を獲得できる。

　そういう意味では、限りなく正解に近い。

　だから『大した意味じゃない』とも言った。

「おまえの後学に役立つかは知らないが、おれからは以上だ。それじゃあ……」

「それが【黒のブラツク商人マーチヤント】の考え方なんだね」

　朝倉の言葉に、足を止める。

「……なんだそれ？」

「この学園の裏サイトで存在をささやかれる武器職人だよ。何色にも染まらない完全中立の姿勢から、そう呼ばれているようだね。どんな上位クランからの誘いも断るし、その素性も知られていない」

「知らなかったな。それで？」

「彼の仕事は変わっていてね。普通の武器職人は適性診断に沿ったものを製作するのがセオリーだよ。でも、彼はその結果とは違う武器を平気で寄こしてくる。それなのに、その製作武器を使用すると必ず成績が跳ね上がる」

「そりゃ魔法みたいだな。まるでシンデレラの硝子がらすの靴だ」

「彼に武器を製作してもらう条件は三つ。『依頼は彼の気分で選ぶ』『武器の設計図は彼が引く』。そして『彼の素性を絶対に探らない』」

「その変わり者の武器職人がなんだっていうんだ？」

「注目すべき点は、昨年度の学園総合リーグでの個人トップ一〇名。その過半数にあたる七名が【黒のブラツク商人マーチヤント】の製作武器を愛用していることだよ。この学園で上位を目指すなら、もはや彼の武器は必須といっていい」

　そして朝倉は微笑ほほえんだ。

　次の言葉は、容易に想像がついた。

「きみなんでしょ？」

　その表情には、確信がある。

「いろいろと憶測は飛び交ってるし、裏では素性を探ろうとしている生徒も多い。でも見つからない。当然だよね。まさかそんな高レベルの武器職人が最底辺の『Ｆ』に隠れ住んでいるなんて誰も思わない。特にこの前ヶ原学園では、信じられないことだよ」

　……拍手した。

　いやあ、すごい演説だったなあ。

　本当におれが【黒のブラツク商人マーチヤント】だと錯覚してしまうかと思ったよ。

「大事なことが抜けてるぞ。おまえの推測には証拠がない。まさか、そんな空想だけでおれをその……なんちゃらマーケット？　だと決めつけないよな？」

「もちろん」

　平然と答えた。

「さっき千々石さんに聞いた」

　あのおしゃべり女子、いますぐとっちめてやる！

　おれに関する！

　情報は一切！

　他人に話すなって言ったろ！

「朝倉、襟を摑むな！」

「まあ、落ち着いてよ。あの火炎の太刀はすごい武器だった。そこで当たりをつけて、わたしが誘導した。彼女はぽろっと口を滑らせただけなんだよ」

「それが問題だって言ってんだろ！　アバターは修理できても、人の記憶は取り返しがつかないんだよ！」

　入学して一年間、大丈夫だったからと安心していた。

　朝倉が優しくて浮かれるとは迂う闊かつがすぎる。

「そこできみの正体を黙っている代わりに、わたしの頼みを聞いてもらいたいんだ」

「同級生を恐喝とは、顔に似合わず図太い神経をなさってますねえ」

「人聞きが悪い。これはビジネスだよ。わたしはきみの武器で学園のトップを獲とる。きみの武器の評判はさらに上がる。悪い話じゃないでしょ？」

「なら、ビジネス相手の流儀もお復さ習らいしておくべきだな。おまえは、おれの素性を探ろうとした。ゆえに、おまえの武器は作らない」

「他の生徒には作っているのに？」

「全員じゃない。おれは相手のことを見定めている」

「たとえば？」

「最も重要なのは『そいつに武器を渡して、おれの平穏な生活が乱されることがないかどうか』だ」

　朝倉は察した。

　苦々しげに睨にらんでくる。

「朝倉よ。おまえの『主張』は知っている。この学園を『ぼっちの楽園』にすると言っているらしいな？」

「よく知ってるね」

「知らないやつはいないだろ。一年のとき、おまえはＡクラスで宣言した。『年間リーグで優勝し、この学園のクランシステムおよびバディプレッジを撤廃する』と」

「なにか変かな？」

「開拓地フロントラインにおけるハンターの能力は、それぞれのアバターの固有スキルに依存する。おまえやガトリングガンのやつみたいに、攻撃に向いたスキルを持てるやつはいい。でも、中には戦えないスキルや補助スキルを与えられたハンターもいる」

　いわば才能ガチャ。

　当たりがあれば、当然、外れもある。

　それを補完するのがクランシステムとバディプレッジだ。

　あのふたつは、ただのオトモダチ集団じゃない。

　ソロでは評価されづらいハンターの救済プログラムなのだ。

　それを撤廃すれば、待っているのは圧倒的な格差社会。

　ただ強いものが、ただ弱いものを支配する世界だ。

　そんな旧時代の思想が、この現代社会で受け入れられるはずもない。

「おまえは敵が多すぎる。そんなやつに加担したと知られれば、おれは【黒のブラツク商人マーチヤント】ではいられなくなる。いや、肩書きはどうでもいい。誰かが必ず、おまえからおれにたどり着く。それは、おれの『完全中立主義』の破綻だ」

　おれのモットーは『おれにとっての正しい青春』。

　朝倉のように、それを変えようとするやつに手を貸すことはできない。

「じゃあ、きみは『多数の圧力が少数をひねり潰す社会』が正しいと思うの？」

「どういう意味だ？」

「クランシステムというのは、確かに戦闘に向かないハンターの救済措置という側面を持っている。でも、それは同時に能力を持たないハンターでも、人数の優位を盾に少数を抹殺できるということでもある」

　その言葉への反論はしなかった。

　現実として、的を射ていた。

「才能を持ちながら、少し人付き合いが苦手というだけで蹴落とされる人だって少なくないはずだよ。いや、それはこの学園に限ったことじゃない。この社会のどこにでもあること。それをきみは、正しいことだと思うの？」

　……確かに、さっきの光景は酷ひどかった。

　千々石の助けがなければ、朝倉はアバターを破壊されていただろう。

「正しいとは思わない」

「なら、わたしの主張が正しいはずでしょ？」

「極端だ。おまえの主張する『ぼっちの楽園』だって正しいものだとは思わない」

「それは逃げだよ」

「逃げてなにが悪い？　常に戦うことを強いられる社会は地獄だ」

　世の中には白か黒で断を下せないことも多い。

　むしろ灰色こそ最多数といってもいい。

　だからこそ、おれは自分が一番だと指標を立てるのだ。

　この大海原のような人生で、大切なものを見失わないように。

「はっきり言う。おれは他人なんてどうでもいい。正しい社会のあり方なんて、さらに興味ない。武器の製作は、金になるからやっているだけだ。あのやり方なら、成績に反映されずにＰを稼ぐことができる」

「……わたしが、きみの正体を吹ふい聴ちようするかもしれないよ」

「勝手にしろ。そのときは【黒のブラツク商人マーチヤント】も閉店だ。正直、そろそろ限界だと思っていたところだ。別の稼ぎ方を考えるさ」

　それに、吹聴したところで問題はない。

　それはさっき、朝倉本人が言っていたことだ。

　誰も高レベルの武器職人が、『Ｆ』に隠れ住んでいるとは思わない。

　それに全校の嫌われものたる朝倉の意見に、誰が耳を傾けるというのか。

「今度こそ、話は終わりだ」

「…………」

　朝倉は背を向けた。

　それ以上は、説得の材料が見つからなかったらしい。

「どんな手を使っても、きみの協力を得る」

　怖い捨すて台詞ぜりふを残して行ってしまった。

　まったく、最近の女子はとんでもないな。

　緊張して背中の冷や汗がすごい。

　おれも帰ろう。

　今日は疲れてしまった。

　スニーカー文庫の新刊を買って、あとは夕飯を……。

「あ、そうだ」

　忘れてはいけない。

　ついでに千々石に文句を……スマホの電源切ってやがる。




　　　　†




　そして翌朝である。

「なんでいるの？」

「きみを待っていたんだよ」

　通学路。

　学園の最寄り駅を降りたところで、朝倉が待ち構えていた。

「なんで当然のように隣を歩く？」

「もちろん、きみに考え直してもらうためだよ」

「なんで当然のように腕を絡める？」

「もちろん、きみに考え直してもらうためだよ」

　視線がぐさぐさ刺さる。

　これではまるで、おれと朝倉が特別な関係のようではないか。

「昨日の千々石さんの話を思い出したんだよ。きみ、青春っぽい目立つことが嫌いなんだって？」

　まさか。

　いや、そのまさかだ。

「きみが武器を製作してくれるまで、わたしはきみの最も忌み嫌う『輝かしい青春』を提供し続ける。どう？　これなら、少しは恐喝になるでしょ？」

　効果は抜群だよ。

　今朝は改札で止められたり。

　電車に乗るときに転こけそうになったり。

　なんか嫌な予感してたんだよ。

　とりあえず、これだけ言わせてほしい。

　これは、おれの『正しい青春』を取り戻すための物語だ。








Ⅱ．武器をつくってみよう☆（ただし拒否権はないものとする）












　前まえヶが原はら学がく園えんの日々のカリキュラムは少し特殊だ。

　教育機関であり最先端の研究施設。

　開拓地フロントラインでの成績でランクが決定する場所。

　まず午前中は一般科目の授業がある。

　机に座って、先生のありがたい講義を拝聴するのだ。

「ヤマト政権は、大おお王きみを頂点とする豪族たちの連合政権のようなものだが、その際に取られた支配制度をなんというのか。はい、そこの……」

　この『Ｆ』は、開拓地フロントラインでの成績は最底辺だ。

　それゆえに卒業後は一般大学への進学や、一般企業への就職率が高い。

　つまり授業は真面目に受けるやつが多いのだ。

　そんな中でこんなことをしていれば、周囲の視線が痛いのも当然だ。

「朴ふうノの木き原ばるくん。次のページを」

「いや、おれまだ黒板書いてないんだけど……」

「あとで見せてあげるよ。はやくしないと、先生の話を聞き逃してしまうから」

　仲よく机を並べてひとつの教科書を見る男女。

　問題はキャストだ。

　それがクラスの空気くんと、学園一とも評されるほどの美少女となれば話は変わってくる。

　やばい吐きそう。

　人の視線だけで吐きそう。

　いっそ吐くことができたら、この地獄を強制的に終わらせられるのに。

「朝あさ倉くらよ。もうちょっと離れない？」

「そうしたいのは山々だけど、教科書をすべて忘れてしまったんだ」

「なら、向こうの女子に見せてもらえよ」

「わたしは、きみの隣がいいな」

　ぎゃあ。

　机の下でさわさわすんな。

「朴ノ木原、朝倉……」

　先生が呆あきれ顔がおである。

「多感な時期だし、ダメとは言わない。でも、もうちょっと声を抑えろ？」

「……すみません」

　おれのせいじゃないのに。

　おい、そっちの男子。

　勝手にスマホで撮ってんじゃないよ。

「お、そろそろ授業も終わりだな」

　チャイムと同時に、起立、礼、着席。

　長かった。

　やっと午前が終わった。

　前ヶ原学園は、ここからが本番。

　午前中に国数社理などの一般科目を履修し、午後はまるっと開拓地フロントラインでの探索にあてられるのだ。

　しかも、その学習内容は生徒の自由。

　開拓地フロントラインに向かって、現地訓練を行うもよし。

　友だちとモンスターの討伐計画を練るのもよし。

　希まれに外来講師による講義などが入るが、それ以外は、なにをしてもいい。

　極端な例を出せば、たとえば学園の外の喫茶店で友だちとダベる行為すら仲間との親交を深めるためのレクリエーションの一環で通ってしまうのだ。

「開拓地フロントラインの前に、学食行くか」

　朝倉は……いつの間にか消えてる。

　鞄かばんはあるから、お手洗いか。

　これは逃げるチャンス。

「ちょっといい？」

「ひゃい!?」

　これまで一度として話したことのない男子が話しかけてきた。

　びっくりしすぎて声が裏返っちゃったゾ☆

「な、なに？」

「ぼくのきばらくん。ちょっと聞きたいことあるんだけど」

　名前間違ってるんですけど。

　いいんだけどね。

　モブの名前とかどうでもいいからね。

「早めに済ませてくれると助かる。朝倉が戻ってきちゃうし……」

「その朝倉さんを射止めた勇士にインタビューを」

　冷やかしだった。

　これで本日、五回めだ。

　さすがにうんざり。

「付き合ってないよ」

「それは無理あるでしょ」

「ほんとだよ。むしろ迷惑してる」

「うわ、余裕だね」

　余裕ないです。

　お願いしますそこを通してください。

「付き合ってないなら、お願いがあるんだけど」

「うわ、面倒くさそう」

「朝倉さんのインスタください！」

「ほいきた嫌だよ」

「そこをなんとか！」

　土下座とか。

　おれがカツアゲしてる絵面になっちゃった。

「アバターのやつでいいので!!」

「マニアックさが増した」

「普通のやつでいいから!!」

「普通じゃない女子のインスタってなに……」

　変態があぶり出されてしまった。

　ただのクラスメイトを犯罪の道に誘うのはやめてくれ。

「そもそも朝倉のこと、嫌いなんじゃないの？」

「それはそれとして。わかるでしょ？」

　外見は別腹ね。

　二次元嫁は何人いてもいいもんね。

「てか、インスタといわず本人をやるよ」

「ど、どういう意味!?」

「あいつ武器を作れるやつを探してるらしいから、希望さえ叶かなえてやればなんでも言うこと……いてえっ！」

　誰だ後頭部を殴ったの！

「朝倉だ!?」

「きみ、許可もなく女子を売るのは鬼畜がすぎるよ」

　また自然に腕を組んできた。

　教室内の温度がわずかに上昇した気がする。

「お気持ちはありがたいけど、わたし、彼のものだから」

　よく通る声で宣言した。

　恋バナ大好き女子たちが、黄色い声を上げる。

　おまえら、昨日と態度が違いすぎませんか。

「それじゃあ、学食行こうか」

「……はい」

　気分としては食べられるほうだけど。

　煮るなり焼くなり好きにして。

　教室を出ても、他の学年の視線を感じる。

「おまえモテるんだな。性格はアレだけど」

「わたし割と洒落しやれにならないレベルで可愛かわいいからね。少しは見直した？」

「世も末って感じ」

　まさかいい意味での噂うわさが、ここまでのものだとは思わなかった。

　Ａの校舎って遠いし、朝倉がどれだけ男子を撃墜したかなどは知らない。

　どうせ大した影響はないと高をくくっていたのに。

　順調に朝倉の思惑に乗せられている気がする。

「きみはどうなの？」

「なにが？」

「性格はアレだけど、見てくれだけで男子の憧れの的である朝倉さんを侍はべらせられることに少しは優越感あるんじゃない？」

「何度も言わすな。おれにとって美少女は平穏な学園生活を脅かす敵だ」

「……ふうん？」

　チラッ。

　スカートの端をつまんで持ち上げた。

　ニーハイに包まれた太ももの曲線が露あらわになる。

　すらりとした瑞みず々みずしい脚。

　それがおそらく、ショーツの布地があろう寸前で止まった。

「こういうイベントがあっても同じこと言える？」

「…………」

「フフッ。さすがに言葉を失っているようだね。きみのような干物男子には、ちょっと刺激が強すぎたかな」

　なんか勝手に盛り上がっている。

　そんな朝倉に、優しいおれからアドバイスをする。

「そのスカートの中、向こうの女子に見えてんぞ」

　一瞬、さっと周囲を確認し……。

「……っ!?」

　慌ててスカートを押さえた。

　どうやら、ただの痴女ではないようで安心した。

「わ、悪いけど、これ以上は二人きりのときだけね」

「まあ、そうだな」

　さすがに他人の前で下着を見せるとか犯罪だからな。
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　おれじゃなかったらわいせつ物陳列罪で警察を呼ばれてもおかしくはない。

「そもそも周囲に人がいない状況では意味がないんじゃ？」

「どういう意味？」

「おれとイチャイチャしてるとこを周りに見せつけるためにやってるんじゃなかった？」

「…………」

　思案顔。

　いたって真面目に、これまでの経緯を思い返したあと……。

「あれ？」

「マジかよ……」

　こいつ、目的と手段が入れ替わっている。

「まあ、安心してよ。中学は女子校だったから、そういう経験は笑っちゃうくらい皆無だけどね。きみにもご満足いただける結果を出してみせるよ」

「ちなみに、その腕に抱えてるゴシップ雑誌は？」

「『カレの気を引くモテかわアピールガイド』。昨日の帰りにコンビニで買った」

　それ小さい字で『ちょっとエッチな』って書いちゃってるんですけど。

　ほんとに大丈夫？

　おまえのどや顔、おれに不安しか感じさせないよ。

「そもそも、きみが武器を作ってくれればいいんだよ」

「……そういえば、そうだったな」

　これまで、無理にでも【黒のブラツク商人マーチヤント】に武器を作らせようと恐喝するやつはいた。

　そのどれよりも恐ろしいのがコレって、ちょっと泣けてく……んん？

「どうしたの？」

「向こうの校舎裏に、なにかが隠れたような……」

　あのアホ毛っぽいのは……。

「千ち々ぢ石わ!!」

　あ、逃げた！

「おい、ちょっと待て。ちょ、マジで……朝倉、邪魔!!」

「さっそく浮気とはいい度胸だね」

「馬鹿なこと言ってないで、さっさと腕を放せ！」

　ほら、めっちゃ見られてる。

　どこの世界に、腕組んで女子を追いかけ回すカップルがいるんだよ。

「よっと、捕まえた！」

「ぎゃあ！」

　それでも捕まる千々石どんくさい。

　おっぱいが大きいのって、いいことばかりじゃないんだな。

「わ、わー。恭きよう太た郎ろう、奇遇だねー」

「わざわざ校舎の前まできて、わざとらしいこと言ってんな」

　おれも用事があったからちょうどいい。

　ここから『Ａ』に行くの、面倒くさいんだよ。

「おまえが口を滑らせたせいで、今朝からヒドい目に遭ってるんだが？」

「わたしだって、こんなことになるとは思わなかったもん！」

「そういう問題じゃないだろ。おれのことは他言無用の約束だったはずだ」

「だって、朝倉さんが恭太郎を褒めまくるからついー……」

　お母ちゃんかよ。

　陰で息子自慢とか、思春期男子には小っ恥ずかしくて耐えられないの。

「ね、ねえ。朝倉さん？」

「……なに？」

　相変わらず腕は組んだまま。

　二人で走ったせいで、ぜえぜえ息を切らせていた。

　ラブラブ感など微み塵じんもなく、完全に運動会の様相を呈している。

「こっちのクラスでも話題になってるんだけど、その、そういうの、あまりよくないというか……」

「そういうの？」

「強い武器がほしいのはわかるけど、恭太郎も嫌がっているし……」

　朝倉の目がキランッと輝いた。

　おもしろい玩具おもちやを見つけた感じ。

「きみは、どっちが心配なの？」

「え？」

　ひいっ。

　どさくさで指も絡めてきた。

　恋人つなぎとか、もはや言い訳できないだろ。

「わたしが彼の武器を手に入れて、リーグを制覇すること？」

　腕に力がこもる。

　逃げようとするとへし折られそうだ。

「それとも、うっかり本当に親しい関係になってお台場デートの末に海浜公園を一望するホテルの一室で一線を越えちゃうこと？」

　シチュエーション具体的すぎ。

　おまえの理想の初体験とか知りたくないんだけど。

「べ、別にそんなの心配してないし！　馬鹿じゃないの!?」

「じゃ、わたしが朴ノ木原くんとイチャイチャしても問題ないよね？」

「ううっ!?」

　問題大ありだよ。

　ちゃんと相手の同意を取らないと犯罪だぞ。

「二人とも、ちょっと落ち着けよ」

「朴ノ木原くんは黙ってて」

「恭太郎は関係ないでしょ！」

　マジかよ。

　おれの名前あった気がするんだけど。

「おまえら仲よかったんじゃないの？」

「そんなことないよ」

　即答。

　朝倉さんパねえッス。

「そうなの!?」

　千々石のほうは仲いいつもりだったみたいだぞ。

「だって、昨日は楽しくお茶したじゃん！」

「それは朴ノ木原くんの情報を引き出すためだよ。きみのような『友だち信仰』の権化に、わたしが心を開くと思った？」

「すごく毒を吐かれてる気がする!?」

　実際、めっちゃ吐かれてる。

　その点に関してはおれも同意なんだけど。

「それでも、わたしは朝倉さんとも仲よく……」

　きゅるるるっ。

　可愛らしい腹の音が、いい台詞せりふをぶった切った。

　顔を真っ赤にしてるのは千々石だ。

「とりあえず、おまえも学食行くか？」

「……うん」

　常に消費エネルギーが高いやつは大変だな。

　いや、テンションの話ね。

　おっぱいのことじゃないよ。
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　昼休みの食堂。

　券売機に学生証をかざす。

　保有Ｐを消費して、素うどん定食を購入。

　うどん、おにぎり、漬物で三八〇Ｐ。

　安くて早い。

　味もなかなか。

　この学園は経営者の趣味で、学食はかなりレベルが高い。

　プロハンター向けの雑誌でも、たまに特集されている。

　ただし、それはこっちの学食ではないけど。

　隅のほうのテーブルにつく。

　いただきます。

　つるつると、うどんを食していく。

　弾力のある麺を、ぷちんと噛みちぎった。

　ここは讃岐さぬき系だ。

　駅前のふわふわ系もいいが、おれは断然こっち派。

　吸い上げる口ざわり、噛みちぎる歯ざわり。

　やや薄い味付けのつゆに、ちょいと七味を振りかければ……。

「ふふふ。美味」

　……めちゃくちゃ視線を感じる。

　目線を動かすと、何人かの生徒と目が合った。

　あいつが？

　マジで？

　唇の動きから、そんなことを話しているのがわかる。

「そもそも、きみと朴ノ木原くんは同じ中学というだけでしょ。それなのに、彼の行動まで制限するのはいかがなものかな」

「そ、そんなことないもん。わたしはバディプレッジも組んでるし、一緒にクランも立ち上げる約束してるし！」

「昨日、誘ってる段階って言ってなかった？」

「これから！　これからそうなるの！」

　まだやってる。

　こいつら暇なのだろうか。

「朝倉よ。そもそも前提が違うぞ」

「そうなの？」

「おれは、おまえの手伝いをする気はない」

　千々石の表情が明るくなる。

「そして千々石とクランを立ち上げることもない」

「なんでえーっ!?」

「ずっと言ってるだろ。おれはどこにも属さない。どんな小さなことでも、なにかを贔ひい屓きすれば他方に亀裂が生まれる。その争いに巻き込まれないための『完全中立主義』だ」

　ぶーっと不機嫌そうにサラダを突つついた。

　赤坂のＯＬでも好みそうな、小さなハンバーグとサラダ山盛りセット。

　兎うさぎみたいな昼飯だ。

　おれみたいなズボラ野郎から見ると、ほとんど葉っぱを食べてる感じがする。

「そういう理由で、朝倉の依頼も断りたいんだが……」

　こっちは簡単なサンドイッチだ。

　やはり食事の差は、健全な成長の差に繋つながるらしい。

「断ってもいいけど、バカップルごっこが続くことになるよ」

「おまえは恥ずかしくないのか？」

　朝倉はニヒルに微笑ほほえんだ。

「中途半端は嫌いなんだよ。わたしの野望のためには、多少の犠牲はつきものだと割り切ってる」

「割り切ってるにしては、さっきはパンツ見られてお顔真っ赤でしたね」

　かあっと顔を赤らめる。

　これインスタに撮ったら売れるだろうか。

「恭太郎、それどういうこと!?」

　そして千々石が釣れた。

　いや、おれじゃない。おれじゃないから。

「その犠牲を払うほど『ぼっちの楽園』は大事なのか？」

「わたしの価値観を否定したいということ？」

「そういう意味じゃない。おれは否定しない。おれを巻き込みさえしなければ、誰がなにを言おうと自由だ」

「じゃあ、なに？」

「おまえを、そこまで駆り立てるものが気になっただけだ」

　ぼっちが好きなら、勝手に孤独を気取ればいい。

　多数の暴力に傷つきたくないなら、最初から相手をしなければいい。

　わざわざ大勢の敵を作って、それを達成した先になにがあるのか。

　わからない。

　おれには、朝倉の『正しい青春』が理解できない。

　同じぼっちでも、おれと朝倉は対極だ。

「それを話せば、とっておきの武器を作ってくれる？」

「その約束はできかねるな。昨日も言ったとおり、おれにとっては学園生活を賭けるような決断だ。生半可な理由では……」

「親友を殺した」

「……生半可な理由では、ええっと……なんて？」

　朝倉は平然と繰り返した。

「中学のときに、親友を殺した」

　周囲を見回した。

　リアクションなし。

　誰も一一〇番通報してないね？

　こんな騒がしいのに聞こえるわけないか。

「千々石。ちょっと落ち着きたいから、おまえのおっぱい貸して」

「恭太郎、テンパりすぎてキャラ壊れてない!?」

「壊れるだろ。重いとか重くないとかいうレベルじゃねえ。ああ、くそ。余計な好奇心を持つもんじゃない。だから、人の記憶は取り返しがつかないんだよ」

　言葉ってのは厄介だ。

　聞いた以上は、責任が伴う。

　そして責任とは、呪いのようなものだ。

「比喩だけどね」

「はい？」

「比喩だよ。本当に殺したわけじゃない」

　朝倉は微笑した。

　落ち着いて珈コー琲ヒーなんて飲んでやがる。

「中学のとき、わたしはそっち側だったんだよ」

　指さしたのは千々石だった。

「わたし？」

「リア充側ってことか？」

　肯定した。

「ほら、わたしって可愛かわいいじゃない？」

「そうだな。おかげさまで性格はマイナス振り切れてるけどな」

「否定はしないけど、それはいくらでも隠せるものだよ。実際、昨日は千々石さん、わたしのこと『優しい』って言ってたでしょ？」

　千々石がむくれる。

　昨日の浮かれっぷりを見れば、否定できるはずもない。

「昔から、人の顔色うかがうのが得意だったんだよ。おかげで友だちは多かったね。上っ面ばかりで、本当の友だちはいなかったけど」

「そのリア充自慢が、さっきの話とどう関係ある？」

「中学のときに、ある女の子と知り合った。そして彼女には才能があった。わたしなんかより、ずっと生きてる価値があったと思う」

　一息に言った。

「でも、彼女は人生が下手だった」

「どういう意味だ？」

「そのままの意味だよ。他人に迎合する能力。自分の時間を他人のために削そぐ能力。そして、その精神的苦痛に耐える能力」

　それはよくわかる。

　それを捨てるために他人との隔絶を望むのが『完全中立主義』だ。

「朴ノ木原くん。きみが親友を殺すためのナイフを、圧倒的な多数を味方につけた人間に渡されたらどうする？」

「比喩だろ？」

「そう。比喩だよ。でもさ、いつか大成する人間の才能を奪うことって、殺すことと同義じゃないかな」

　たとえば音楽が好きなやつから楽器を奪う。

　たとえば絵が好きなやつから筆を奪う。

　それは確かに、そいつを殺すことと同義といえるだろう。

「それが、おまえの『ぼっちの楽園』の根底か？」

「そうだよ」

「理解はしたけど、ゆえにやっぱり理解不能だな」

「なぜ？」

「そんなことをしても意味はない。世界を変えることは不可能だ。政治家も弁護士も警察官も『多数の悪意』から人の才能を守ることはできない」

　その瞳に、強い感情が見えた。

「そうかもしれない。でも、この学園は違うよ。強くありさえすれば、変えることができる。一年を通したトータルリーグの覇者には『特権』が与えられる。なんでもひとつ、この学園への希望を通すことができる」

「その特権で、クランシステムとバディプレッジを撤廃するのか」

「そうだよ。この学園において、そのふたつが癌がんだ」

「そんなことは無意味だ。たとえリーグを制覇して特権を行使しても、実現したころには卒業だ。おまえの楽園に、おまえはいない。この学園でその理想を実現しても、おまえが殺した親友は返らない」

「誓いは自分の心に捧ささげるものだよ。わたしがそうしたいから、そうするんだ。それが、わたしの『正しい青春』のあり方だよ」

「……なるほど」

　千々石の視線を感じる。

　なんか言いたそうだ。

　こいつは本当にこういう話に弱いな。

　はいはい、わかってるよ。

　ここでおれが言うべきことは決まっている。

「物語性Ｂ、明快性Ｃ、共感性Ｂ、意外性Ｃ、……総評Ｃ。もう少し聴講者を意識した話の組み立てを心がけましょう」

「マジレスした!?　恭太郎、ほんと空気読めてない！」

　想定通りのツッコミありがとう。

　おかげでシリアスを除去することに成功した。

「悪いけど、それは普通のことだ」

　朝倉がむっとした。

　でも気にしない。

　朝倉のご機嫌を取る義理はない。

「友だちを裏切って、それに傷ついた？　それがどうした？　そんなもの、イマドキの若者には日常茶飯事だ。そんなものに、いちいち心を動かされてたまるか」

　この世は生きづらくて当然だ。

　もともとそういうふうにできている。

　優れた遺伝子を生かすために、劣った遺伝子を排除する。

　それは種として、根底にある摂理だ。

　情にほだされて乗りかかれば、こっちも転覆してしまう。

「そんなことのために、おれの青春を捧げるわけにはいかない。強い武器がほしいなら、他を当たってくれ」

「…………」

　朝倉が歯を食いしばった。

　普段の涼しい表情が消えている。
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　にわかに、学食がざわついた。

　目を向けると、入口に生徒のグループがいた。

　ドカドカ入ってくると、椅子とか蹴飛ばしながら向かってくる。

　先頭にいるのは、気の強そうな女子だった。

　くすんだ金髪のロングヘア。

　朝倉と同じくらいの長さだが、こっちは緩いパーマをかけている。

　制服はだぼだぼに着崩していた。

　つまりいかにもなギャルってところだ。

　チュッパチャプスを口に含み、ころころ転がしている。

　腕章が『Ａ』であるところを見るに……。

「朝倉、奇遇じゃーん」

　予想通り、そっちの知り合いか。

「……わざとらしいね。『Ａ』の学食はここじゃないよ」

「たまには、こっちのランチが恋しくなるんだよねえ。ほら、わたし入学時は『Ｃ』だったし？　朝倉はこっちの学食は初めてだっけ？　ずっと『Ａ』だったもんねえ」

「案外、悪くはないよ。ほら……パンにハムにトマトにレタス、最高だよね。黄金比っていうの？」

「アッハッハ。黄金比。いいね、黄金比」

　ガリッとアメを噛み砕いた。

　途端、低い声でささやく。

「そういう減らず口を期待しちゃいないんだけど？　撃ち殺してやろうか？」

「…………」

　周囲の生徒たちが緊張している。

　本来、ここに『Ａ』の生徒がくることはない。

　……ほら、うちのキャンキャン娘は威厳ないから。

「おい千々石。あの怖いやつ、誰なの？」

「あー。うちのクラスの油ゆ須す原ばるさん。朝倉さんと仲が悪くて……」

　どうりで、嫌そうな顔してると思った。

　千々石とは違う意味で、落ちたトップランカーを見にきたわけか。

「つまんねえの。『Ｆ』に落ちて泣いてんのかなって思ったのに」

「期待に添えなくて申し訳ないよ。でも、このくらいは大した問題じゃない。来週末の始期試験で、すぐに戻るつもりだからね」

「わ、マジでえー？　さすが『ぼっちの楽園』とか言っちゃうやつは違うねえ。『Ａ』から『Ｆ』に落ちて恥とかないわけ？」

「公衆の面前で低知能をさらすほうが、よほど厚顔無恥という気もするけど」

「公衆？　ああ、こいつら？　ハッ。『Ｃ』以下の雑魚に人権ないから。ニンゲンに認められたきゃ、上がってこいよ」

　朝倉とは違った意味で強烈なやつだ。

　ある意味では、この前ヶ原学園を象徴する思想といえる。

「昨日みたいに、邪魔されないといいね？」

「やっぱり、きみの差し金？」

「なんの話？　さっき、うちのクラスで聞いただけー」

「…………」

　うどん、伸びちゃったなー。

　まあ、これはこれでうまいけど。

「ごちそうさん」

　さて、どうするか。

　朝倉の意識は、謎の新キャラに向いている。

　千々石も二人の戦況をハラハラしながら見守ってる感じだ。

　結論。

　逃げよう。

　こういうとき、日ごろのぼっちスキルが役立つのだ。

　必殺、空気同化の術。

　マジかっこいい。
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　研究棟の外観は、硝子がらす張りの近代建築。

　転移棟と比べると、かなり現代的なデザインだ。

　入口のパネルで、空いているラボを予約。

　二階にある２０８号室に入った。

　真っ白で簡素な部屋。

　壁面のセンサーに学生証をかざす。

〔やあ、朴ノ木原くん。今日はなにをするのじゃ？〕

　転移カプセルのお姉さんとは、また違う機械音声だ。

　こっちは、しわがれた老人っぽい。

　学生の間では『教授』と呼ばれている。

「リザードの爪でクロウを製作する」

〔ＯＫ。それじゃあ、向こうの製作所を押さえるぞい。……ちょっと待っておれ。いまアバターを接続しておるからな。……どうじゃ、最近の学校は楽しいかの？　それはよいことじゃ。……よし、アバターの接続が完了したぞい〕

　途端、周囲の風景が一変した。

　まさに鍛冶場。

　轟ごう々ごうと燃える巨大な炉に、周囲で屈強な男たちが鎚つちを振るう音が木霊する。

　彼らはすべてＮＰＣ──つまりシステムで稼働するアバターたちだ。

　その中心に座るのは、巨人と見間違うような体たい躯くの男性ＮＰＣ。

　通称『お頭』。

　製作が苦手な生徒は、彼に素材を渡すことで標準的な装備を製作することができる。

　なのだが……。

「違う、違う。ここじゃない」

〔なんじゃ。違ったのか？〕

　じじい、ボケたか。

「『町工場』のほうだ」

〔おお、すまんすまん。それじゃあ、すぐに接続するぞい。……ちょっと待っておれよ。どうじゃ、新しいクラスに可愛かわいい女の子はおったかの？　これぞという子には、ガツーンといかんといかんぞ〕

　まさにガツーンとこられて迷惑してるんですけど。

　すぐに風景が交代した。

　指定したとおり、昭和の町工場っぽい場所になる。

　ここでもＮＰＣたちが、他の生徒の装備を製作していた。

　作業着の男性アバター『社長』に、機材の使用許可を求める。

「機材を使わせてもらいます」

〔ああ、お好きにどうぞ〕

　空いている作業台を確保。

　ストレージから大福を取り出した。

〔博士ドクター。いつもより昼食にお時間がかかりましたね〕

「朝倉たちのせいで大変な目に遭った」

〔美しい女性たちに好かれて、羨ましい限りです〕

「それ本気で言ってないよな？」

　ぺかぺか点滅する。

「それじゃあ、さっそく作業にかかるぞ」

〔かしこまりました。設計図をインストールします〕

　ぱかっと口が開く。

　空中に表示された設計図を元に、最終検証を行う。

　ヴァイオレットリザード。

　特殊な属性はなし。

　素材の硬度はそれなり。

　爪の加工は、単純な工程を取る。

　まずは採寸。

　これは事前に添付されたデータを元に行う。

「依頼主の手の甲のサイズを考えると、リザードの爪は左右で三本ずつ必要か？」

〔後ろ足のほうが発達しているため、サイズが一回り大きいです〕

「どっちを使おうか。いっそ両手でサイズ違いにしてもいいが……」

〔慣れるのに時間がかかりそうです。来週末の始期試験には間に合わないでしょう〕

「そうだな。左右とも前足の爪を使用する」

　ストレージから素材を取り出した。

　素材の状態を確認し、サイズを合わせる。

〔耐久度、問題ありません〕

「傷もなさそうだな。まずはこれを研磨する」

　フラップホイールで、丁寧に表面を削っていく。

　火花が散り、少しずつ表面に光沢が生まれる。

　内側を鋭角に。

　外側を鈍角に。

　ひたすら丁寧に削っていく。

「どうだ？」

〔計測します。……攻撃力、耐久度、問題ありません〕

「この調子でいこう」

　二本め、三本め……その作業を、六本すべてに施行する。

　仕上げに、爪の表面にネイティブ感のある模様を彫って……。

「よし、こんなもんか」

〔大変よろしいかと存じます〕

「ここからが大事だ。依頼主の固有スキルはなんだっけ？」

〔《ホッパー》です。空中に足場を作り、モンスターを攪こう乱らんする敏びん捷しようスタイルです〕

「あれ。スタイル変えた？」

〔データによると、以前はホッパーで仲間をアシストする補助スタイルでした〕

「どうりで爪にしたわけだ。以前は弓矢だったもんな」

〔三年に上がる際にクランを転属したようです〕

「なんかあったな。どこも人間関係は大変だねえ」

　まあ、人間トラブルには興味ない。

　補助スタイルから敏捷スタイルへの変更。

　まだ慣れないスタイルを補ほ填てんするために必要なものは……。

「プランα。グローブ部分に、魔素エーテルにより形成される糸のリールを装着。それを射出することで、踏み外しなどのミスをカバーする」

〔プランβ。速度の強化を行います。グローブ部分に魔素エーテルの噴出装置を内蔵させ、移動力、攻撃力を一二％ほど上昇させます〕

　ふたつの草案を数値化した。

「……プランαでいく。速度の上昇は悪くないが、転属先のクランにメインを張る攻撃手アタツカーがいるからな。下手に決定力を上げると、あとでトラブルに繋がりそうだ」

〔かしこまりました。設計図を調整します〕

「じゃあ、グローブを製作しようか。素材には少し強度が必要だな」

　貯蔵してある素材から、それらしいものをピックアップ。

　工場の特大ミシンを利用しながら、分厚い革を加工していく。

「お～れ～は、ぼ～ちっ♪　あ～ういえっ！」

〔ストレスが溜たまっているようですね〕

「当然だ。朝倉のおかげで、おれの目立たない学園生活が破綻しかけている」

〔開拓地フロントライン内での博士ドクターに関するうわさ話を収集します。……一八件ヒットしました。ご覧になりますか？〕

「ピックアップ」

〔多くは朝倉嬢の豹変に注目するものです。博士ドクターの身元に言及するものは、そのうち二件です〕

「なんて？」

〔『Ｆのやつだって』『開拓地フロントラインなら殺してもバレないよな』……どうやら、朝倉嬢に袖にされた男子生徒による逆恨みのようですね〕

　ザクッ！

　ミシンの針に巻き込んでアバターの指が取れちゃった。

「大福。疑似脂質をくれ」

〔かしこまりました〕

　かぱっと口が開いて、どろっとした半透明の液体が出てくる。

　それが傷に付着すると、おれの指をかたどった。

「無事に接着したな」

〔お気をつけくださいませ〕

　ミシン再開。

　ダダダダッとグローブを加工する音が響く。

「最悪だ」

〔対策を検討しますか？〕

「意味ないだろ。噂うわさは止めるより広めるほうが簡単だ」

〔では、放っておくのですか？〕

「どうせ名前までは浸透しない。スキャンダルってのは、有名人がやらかして初めて話題になるんだ」

　いまやるべきは、元凶の解決だ。

　朝倉さえどうにかすれば、あとは勝手に沈静化する。

「でも、どうすれば諦めてくれるか」

〔先ほどの問答のあとでも、まだ協力を仰いでくるのでしょうか〕

「アレで諦めるようなら、そもそも『ぼっちの楽園』なんか目指してないだろ」

〔ずいぶんと高く評価していらっしゃるようですね〕

「当然だ。あれほどのエネルギーを消費して野望を果たそうとするなんて正気の沙汰じゃない。共感はしないが、敬服するよ」

　感覚としては「毎日、部活を頑張ってすごいなあ。自分ではやりたくないけど」に近いかもしれない。

〔それならば、お手伝いして差し上げるとよろしいのでは？〕

「はあ？　馬鹿なこと言うなよ」

〔朝倉嬢のお言葉も一理ございます〕

「そうだな。完全に間違っていないのが厄介なところだ」

　朝倉の言葉も正しい。

　個人の才能と、コミュニケーション能力。

　どちらを優先すべきかなど、客観的に測りようもない。

〔もし朝倉嬢の理想が達成された暁には、博士ドクターにも利点があると思われます〕

「たとえば？」

〔すべての学生がぼっちになれば、博士ドクターも能力を隠す必要はないかと〕

「ソロ専オンリー状態になるだけで、友だちという概念が消えるわけじゃない。そんなことをしなくても、おれはうまくやれている」

〔朝倉嬢を利用すれば、日々の素材収集の労力が七三％も削減されます〕

「別の労力で余計に疲れる」

〔では、可愛い女子生徒と楽しい青春の日々が……〕

「大福」

　無言になった。

　どうやら、観念したようだ。

「それは誰の言葉だ？」

〔なんのことですか？〕

「おまえに、朝倉を手伝うように誘導しろと言ってるやつだ」

　ぺかぺか点滅した。

　製作途中のグローブを、ストレージに収納する。

　町工場の風景が溶けて消え、もとの真っ白なラボが残る。

　そこに一人の女子がいた。

　いくら隅っこに隠れても、この部屋では見つかる。

　アホ毛っぽいのが、ぴこんと跳ねた。

「千々石。なんか用事か？」

「あ、あー……。恭太郎、奇遇だねえ」

「ふざけんな。そもそも、ラボ使用中は無許可で入れないはずだぞ」

「わたしＡランク権限あるし！」

　常識とプライバシーのことを言ってるんですけど。

　顔見知りだからって、やっちゃいけないことあるだろ。

「大福にこっそり通信してまで、なんで朝倉を手伝わせたいんだ？」

「いやー、ほら、なんていうか？　せっかく恭太郎がすごいってわかってくれる人がいたわけだし……」

「おれは求めてない」

「で、でも、せっかく頼ってくれてるのに……」

　愛想笑いが萎しぼんでいく。

　やがて見せた表情は、らしくない痛々しさを孕はらんでいた。

「朝倉さん、可哀かわい想そうじゃん」

「そうか？」

「恭太郎はそう思わないの？」

「全方位に喧けん嘩かを売ってんだから、痛い目を見て当然だろ」

「でも、あんな妨害されたり、悪者にされたりするのは間違ってるよ」

「理屈ではそうだな。でもコミュニティには暗黙のルールがある。そのおかげで、おまえだって友だちと楽しく過ごせてるんだろ？」

　黙った。

　千々石の悪い癖だ。

　そうすれば、おれがどうにかすると思っているのだ。

「みんな楽しい高校生活なんて無理だ」

「でも、一人を悪者にするのは間違ってるよ」

「そうだな。おれもそう思う」

「だったら……」

「でも、その間違いがあるから得られる恩恵もある」

「じゃあ、朝倉さんに死ねって言うの!?」

　死ね、か。

　その表現を、おれは大げさだとは思わない。

　千々石にとって適切な言葉だとも知っている。

　しかし、それでも……。

「それを決めるのは朝倉だ。おれは関係ない」

　なぜなら、おれたちは他人だ。

　友だちでもなければ、ましてやパートナーでもない。

　他人の決意に口を挟めるほど、おれは偉い人間ではないのだ。

「おまえが朝倉を放っておけないのはわかる。あいつを見てると、中学のころのおまえを思い出すよ」

「それは言わないで」

「悪かった。でも、大事なことだ」

　人には触れられたくない過去がある。

　おれや千々石も例外じゃない。

　でも、ここでは触れておく必要がある。

「朝倉が可哀想だから手を貸す？　まあ、いいんじゃねえか。そんな『感情で動くのはよくないよ』なんて頭のいいことを言うつもりはない。でも朝倉の理想が実現したとき、この学園で一番困るのはおまえだぞ」

　朝倉は言った。

　強くありさえすれば、この学園で『ぼっちの楽園』を作ることができると。

　それとまったく同じことを、この千々石は目指している。

「この学園では強くありさえすれば友だちができる。それを目指して、おまえは頑張ってきたんだろ？」

「…………」

　この前ヶ原学園は、外とはまったく違う価値基準を持つ。

　なにより優先されるのは『開拓地フロントラインでの成績』だ。

　優秀なハンターは、みんなから求められる。

　しかし、それはあくまでクランシステムの存在が前提だ。

　ここで朝倉に手を貸すというのは、千々石が積み上げてきたものをすべて否定することになりかねない。

「それをわかって、おまえは言ってるんだろうな？」

　沈黙。

　悪い癖だ。

　いまのおれは、千々石にとってのヒーローではない。

「人はすべてを手に入れられない。時間も労力も有限だ。それなのに、わざわざ分の悪い賭けをしている他人に……」

「でも、助けたいよ！」

　その反論は、予想外だった。

　千々石は泣きそうな顔で訴える。

「そりゃ、恭太郎の言うことが正しいよ。でも、思っちゃうんだよね。中学のときに朝倉さんがいたらさ。もっと違ういまがあったかもしれないじゃん。わたしも恭太郎も、あんなつまんない中学時代じゃなかったかもしれない。案外、三人で楽しくやれてたかもしれないし……」

「いや、その仮定は無意味だ。そもそも中学時代の朝倉は、いまの朝倉とはまったく違う価値観を有しており、たとえあいつがいたとしても……」

「だからマジレスすんな！」

　あいたっ。

　おれの鞄かばんを投げるなよ。

「恭太郎、なんとかして！」

「滅め茶ちや苦く茶ちやなこと言うな」

　おっと、そうこうしているうちに下校時刻だ。

「じゃ、おれ帰るから」

「はあ!?　このタイミングで言う!?」

「後片付けよろしくー」

「こら！　ちょっと、恭太郎!?」

　三十六計逃げるにしかず。

　千々石は……よし、追ってきてない。

　片付けなんて放っておけばいいのに。

　だいぶリア充気質になったと思ったけど、やっぱり根は真面目だな。

「中学時代に朝倉がいたら、か」

　おれの中学時代に『ぼっちの楽園』を作ろうとか言うやつがいたら。

　無意味な仮定だ。

　とはいえ、無意味なりに考えてみると……。

「やっぱ頭おかしいだろ」

　正気の沙汰じゃない。

　その結論ばかりは変わらなかった。




　　　　†




　翌朝。

　学園の最寄り駅。

「やあ、朴ノ木原くん」

　朝倉さん、今朝もお出迎えご苦労さまです。

「根性あるなあ」

「当然だよ。あの程度で諦めると思った？」

「まあ、願望としては」

　たぶんないだろうなあとも思ってたけど。

「今日は秘策があるんだよ」

「どんな？」

「きみ、ずっと学食だよね。そこで一計を案じてみたんだ」

　やけに膨らんだ鞄を漁あさった。

　そして、すごいものを取り出した。

「ほら、美少女の手作りお弁当。すごくキラキラして目立つよね」

　じゃーんと包みを見せる。

　そのどや顔たるや、とっても「ひらりんっ☆」って感じである。

　あ、いいね。ひらりん。

　実は頭の悪そうな朝倉のイメージにぴったり。

「今日の昼休みは、これで攻めようと思うんだよ」

「へえ。どんな感じで？」

「学食で『あーん♡』とかどう？」

「わ、こわーい」

「そうだよね、そうだよね。さあ、それが嫌なら、わたしの武器を作ってもらうよ」

「いいぞ」

「フッ。そう言うだろうと思ったよ。それなら奥の手を……ん？」

　なんや聞き間違いかな、って感じで小首をかしげる。

　さすが学園一の美少女は、そんな仕草でも超絶可愛かわいいものだ。

「……えっと？」

「武器だろ。わかった。とっておきのを作ってやる。それで文句ないな？」

　視界にいないと思って振り返った。

　なぜか立ち止まっている。

　後ろからきた人が迷惑そうに避よけていた。

「ほ、本当に作ってくれるの？」

「本当に作ってやる。ただし今後一切、おれに関わるな」

「どういう風の吹き回し？」

「気分だ」

　別になんでもない。

　学食での論破が失敗した時点で、もともと詰んでいた。

[image: ]

　だらだら引き延ばすと、こっちの被害が大きくなる。

　それでも強いて表現するなら、お助けキャラのボーナス追加って感じだ。

「千々石からおまえに送られた塩が、なんかしょっぱくてな」

　意味わからんって感じだった。

　それでいい。

　おれの中学時代のいざこざだって、世間から見れば普通のことだ。

　それでも、そんな普通のことに心を動かされちゃいけないなんてルールは、どこにも存在しないからな。








Ⅲ．オトモダチの巣窟












『朝倉ゆうめいじん・朴ノ木原モブカップル。

　……わずか一日で破局!?』

　残念ながら、そんな電撃ニュースは流れなかった。

　昼休みの廊下だ。

「なんで今日も教科書を見せてやんなきゃいけないんだよ」

「しょうがないでしょ。きみに見せてもらおうと思って、ぜんぶ家に置いてきてしまったんだし」

「やっぱり馬鹿なんですか。馬鹿なんですよね？」

「失敬な。一般科目の成績も学園で上位だよ」

「常識の問一。高校生は、自分で使用するものは自分で持参する。○か×か」

「きみだって、わたしの持参したお弁当食べるじゃない」

「おまえがどや顔で二人分のお弁当抱えてるから視線が痛いんだよ!?」

　そこの男子！

　これは決して痴話ってない！

「今日は学食じゃないの？」

「ラボのほうが目立たない」

「あそこ飲食禁止だよ」

「なんでそういうとこだけ常識人ぶってるんですかねえ」

　ガムとアメがＯＫなら、白米だってセーフだろ。

　食物差別よくないよ。

「やっほーっ！　恭きよう太た郎ろう、朝あさ倉くらさん！」

「おまえ暇なの？」

「出会い頭に失礼なこと言われた!?」

　千ち々ぢ石わ、合流。

　マジで自分のクランは大丈夫なんだろうか。

「朝倉さん。なにそのお弁当？」

「おまえに作ってきてくれたんだと」

「わ、ほんと!?　ありがと！」

　よし、押しつけ完了。

　おれはあとでコンビニパン買ってくる。

「ちょっと、朴ふうノの木き原ばるくん!?」

「武器は作るんだし、誰が食べたっていいだろ」

「それは、そうだけど……」

「千々石がおまえに協力してやれって言ったんだぞ」

「そ、そうなの？」

　ものすごく嬉うれしそうな千々石。

　そっちに、お弁当の片方を差し出した。

「よかったら、食べる？」

「うん！　持って帰って宝物にするね！」

　いや食えよ。

　初めてのプリクラじゃないんだぞ。

「ほんとにいいのか。朝倉がリーグ制覇したらどうする？」

「いやほら、これで恭太郎が友だちのよさに目覚めてくれたらいいじゃん」

「そりゃ楽観的すぎだろ」

「あと、朝倉さんもね。これで友だちになってくれれば、クランシステム撤廃も思い直してくれるかもだし？　将来的には、わたしのクランに入ってくれたら万々歳？」

「まあ、そっちは叶かなうといいな」

　こいつ案外、狡こう猾かつだな。

　まあ、そういう打算は嫌いじゃないけど。

「よし、ラボの予約は完了と」

　学生証の通信システムで、トレーニングルーム付きの部屋を確保する。

「素材の収集に行かないの？」

「まずは固有スキルの測定からだ」

　アバターの能力は、よくも悪くも固有スキル依存だ。

　いい武器作りは、その解明から。

　これ鉄則ね。




　　　　†




　ラボに到着した。

〔ほっほー。今日は可愛かわいらしいお嬢さんが多くていいのう〕

「ちょっと黙ってて」

　教授をサイレントモードに切り替えた。

　トレーニングルームを起動すると、風景が変わる。

　各々のアバターが草原の上に立っていた。

　アバターの性能をテストするための疑似空間だ。

「これから、朝倉の固有スキル《コンダクター》の詳細データを取る」

「詳細データって？」

「たとえば発動までのタイムラグ。発動条件。発動可能範囲。操作可能な物質の条件。それらのデータを集計して、最も適した素材・武器形式を割り出す」

　朝倉の戦闘記録は見た。

　基本はヒット・アンド・アウェイの敏びん捷しようスタイル。

　スキルの使用は、主に小型モンスターへの攻撃。

　あるいは、逃げるときの目くらまし。

　その戦闘スタイルから『追跡者チエイサー』とか呼ばれてるらしい。

　おれもふたつ名がほし……あ、『ぼくのきばらくん』があったわ。

「とにかく現状の武器ではスキルを生かし切れていない。小物を狩るにはいいが、大物には通じない。それではＰが稼げない。まずは、おまえのスキルの限界を数値化する」

　ストレージから、大福を取り出した。

〔朝倉嬢、初めまして。サポートＡＩの大福と申します〕

「……っ!?」

　露骨にびっくりしている。

「な、なにこれ。モンスター!?」

「落ち着け。おれのだ」

「これが、きみの固有スキル？」

「スキルじゃなくて補助アイテムだ。ラバーダッキング法って知ってるか？」

「なにかに話しかけることで、思考が整理される……というやつだっけ？」

「もともとは、そういう目的で製作したんだ。この大福には、おれの思考パターンを移植して問答を可能にしている」

　機能を搭載しすぎて、いまでは便利すぎる執事になっちゃったけど。

「こいつが、おまえのスキルの魔素エーテルを測定して数値化する。さっそく始めるぞ」

　手元に表示されたパネルを操作する。

　草原の風景に、いくつかのギミックが出現した。

　まずは石。

　朝倉の前に、それぞれ重量の違う石を並べた。

　重量に従って大きさも変わる。

　そして射撃スキル用のターゲット。

　一定間隔ごと、縦に連続して配置する。

「まずは、一番軽い石を撃ち出してくれ」

　朝倉が腰のベルトから、タクトを抜いた。

　石を叩たたくと、ゆっくりと浮遊する。

　まずは、もとのナイフよりも軽いものだ。

「えいっ」

　なんか可愛い声でた。

　コンダクターによって放たれた石は、一枚めの的を貫いた。

　その後ろの的も貫く。

　三枚めを撃ち抜いたところで、失速して落下した。

「大福、計測結果」

〔共有します〕

　おれたちのアバターの視界に、結果が表示される。

「コンダクター自体の攻撃力は、射撃スキルとしては標準よりちょっと下くらいか」

〔しかし速度が素晴らしいですね。千々石嬢のライフル銃には劣りますが、それでも弓矢よりは速く撃ち込むことが可能です〕

「問題は操作性だな。操作対象、操作範囲。可動性。この三つの把握がマスト案件だ」

　朝倉の返答。

「まず操作対象から。アバター本体か、このタクトで触れたものを操作できるよ」

「操作範囲と、可動性は？」

「どちらも条件によって変化するね」

「差し支えなければ、教えてもらっていいか？」

「触れる時間が長いほど、広範囲に繊細な操作が可能になるよ」

　それならスキルの基本構造は想像がつく。

　物体に朝倉の魔素エーテルを浸透させ、それを操っているわけだ。

「撃ち出して終わりではなく、空中での操作が可能か。これがコンダクターの強みだな。それにひとつの武器でどれだけ攻撃しようが威力が落ちないとなると……」

　千々石からブーイングが飛んだ。

「一人で納得してないで教えろーっ！」

「はいはい、わかったよ」

　ここがおもしろいところなのに。

　落ち着いて浸ることもできやしない。

「朝倉のコンダクターは、対象物に触れることによって魔素を同化させるものだ。感覚としては対象物を、自分の一部と認識させるわけだな」

　次の問題は、操作にどういう特徴があるのか。

　最初の石を撃ち出した数値を基準に検証する。

　連続して、大きさの違う石を撃ち出す。

　そこでおもしろい結果が得られた。

　最も大きな石は、的を射抜けずに終わったのだ。

「それぞれの速度は？」

〔大きなものほど、速度が落ちる傾向があります〕

「速度が落ちれば、単純にダメージも落ちるな」

〔計測値を共有します〕

「ついでに、操作の精度も出してくれ」

〔かしこまりました〕

　その結果を眺める。

　事前に立てていた予測と、それほど誤差はないように思う。

　そして予想通り、千々石が騒ぎ出した。

「ねえー、なんかわかったの？」

「小さくて軽いもののほうが、速度が速く操作精度が高い」

「そんなの当たり前のことじゃーん」

「その当たり前が大事だ。朝倉は以前、ナイフを利用していた。それはつまり、朝倉の認識とスキルの実態に相違がなかったことを示している」

「じゃあ、やっぱりナイフを作るってこと？」

「そうとは限らない。大枠では相違がなかったとしても、案外、細かい部分は解明されていない可能性がある」

　その細かい部分にこそ、性能を余すことなく引き出す鍵がある。

「次は、これを撃ってくれ」

　新たにふたつの石を並べた。

　大きさ・形状は、まったく同じものだ。

「えいっ」

　また可愛い声でた。

　片方は的を撃ち抜き、もう片方は撃ち抜けずに終わる。

「恭太郎、なんで結果が違うの？」

「持ってみろ」

　その石を、二人に持たせてみる。

「ずいぶん軽いね」

「わ、めちゃ重っ！」

　二人が顔を見合わせる。

「そういうことだ。大きさ・形状は同じだが、それらは重量が違う。軽いほうが的を撃ち抜き、重いほうは的を撃ち抜けなかった。ちなみに速度も、前者のほうが速い」

「つまり、どういうことになるの？」

「これらの結果から導き出される仮定は、朝倉のスキル操作は『大きさ判定』ではなく『重量判定』であるということだ」

「それ、同じことだと思うんだけど」

　はい、そこー。

　それがまず、大きな食い違いだ。

「『大きさ＝重量』。それが思い込みだ。実際は、まったく違うものだ」

「じゃあ、なに？」

「重量とは、すなわち密度だ」

　大きいからといって重いとは限らない。

　そして、その逆もしかり。

「夕方の教育番組で、一度は耳にするだろ。『鉄一〇〇キロと綿一〇〇キロ、どっちが重いでしょう？』ってな」

「どっちも一〇〇キロだから同じ。そんな引っかけクイズを間違うと思う？」

「でも実際、それを見たことはないはずだ」

　パネルを操作。

　おれたちの前に、ズンッと鉄球が落下した。

　同時に、見上げるほど巨大な綿の塊が落ちてくる。

「はい、これが鉄一〇〇キロと、綿一〇〇キロです」

「……へえ。意外に鉄って小さいんだね」

「綿に比べて密度が高いからな。これを、同じようにコンダクターで撃ってくれ」

　鉄球が的に命中し、それを砕いた。

　綿も同じように命中して、ぼよんっと跳ね返る。

「このふたつの速度を数値化した。どうだ？」

「……同じだね」

「変だろ」

「そうだね」

　千々石だけ不思議そうだ。

「恭太郎、どういうこと？」

「中学校の教科書に載ってなかったか？　同じ重さの鉄球と綿。それを高いところから落としたら、鉄のほうが早く落ちるって」

「なんか見た気がするけど……」

「あれは綿のほうが密度が低く、空気抵抗の影響を受けやすいからだ。そう考えると、いまの攻撃も綿のほうが遅いということになるはず」

「あ、なるほどー。ふーん？」

　わかってない顔してる。

　まあ、千々石のスキルじゃないしな。

「つまり朝倉のスキルは空気抵抗などが一切影響しないという利点を持つ。となると軽くありさえすれば、大きなものも同じ速度で操作できるという観点が生まれるわけだ」

　朝倉が挙手。

「いくら大きくても、あれじゃあ意味ないと思うんだけど？」

　綿を当てた的は、まったく傷ついていない。

「大きなモフモフぬいぐるみをぶつけるようなものだよ」

「そうだな。むしろ相手を幸せにしてしまう」

　焦ってはいけない。

　今回の議題は『朝倉に最適な武器を製作すること』。

　これまでは『コンダクターで操作しやすい素材の特徴』を突き止めたにすぎない。

「朝倉の武器を製作する上で、最適な素材の特徴を挙げる。まず『軽いこと』。『大きさは問わない』。『モンスターにダメージを通すことができる』。その三点だ」

　事前にピックアップしていた素材のひとつだ。

　その映像データを、大福から空中のモニターに投映する。

「あっ」

「これって……」

　険しい山脈の頂に君臨する巨大な怪鳥。

　虹色に輝く両翼は、映像越しでも息を飲むほどの美しさだ。

「第七層のＳＳ級モンスター。『極楽鳥』の羽根を獲とる」

　女子二人から、予想通りの反応がきた。

「恭太郎、本気!?　極楽鳥って、討伐難易度『Ｘ‐ⅱエクス・ツー』だよ！」

「アマチュアでは、まず討伐不可能だね。この学園のトップランカーたちがクランを組んでも、かなりの準備が必要だと思う」

　その通りだ。

　各層の『主ぬし』であるドラゴン種に次ぐ存在であるのは間違いない。

「だからこそ、この素材を獲る価値がある。この羽根は風のように軽く、嵐のような切れ味を誇る。ただし巨大すぎるし硬すぎる。羽根一枚が全長一・七メートルもあり、鋼鉄の盾を紙切れのように切り裂く。武器としての加工が極めて困難であり、無理に使用すればこちらのアバターが破壊される究極の諸もろ刃はだ」

　朝倉が険しい表情を浮かべる。

「武器にできないなら、どうして？」

「それは普通に武器として加工する場合だ。おまえのコンダクターなら、この素材を握る必要がない」

　一応は納得した様子だった。

「でも、相手が悪いよ。いまアバターが破壊されたら、来週末の試験そのものが受けられなくなると思うんだけど」

「勝算はある。この素材は、実のところ収集自体はそれほど難しくはない」

「そうなの？」

「この極楽鳥は、一日に一度、巣を空ける時間帯がある。そこで巣に忍び込み、羽根を確保して離脱すればいい。それでも生徒に収集されないのは、前に挙げたとおりデメリットが大きすぎるからだ」

　現状、朝倉の武器としてこれ以上のアンサーはない。

　あとは入手後のメリットと、入手するまでのデメリットを、朝倉がどう判断するか。

　その瞳が、何度もデータを見比べていく。

　当然、他の素材の候補も挙げている。

　しかし、どれもが普通だ。

　ただ上位を目指すなら、それでもいい。

　しかし朝倉が目指すのは、この学園の頂点だ。

　そんなことを言いのけるやつが、この賭けに乗らないわけがない。

「……きみだって、正気の沙汰じゃあないね」

「普通の神経のやつが【黒のブラツク商人マーチヤント】なんて呼ばれて耐えられると思うか？」

　苦笑した。

　それが答えだった。

「クエストは明後日あさつてだ。それまでは、準備に当てる」

　ラボの真っ白な空間に戻った。

　やっと緊張が解けたのか、急に腹が減った気がする。

　二時間もやってたら当然か。

「昼飯にするか」

「あ、そうだった！」

「おれはコンビニ行ってくる。おまえら先に食っとけよ」

「えー。朝倉さんが作ってくれたんだし、恭太郎も半分こしよーよ」

「……せっかくだし、もらっとけって」

　えー、そっかー。

　ならそうしよっかなー。

　あっ。あとでほしいって言ってもあげないよー。

　みたいな感じで、浮かれ気味にお弁当の包みを解ほどいていく。

　朝倉も自信ありげだ。

「さすがにお店で食べるものには劣るけど、今回はよくできてると思うんだよ」

「そうなの？　わあ、楽しみー」

　わくわくと蓋を開け──。

「……え。なにこれ」

　あまりの惨状に、千々石が素の声を漏らした。

　カピカピに硬くなったご飯。

　炭化した肉のようなもの。

　ぶちゃっとなったトマトの汁が、全体に染みついている。

　イマドキここまで料理下手なやついる？

「恭太郎!?」

　そんな目で見ても、ダメだぞ。

　残念ながら、それはおまえのお弁当だ。

「まさか、わかってて……」

「なんのことだか」

　そういえば、おまえに言ってなかったことがある。

　ぼっちは危険に対する嗅覚が鋭いんだ。

　毒を摂取したとき、仲間がいないやつは死んじゃうからな。
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　翌日の木曜日、午前中の一般科目が終了した。

　ＨＲが行われ、みんな帰り支度を始める。

　おれは感動していた。

　朝倉が教科書を持ってきているのだ。

　ああ、なんて平穏。

　これこそ、おれの『正しい青春』だ。

　おい、そっちの女子。

　破局じゃない。

　そもそも付き合ってない。

「ぼくのきばらくん」

　すっかり定着した名前。

　目を向けると、入口で手招きされていた。

「お客さんだよ」

　おれに？

　それは『Ａ』の腕章をつけた男子だった。

　しかも見覚えがあると思ったら……。

「ガトリング吉よし田だくん？」

　最初に朝倉を襲っていた男子だ。

「おれのこと知ってんのか？」

　あ、やばい。

　あのときはマスクで顔を隠してた。

「あ、あー。やっぱ『Ａ』の生徒はスターだしな。それに、吉田くんのガトリングガンは格かつ好こいいからさ」

　苦しい言い訳だ。

　こんなの通じるわけが……。

「お、そっかそっか！　おまえ、わかるやつだな！」

　吉田くん、いい笑顔してる。

　ちょろすぎだ。

　将来、怪しい壺つぼとか買わされそう。

「あの装備。かなりのＰ叩はたいたんだぜ」

「そ、そうなのか」

「なんたって【黒のブラツク商人マーチヤント】が手がけた逸品だからな！」

　よく存じております。

　あのとき初見じゃなかったのは、そういうことです。

「ところで、ちょっと付き合ってくれねえ？」

　アフターのお誘いだった。

　しかも朝倉を狙ってる一派から。

「おれ用事があるんだけど……」

「はあ？　『Ａ』の言うこと聞けないわけ？」

　そうでした。

　ここはそういう学園でした。

　Ｆ校舎を出ると、リムジンが停とまっている。

　繰り返す。

　リムジンだ。

　もちろん運転手つき。

　吉田くんを確認すると、ダンディなおじさまが後部座席のドアを開ける。

「はやく乗れよ」

「いや、冗談だろ？」

「それとも歩いて行くか？」

「…………」

　すごく広かった。

　この中で暮らせそう。

　すぐに音もなく発車した。

「相変わらず、この学園は頭がおかしいな」

「そうか？」

「学園の外で、こんなの走ってるの見たことないし」

「ああ、そうかもなあ」

　毒されてんなあ。

　卒業して苦労しそうだ。

　リムジンが走ってることに、いちいち驚く生徒はいない。

　なぜなら、この学園では割と日常的な光景だからだ。

　強いて言うならこの下位クラスのエリアを走っているのが珍しいという感じか。

「ジュースでも飲むか？」

「……どうも」

　美味おいしい。

　美味しいけど、なんのジュースかはよくわからなかった。

「Ａ校舎まで、どのくらいだっけ？」

「これで二〇分くらい」

　外の風景が変わっていく。

　一般の歩道から、森林公園に入った。

　そう、森林公園だ。

　最寄りが七駅あるし、そりゃ森林公園くらいあるさ。

「そういえば、なんの用事？」

「おれは呼んでくるように言われただけ」

　パシリかあ。

　吉田くん、『Ａ』だとそのくらいなんだな。

　次に依頼がきたら、もうちょっと性能にこだわってやろう。
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　森林公園を抜けると、湖があった。

　橋を渡った湖の中央に、西洋風のお城がある。

　繰り返す。

　西洋風のお城だ。

　そして、これがＡ校舎でもある。

　こんな悪ふざけができるんだから、この学園って本当に金持ちなんだな。

　到着すると、執事たちがお出迎え。

　危険物の検査を通過する。

　この学園の卒業生たちは、国際的にも有益な存在だ。

　ちょっとやりすぎだと思うけど、まあ、大人の事情もあるのだろう。

「わーお」

　内装は、豪華の一言に尽きる。

　まるで世界最高峰のホテルにいるようだ。

　そこで当然のように談笑する生徒たち。

　おれと同じ制服が、ものすごい高級品のように見えた。

　階段を上がって、二階の広間みたいなところに出る。

　上位ランクの生徒たちで賑にぎわっているようだ。

　ふかふかのソファで談笑しているグループから、一人の女子が手を挙げる。

「おー、こっちこっち」

　見覚えがある。

　あのくすんだ金髪とチュッパチャプスは……。

「油ゆ須す原ばるさん？」

　前に学食で、朝倉に突っかかっていた女子だ。

「あ、覚えてたのー？　いいじゃん、いいじゃーん」

　やけに上機嫌だな。

　朝倉以外にはこんな感じなのか？

「もしかして、おれを呼んだのって……」

「油須原ちゃんだよ。さっさと座れ」

　その油須原の真正面だ。

　周囲にイケメンたちを侍はべらせている。

　なんかホストクラブっぽい。

「改めて、クラン『Ｕ‐Ｌｉｋｅ』の油須原でっす！」

「はあ、どうも……」

　ニコニコ顔が一瞬で冷え切った。

　周囲の生徒もびくっとなる。

「はあ？　なにそれ？」

　ガリッとアメを噛み砕いた。

　一転、低い声で威嚇する。
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「虫の分際で、人間サマへの口の利き方がなってねえな」

　ひゃあ。

　そういえば、そういうキャラでしたね。

「気に障ったなら謝るよ。でも悪いけど、おれにとって油須原さんは知り合いでもないだろ？　連れてこられた理由を説明してほしいんだけど……」

「ああん!?」

　ガンッと透明の硝子がらすテーブルを蹴った。

　グラスが倒れ、ガシャーンッと甲高い音を立てる。

　広間の『Ａ』たちの視線が集まる。

　もちろん二年だけじゃなく、先輩後輩もわんさかだ。

　すぐにメイドさんが片付けにやってき……メイドさんいるの？

　マジで金の無駄遣いだろ。

　いや、そんなことはいいんだけどね。

「へえ？」

　それより油須原の様子が変わった。

「あの朝倉のオトコって、どんなんかと思ったけど……」

「思ったよりイケメン？」

「なかなか肝の据わったやつじゃん」

　どスルー。

　思春期男子としては、ちょっと傷ついちゃうぞ。

「それで、なんの用事？」

「おい、話を進めるのはこっちだから」

　マウント面倒くさい。

　ほんとに千々石が『Ａ』でやれてるか心配だ。

「おまえ、ほんとに朝倉と付き合ってんの？」

「いや、そんなことないけど」

「テキトーなこと言ってんじゃねえぞ！」

　どう答えろと。

　これ肯定しても怒られちゃうやつですよね。

「おれは、ちょっと武器の提供を手伝ってるだけだ」

「武器の？」

「吉田くん推薦の【黒のブラツク商人マーチヤント】ほどじゃないけど、おれも武器製作をかじってる。あのナイフ以外の武器を試してみたいらしくてね」

　ほどほど真実。

　内容は決して破綻してない。

　油須原の目が、おれに対する興味を失った。

「なんだ。そんなもんか」

「もしかして、その確認だけ？」

「そりゃ、そうだろ。あいつがいきなり『Ｆ』とつるむとか、気味悪くてしょうがねえよ。なんか裏があるに違いねえって思ったけど、拍子抜けもいいところ」

「まあ、確かにそうかもな」

　メイドさんがドリンクを持ってきた。

　めっちゃ美味しい。

　でも相変わらず、なにを飲んでいるかわからない。

「油須原さん。朝倉のこと嫌いじゃないの？」

「嫌いに決まってんだろ！」

　こぼしそうになった。

　いきなりテーブル蹴るのはやめてほしい。

「あの人を見下した態度。マジでむかつく！」

　あー、わかるわかる。

　おれも最初、そんな感じだった。

　いまはポンコツ感のほうが強いけど。

「そもそも『ぼっちの楽園』ってなに？　そんなもん目指してなんになるわけ!?」

「まあ、ちょっと理解できないよな」

「そうだよ！　せっかくクランに入れてやろうとしたのに『きみのような群れるしか能のない人間がなにより嫌いなんだ』とか言いやがって」

「すごく似てる。自分の可愛かわいさわかってる感じのどや顔がよく表現されてる」

「そうだろ!?　ちょっと顔がいいからって調子のってんじゃねえぞ！」

　もぎゃああっと吠ほえている。

　よほど腹に据えかねているらしい。

　まあ、あんな女子がいたら普通は喧けん嘩かになるよなあ。

「『Ａ』での授業とか、どんな感じだったの？」

「いや、うち授業ないよ。『Ａ』はランク権限で、いろいろ優遇されてんだよ」

　警戒を解いたらしく、ちょっと態度が柔らかくなる。

「それで授業免除？」

「そういうこと。『Ａ』を卒業したら、普通はプロか開拓地フロントライン関係の企業に就職するからな。一般科目の授業とか必要ないわけ」

「へー。でも千々石は授業でてるみたいだけど」

「千々石？　あー、あのわんちゃんね。そういや学食にいたな。あそこはクランの方針で、ちゃんと授業もでてるらしい」

「ふうん……」

　まあ、いい友だちに恵まれてるようだな。

　ちょっと安心した。

　よく千々石を借りてるから、因縁つけられたら困るし。

　そもそも、あいつがくるのを控えてくれれば……。

「あれ？」

　ふとした疑問。

　それがつい、口に出てしまった。

「油須原さん。授業もないのに、わざわざランチタイムまで待って、下位の学食に出向いて朝倉にちょっかいかけてたの？」




　シーンと静まった。




「……どうしたの？」

　油須原がぽかんと口を開けている。

　そして取り巻きたちが、ぎょっと目を剥むいていた。

「ば、馬鹿！」

　吉田くんが、いきなり引っ張った。

「千々石ちゃんから、なんも聞いてねえの!?」

「ええ。なんか変なこと言った？」

　油須原がいきなり立ち上がった。

「ち、違うからな!!」

　なにか違うようだ。

「たまたま偶然!!」

「お、おう。偶然か」

「開拓地フロントラインから戻ってきた時間が！」

「ぴったりだったと？」

「そうだよ！」

「だからって、わざわざ手下連れて顔を見にくるなんて……」

「別に見に行ったっていいだろ!?」

　そんな泣きそうな顔で訴えられても。

　なんか読めてきた気がする。

「つまり、朝倉のこと好きだからいじめてるわけ？」

「……っ!?」

　油須原の顔が、真っ赤になった。

　図星か。

「そ、そんなんじゃねえ！　ふざけんな！」

「やけに朝倉について話すとき、楽しそうだなあって思ったんだよな」

「わたしは、あいつが気に入らなくて……っ！」

「いや、言い訳しなくてもいいと思うけど」

　おれは否定しない。

　ただ、それに巻き込まれるほうの身にもなってほしい。

「そもそも、おれは朝倉が苦手なんだ」

「マジで!?　なんで！」

　うわっと。

　すごいかぶりつき。

「可愛い女子っていうのは、それだけでトラブルの種だ。男子の仲もこじれるし、女子のマウント合戦に巻き込まれるのも面倒だ」

「ま、まあ、そうだな」

「朝倉はそれが特に顕著だからな。おかげで先日から、おれの高校生活プランは滅め茶ちや苦く茶ちやなんだ」

　たとえ朝倉と縁を切れても、元の生活に戻れるのか。

　いまはそれだけが悩みの種だ。

「正直なところ、おまえが朝倉のこと好きなら、そっちにうまく助けを求める形になると助かるんだけど」

「で、でも、そんなうまくいくわけないじゃん」

　もじもじと恥ずかしそうに視線を逸そらす。

　なんか乙女みたいな仕草だ。

「そうだな。朝倉の主張は根が深いように思うし」

「それに、絶対に嫌われてる……」

「妨害している以上、あんまり印象はよくないだろうな」

「やっぱり、そうだよなあ。でも、あんだけ邪険にされたらさあ」

「一緒に遊びに行って親交を深めるのも、なんか違う気がするよな」

「朝倉の好きなデートプランとか想像つかねえ……」

「確かに、あいつの私生活って謎すぎる」

「そ、それに、女でも大丈夫なのか不安だし……」

「いや、そこは大丈夫だろ。自信を持っていこうぜ」

「そ、そうかな。こんな真剣に聞いてくれるやつ初めてだし、なんか嬉うれしいかも。おまえ、実はいいやつなんだな？」

「誤解するな。おれはおれのために考えてるだけだ」

　でも、多少なりとも親近感が湧いているのは事実だ。

　ベクトルは違えど、朝倉にヒドい目に遭わせられたもの同士の……うん？

「デートプラン？」

「え？」

　決定的な解釈の相違。

　おれたちが別方向に舵かじを切っていることを、はっきりと察した。

「おれは『朝倉と友だちになりたい』って解釈してたんだけど」

「…………」

　油須原の目がぐるぐる回っている。

　必死に顔を隠すように、両腕で頭を抱え込んでしまった。

「ち、違う。ちがう、ちがうちがうちがう……いてっ！」

「テーブルの下に潜ったら、頭ぶつけるぞ」

　チュッパチャプス落ちちゃった。

　おれ悪いことしてないけど、なんかごめんって感じ。

「なるほど。そっちの『好き』だったのか」

「だから違うって言ってんだろ！」

「それでオトコができたのが気になったと」

「人の話を聞け!!」

　否定するほど泥沼感がすごい。

　ほら、吉田くんたちが「あちゃあ」ってなってるし。

「わかる。わかるよ。おれは『中立』だ。どんな主義主張も否定しない」

「絶対わかってねえーっ!!」

　あ、やばい。

　茶ちや化かしすぎた。

「くそ虫野郎、撃ち殺してやる!!」

「ごめん、ごめんって！」

　全力で逃げた。

　階段を降りて、エントランスを飛び出したところで。

「千々石、いいところに！」

「え、恭太郎!?」

　ちょうどリムジンに乗ろうとしてる。

　また下々の世界へ降りるつもりだったらしい。

　好奇心旺盛な天上人だな！

「なんでＡ校舎にいるの？」

「説明はあとだ。おれも乗せてくれ！」

「それはいいけど……」

「そんで早く！　早く出せ！」

「ちょ、ちょーっ!?」

　転がり込んだ。

　リムジンが音もなく走り出す。

　エントランスから油須原たちが出てきた。

　おれを見失ったせいで取り巻きたちが怒られている。

　ごめんね、吉田くん。

　今度、珍しい素材があったら送っとくよ。

「恭太郎、ここでなにしてるの？」

「……さあ。なんで呼び出されたんだっけなあ」

　とりあえず、再確認したことはある。

　やっぱ平穏が一番だわ。








Ⅳ．おれたちの黒歴史












　金曜日の午後。

　転移棟の二階フロアで、朝あさ倉くらと落ち合った。

「今日は予定通りに羽根の採集に向かう。第七層のエリア２で合流な」

「了解」

　転移カプセルに乗り込もうとしたところで……。

「なあ、朝倉。ちょっといい？」

「どうしたの？」

「油ゆ須す原ばるのこと、どう思ってる？」

「また唐突だね……」

　すごく微妙な顔になった。

「入学してすぐにクランへ誘われてね。それを断って以来、目の敵にされているんだよ。まあ、わたしの主張は人に理解されるものじゃないとわかってるけど……」

　フッと遠い目になる。

「ときどき、彼女の視線に寒気を感じることがあってね。ちょっと苦手かな」

「あ、すまん。もう十分だ」

　これ以上は、うっかり核心に触れてしまいかねない。

　さっさと転移カプセルに乗り込んだ。

　目的地を入力する。

〔それでは、よい冒険を。朴ふうノの木き原ばるくん〕

　はーい。

　なんか教授と違って、お姉さんのほうはつい返事しちゃうんだよな。

　カプセル内に風が吹き、意識が遠のいていく。




　そして目を開けると、突き抜けるような青空があった。




　飛んでいる。

　そう錯覚するのも無理はない。

　そこは遥はるかに高い山脈の頂上だった。

　見下ろせば、いくつも連なる山脈が壮大な自然の驚異を主張する。

　一歩間違えれば、崖の底へ落下する不安定な足場。

　突風を始めとする環境への適応。

　第三層とは比べものにならない強力なモンスター群。

　第七層、山岳地帯。

　この学園から潜れる開拓地フロントラインでも、ダントツで人気の低い場所だ。

　実際、おれも数えるほどしか潜ったことはない。

　ここのモンスターたちは癖の強い個体が多く、それは素材にも反映される。

　正直、アマチュア相手に商売するには縁のない場所だ。

「準備はできたよ」

　朝倉が合流した。

　ここでまずは大まかな作戦を共有。

「大福さん。オナシャス」

〔かしこまりました〕

　第七層の俯ふ瞰かん図ずを、アバターの視界に共有。

　現在地は、第七層のほぼ中央だ。

　そして最東端の山に、マーカーが点滅する。

〔こちらが極楽鳥の住すみ処かになります。まずは、その麓を目指します〕

「そこでどうするの？」

〔安全地帯を確保して、極楽鳥が巣を空ける時間までキャンプを行います〕

　問題は、そこに到着するまでだ。

　長距離攻撃を持つ千ち々ぢ石わが不参加なのは痛い。

　クランが違うのだし、それほど甘えるわけにもいかないが。

「まずは、キャンプ地を目指す」

　第七層の基本的な動作。

　上がって、下がって、上がって、下がる。

　その繰り返しだ。

　連なる山脈には、それぞれ縄張りとするモンスターたちが生息する。

　それらを倒したり避けたりしながら進んでいく。

「《Largoラルゴ》!!」

　朝倉がタクトを振るう。

　複数のナイフが、モンスターを囲むように旋回。

　逃げ場をなくしたトンボっぽいやつが、ズタズタに切り裂かれた。

〔『デスドラゴンフライ』を仕留めました〕

「ここでも風の影響はなしか。あいつのスキルは便利だな」

　とりあえず、素材だけ確保。

　討伐Ｐは朝倉へ。

「ちなみに、その技名は何語？」

「技というほどでもないけど。音楽記号の意味に合わせて、ナイフの速度や軌道をプログラムしてるんだよ」

　お洒落しやれかよ。

　真面目に聞いちゃって恥ずかしい。

「中学は吹奏楽部とか？」

「オーケストラだけど……まあ、きみから見たら似たようなものだね」

「へえ。例の親友ちゃんも？」

　一瞬、足が止まった。

　びゅうっと突風に煽あおられる。

「おい、朝倉！」

「ひゃっ!?」

　慌てて腕を掴つかんだ。

　引き戻した拍子に、押し倒される形になる。

「…………」

「…………」

　カランッと、小石が急激な傾斜を転がっていった。

　どこまでも落ちていく音が、この山脈に響き渡るようだ。

「おまえ、アレだな」

「な、なに？」

「こうして見ると、本当に顔がいいな」

「……っ!?」

　慌てて飛とび退のいた。

　それから無言で髪なんか直している。

　……あの、朝倉さん？

　茶化したんだから、ちゃんと乗ってくれないと困るんだけど。

「親友ちゃんの話題は悪かったよ。そんなに動揺するとは思わなかった」

「……そうだね。わたしも割り切ったつもりだったけど」

　周囲にモンスターがいないのを確認して休憩を取る。

　目的地まで、あと半分ほどだ。

「そうだよ。あの子も、同じ楽団だった」

「どんなやつだったんだ？」

「感覚派って言えばいいのかな。中学からピアノを始めたんだけど、かなりの暴れ馬だったね。楽譜の解釈も滅め茶ちや苦く茶ちやだし、指揮にも素直に従わない。そういう彼女だからこそ、わたしは楽しかったんだけど……」

　ストレージから取り出したボトルを渡した。

　魔素エーテルの自然回復を促進するアイテムだ。

「オーケストラにおいて、ピアノの音は心臓の音とも言える。それが正しく動かないと、他の楽器が混乱してしまう。わたしには心臓の音が大きすぎてね。他の音に耳を貸さなくなっちゃった」

「つまり、そいつだけ贔ひい屓きするようになったと？」

「平たく言えば、そういうことかな」

　そして、ドカンッ。

　そう言って、茶ちや化かすように笑った。

「他のメンバーから二択を迫られた。『彼女を捨てる』か『楽団を捨てる』か。あのとき初めて『数の暴力』を体感したよ。ただ目の前にたくさんの人がいるだけ。それだけでわたしの手足は言うことを聞かなくなり、呼吸もできなくなった」

　ボトルを返してきた。

　空っぽになるまで飲んでやがる。

「それで、あの子を捨てたんだよ」

「なにしたんだ？」

「嘘うそをついた」

「嘘を？」

　それだけ？

　そんな気持ちで目を向けると、朝倉はうなずいた。

「なんて言ったんだ？」

「嫌いって」

「はい？」

　しかし、いたって真面目な顔だった。

「『きみのピアノの音が嫌い』『きみの生き方が嫌い』『きみと過ごす放課後が嫌い』『きみの宿題をしないところが嫌い』『きみが好きなアーティストが嫌い』『きみが寝る前に送ってくるスタンプが嫌い』『きみの笑い声が最高に嫌い』」

　一息に言うと、ふうっと息をつく。

「こんな感じで」

「地味に効くやつだな」

「まあね。それ以来、彼女は楽団に顔を出さなくなった。いまは、どこの高校にいるのかも知らないんだ」

　ぼんやりと大空の景色を眺めている。

　小さなため息が、風に流されて消えていった。

「ほんとに好きだったんだけどな」

「…………」

　大福がぺかぺか点滅した。

　いや、わかってる。
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　そういうことを言っていいタイミングではないことは重々、承知している。

　でも仮に見当違いだった場合、大変なことになるからな。

「朝倉よ。ひとつ聞いていいか？」

「なに？」

「その好きって、友だちとして好きってことだよな？」

「そうだよ。なんで？」

　あ、いや、なんでもないです。

　ちょっと最近、その勘違いで悲しい事件があっただけ。

「このタクトは、そのときのものをイメージしているんだよ」

「ふうん。そりゃ大変だったな」

「このくらい普通なんじゃないの？」

　苦笑した。

　案外、根に持つタイプで困る。

「わたしは卑ひ怯きようなやつなんだよ。油須原さんのことを笑えない」

「それで、おまえは妨害されても学園に訴えないわけか」

　まあ、理解はできる。

　共感できるかは微妙なところだ。

　ただひとつだけ言えることは……。

「おまえは卑怯じゃないよ」

「そうかな」

「少なくとも、おまえの目指す『ぼっちの楽園』に救われるやつもいるだろ」

　強い風が吹く。

　おれの声は、朝倉には届かない。

「卑怯っていうのは、おれみたいなやつを言うんだ」

　さて、そろそろ行くか。

　立ち上がったとき、朝倉が首をかしげた。

「朴ノ木原くん。いま、なんて言ったの？」

「いや、なにも？」

　どうでもいいんだ。

　おれの失敗した青春なんてどうでもいい。

　こんな惨めなやつに振り回されるなんて間違っている。

　おまえの前には、もっと輝かしい未来が待ってるんだから。




　　　　†




　目的地に到着した。

　岩肌のくぼみから、山頂をうかがう。

「どう？」

「羽根はありそうだ」

　手ぶらで帰ることは避けられそうだ。

「大福。推定時刻は？」

〔昨日・一昨日の計測結果、およびラグを反映させます。……極楽鳥が飛び立つまで、あと一二〇〇秒です〕

　ちょうどいい時間だ。

　少し休憩して、それからクエスト開始だ。

「極楽鳥は風属性のモンスターだ。一日に一度、大気の魔素エーテルを吸収するために大空に飛び立つ。そこを狙い、巣に侵入する」

「その食事時間は、どのくらい？」

〔これまでの観測データから、一八〇〇秒前後だと思われます〕

「三〇分だね。それだけ時間があれば、さほど難しくなさそうだけど」

「おまえ、たった一枚だけ持って行くつもりか？」

「違うの？」

「予備も含めて、一〇枚くらいほしいところだ」

　そう言っている間に、時間が近づいてきた。

「あっ」

　朝倉が声を上げた。

　大きな影が、おれたちに覆おおい被かぶさるように去っていく。

　あまりに巨大な虹色の翼を持つ怪鳥が、大空へと飛び立った。

「羽根を収集するぞ」

　かなり巨大な巣だった。

　山頂に突如として出現した森林のようだ。

　所々に、巨大な羽根が引っかかっている。

　まるで呼吸するかのように、ゆったりと七色の光を放っていた。

「近くで見ると、さらに綺き麗れいだね」

「素材の美しさだけなら、おそらく世界でも指折りだ。でも気をつけろよ。扱いをミスれば、アバターの腕が飛ぶ」

　朝倉が、その一枚を慎重に手にした。

「朴ノ木原くん。これはどう？」

「ちょうどいい重量だ。ストレージに収集どうぞ」

　採集したものを、それぞれのアイテムストレージに回収する。

　五、六、七……。

　いまのところ九枚か。

　朝倉は五枚。

「この調子なら、問題なく達成できそうだな」

　大福がぺかぺか点滅した。

〔博士ドクター。問題が発生しました。近くに攻撃反応があります〕

　なに？

　すぐに反応を視界に共有する。

　巣の東北。

　その方向で、なにか光が瞬いた。

「おいおい、マジか」

　途端、重い圧力がのしかかった。

「極楽鳥が戻ってきたか」

　体高一〇メートルもの怪鳥が、ズンッと降り立った。

　十分に魔素エーテルを充じゆう填てんした両翼を振るう。

　さすが風属性のＳＳ級モンスター。

　攻撃までの速度が凄すさまじい。

「大福。『排気ダスト』はどうだ!?」

〔《ダブルフェイス》稼働率六一％。起動可能です〕

「よし、適正武器を寄こせ！」

　大福の表面が、真っ黒く染まる。

　がぱっと口を開け、おれの左腕に噛かみついた。

〔第二八決戦武装《ブレイブウォール》起動します〕

　大福が長方形の盾へと姿を変える。

　広範囲攻撃の予測面積を算出。

　同時に、おれたちを囲むように鋼鉄の壁を増殖させた。

〔攻撃がきます〕

　そして無数の虹色の羽根が降り注いだ。

　真正面から受け止める。

　鉄壁がベコベコッと凹へこんだ。

〔耐久度が七八％減少しました〕

　おれの武装で最高の防御力を誇る。

　それが一撃で使い物にならなくなった。

〔極楽鳥の魔素エーテル反応が急速に上昇します。第二波まで、三〇、二九、二八……〕

　展開が早すぎる。

　お腹なかいっぱいで元気いっぱいてか。

「優先事項！」

〔極楽鳥の羽根は、目標数を収集しています〕

「次！」

〔優先保護対象は、朝倉嬢です〕

　同時にブレイブウォールを解除。

　黒い盾が大福に戻る。

　おれたちの姿が、極楽鳥の目に留まった。

「朝倉、これを持ってろ」

「ライフル銃の弾倉？」

「千々石に使わせている特殊効果付きだ。おれが囮おとりになるから、コンダクターでそれを極楽鳥に撃ち出せ」

「でも、きみのアバターが……」

　極楽鳥の両翼が、極彩色に輝いた。

「いいから、言われたとおりに！」

　前方へと走った。

　極楽鳥が、狙いをおれに定める。

「大福。排気ダストは!?」

〔《ダブルフェイス》稼働率三四％。使用可能です〕

「いいぞ。アレを出せ！」

〔試作段階ですが……〕

「なおさらだ。これ以上の実験台はないぞ！」

　黒い大福が分裂した。

　その双方が、おれの両手を包み込むように噛みつく。

〔試作型決戦武装《バンデッドグラブ》起動します〕

　巨大な籠こ手てへと変化した。

「軌道予測！」

〔完了しています。いつでもどうぞ〕

　無数の羽根が、おれに襲いかかる。

　最も早く命中する一枚。

　その軌道上にバンデッドグラブを置いた。

　そして通過する刹那──。




　その羽根を掴み取り、極楽鳥へ投げ返した。




　極楽鳥の首筋を切り裂く。

　その衝撃で、籠手に大きな亀裂が走った。

〔伝達系破損。耐久度八九％低下。《バンデッドグラブ》を解除します〕

　もとの白い大福に戻る。

「やはりＳＳ級モンスターの魔素エーテルは支配しきれないか」

〔次の手を算出しますか？〕

「いや、ここまでだ」

　倒すことが目的ではない。

　おれの反撃で、極楽鳥に隙ができた。

「《Prestissimoプレステイツシモ》!!」

　朝倉がタクトを振るう。

　弾倉を刺したナイフが極楽鳥を襲った。

　それを片翼で払はらい除のけたとき──ドカンッと爆発した。

「朴ノ木原くん、ダメージが入ってないよ！」

「いや、これでいい！」

　そして高濃度の煙幕が発生した。

　極楽鳥の視界を封じる。

「これは特製の爆煙弾だ。風などの環境に影響されることなく、指定した場所に視界ノイズを発生させ……」

〔博士ドクター。いまは撤退に集中することを推奨します〕

　わかってるよ！

　いまそうしようとしたんだからお母ちゃんは黙ってて！
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　山脈を越えていく。

　十分に距離を置いてから、ほっと息をついた。

　ここまでくれば、追撃はないだろう。

「死ぬかと思った……」

「さっきの武器は驚いたよ。きみ、なにをしたの？」

　本当は見せるつもりはなかった。

　でも、そうは言ってられないのも事実だった。

「あの盾は、第四層に生息するタイタン種の素材だ。その中に、体たい躯くを膨張させるやつがいる。その特性を利用した」

「じゃあ、あの籠手は？」

「籠手は『敵の武器を奪う』ことに特化した武装だ。第二層に、小さな蟻ありのモンスターがいる。そいつは大きなモンスターのコアに自身の魔素エーテルを注入することで、その行動を操ることができる。あの籠手から極楽鳥の魔素エーテルを上書きし、羽根をおれの支配下に置いた」

　まだ試作段階だが、うまくいった。

　アレが失敗していれば、おれのアバターは再構築不能になっていたかもしれない。

「あの一撃でボロボロになったけどな」

　あそこまで破損したら、修理より一から作り直したほうがいい。

　まあ、いいデータが取れたから満足したけど。

「信じられない」

　朝倉が言った。

「モンスターの特性を再現するって、そんなことが可能なの？」

「実際に見たろ？」

「本来、武器はあくまで補助的な役割のはずだよ。ハンターは自身の固有スキルをメインに据え、それを最大限に活用するために武器を備える」

「そうだな。その解釈で間違っていない」

　朝倉のコンダクターを生かすために、極楽鳥の羽根で武器を製作する。

　吉よし田だくんの肥大化スキルを生かすために、高速連射が可能な銃を製作した。

　そして先日の依頼でも《ホッパー》を生かすために、リール付きのクロウを製作した。

　たとえ【黒のブラツク商人マーチヤント】が最高の武器職人でも、やれることは他と同じだ。

　耐久性や攻撃力を上げたり、特殊なギミックを追加するだけ。

「きみの披露したものは、これまでの武器の概念とはまるで違う。まるで『無尽蔵の固有スキルを備えた唯一の武器』だ」

「……悪いが、そんな立派なものじゃないんだ」

　これは、ただの偽物だ。

　どんなに褒ほめ称たたえられたって、その正体を知ればみんな去っていく。

　そうやって、おれは中学時代を真っ黒にした。

「素材は確保したし、さっさと帰るぞ」

　まだ安心はできない。

　クエスト達成後、帰りに遭遇したモンスターに倒されるというのもよく聞く話だ。

「それより、あの巣の近くで起こった魔素エーテル反応はなんだ？」

　あれがなければ、戦闘になることもなかった。

　この第七層のモンスターは特に縄張り意識が強いし、モンスター同士の小競り合いではなさそうだが……。

「わたしだよ」

　周囲を見回した。

　おれと朝倉、そして大福しかいない。

　それにもかかわらず朝倉たちは返事をしていない。

　風が吹いた。

　冷たい雰囲気が、おれたちの間に漂っていた。

「いまの声は、聞き覚えがあるな」

「わたしもそんな気がするよ」

　誰もいない空間が歪んだ。

　瞬まばたきのあと、そこに油須原が立っていた。

「よっ」

　軽快な挨拶。

　にやにやと嫌らしい笑みを浮かべていた。

「いやー、マジで騙だまされた。まさか、こんなやばいこと企たくらんでるとはなー」

「……どうやって気づいた？」

「なんか怪しかったからさー。ローテで転移棟を見張ってた。気づかなかった？」

「マジかよ……」

　人数がいたとしても、とんでもない労力だ。

　吉田くんもコキ使われたんだろうな。マジで可哀かわい想そう。

「まさか『Ｆ』が第七層……しかも極楽鳥の羽根を狙うなんて思わなかった。しかもマジで獲とってきちゃうんだもんなー。ほんと、どこが『武器製作をかじってる』だよ」

　スカートのポケットに手を入れる。

　そこから、六角形の鉄箱を取り出した。

「大福。あれは……」

〔特徴が一致しました。生徒間の攻撃を可能にするアイテムです〕

　アバターの首筋に、それをはめ込む。

　ガチャリ、と装着音が響いた。

　油須原の瞳が、アメシストのような冷たい紫色に染まる。

「悪いけど、ここで死んでもらうから」

　右手が強烈な魔素エーテルを放った。

　それは空中で正方形のキューブをかたどる。

「……なんだ、あれ？」

　そのキューブが、十六等分に分割した。

　そして分割した魔素エーテルが、それぞれ光球に変化する。

「光に焦がされるのは、虫にはお似合いな死に方だな」




　──光球が、弾はじけた。




　放たれた十六の光の矢。

　それぞれが異なる弾道を描き、すべてがおれのアバターを狙う。

　魔素エーテルを光熱に変換し、敵を撃ち抜くスキル。

　完全に油断した。

　まさか武器どころか、予備動作もなしにこれほどのスキルを放つなど思わない。

　いや、油断しなくとも初見じゃ無理ゲーだろ。

　アバターの反応も間に合わない。

　間に合ったところで、これを防ぐための手段がない。

　極楽鳥のときに排気ダストは使い切った。

　結論。

　対処は不可能。

　アバターが再構築不能になる。

　それはすなわち、ハンターとしての『実績の消滅』だ。

　獲得したＰ。

　収集したアイテム。

　大福の中に搭載した武装の数々。

　そのすべてが消滅する。

　どうして、こうなった。

　朝倉に肩入れしたことが原因か。

　やっぱり他人と関わるのは、おれの『正しい青春』では……おかしい。

　なんでおれのアバターが後ろに突き飛ばされているんだ？

　なんで朝倉のアバターが突き飛ばしているんだ？

　光の矢が迫る。

　その軌道線上には、朝倉のアバターがある。

　それは想定通りの軌道を描き、想定通りの結末を運んだ。

　朝倉のアバターが、十六の矢に貫かれる。

　そして終わった。

　おれたちの『多数の悪意』への反逆は、ここで終わったのだ。
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「……というヒロイックな演出で締めるのはどうだろうか」

　千々石が微妙な顔で首を振った。

　いつも騒がしいくせに、こういうときはノリの悪いやつだ。

「おまえが朝から暗い顔してるから、楽しませようと思ったんだが？」

「それで楽しめるの恭きよう太た郎ろうだけだから」

　土日を挟んで、月曜日の通学路だ。

　朝倉はいない。

「朝倉さんのアバター、修理しなくていいの？」

「アバターコアが半壊してる。かろうじて形状を保っているが、あれじゃ戦闘の衝撃でぶっ壊れるだけだ」

　身体からだ中じゆうが穴だらけで、手足が落ちている状態だ。

　戦闘どころか、歩くこともできない。

「新しいアバターを作って、累積データを移すしかないだろ」

「じゃあ、やってあげればいいのに」

「簡単に言うなよ。おれの専門は武器の製作であって、アバターの補修・改造じゃない。必要な技術も微妙に違うし、あっちの技術者に比べて精度も劣る」

　なによりアバターを一から製作するには、とかく時間がかかる。

　まずアバターの完璧な設計図を作成するのに一週間。

　魔素エーテルでアバター体を構築するのに早くて五日。

　内部の基幹系の構築が早くて五日。

　アバター体と精神を馴な染じませるために三日はかかる。

　さらに固有スキルの波長を安定させたり、その他の諸もろ々もろの手順を踏まえても……。

「おれでも三週間はかかる」

「ふうん？　一応、時間は計算してみたんだ？」

「……まあな」

　こういう揚げ足取りだけ、やけに鋭い。

　これだからおっぱいの大きい女子は嫌いだ。

「油須原が余計なことをしなければ……」

　学生証のモニターに、例のデータを表示する。





　油須原杏きよう香か（２）　トータルリーグ61位／セカンドリーグ所属７位


所属ランク　：　Ａ

所属クラン　：　Ｕ‐Ｌｉｋｅ（４／５）

固有スキル　：　テア・レイ

メイン武器　：　なし

補　　　足　：　セカンドリーグ[image: なんばー]３攻撃手アタツカー（昨年度最終成績）








　つまり攻撃力だけで言えば、二年で三本指に入る実力者。

　まさか、油須原がこんなに強いとは思わなかった。

「あ、そうだ！」

　ふっふーん、と千々石が得意げに胸を張った。

　おっぱいがぽよんと跳ねる。

「《ダブルフェイス》使えばいいじゃん」

「意味がわからん」

「ほら、『アレ』だよ。前に恭太郎が試してたやつ！」

　……ああ、『アレ』ね。

　確かに実験は成功してるが。

「却下だ。アレの本格的な運用にはリスクがある。しかも、アレでも間に合うかギリギリだ。どちらにせよ、賭けには変わりない」

　持続時間や、機能の安定性も不明。

　そんなものを、ぶっつけ本番にするわけにはいかない。

「そもそもアレは、朝倉の流儀に反する」

「そうなの？」

「朝倉は『個人が多数派の悪意に負けないこと』を証明するために、このリーグを正面から制覇するんだ。それなのに、おれの卑怯な技術を使っては本末転倒だろ」

　それでは油須原たちと同類だ。

　たとえリーグを制覇できても、そのとき胸を張って『多数の悪意に打ち勝った』と言えるのか。

「恭太郎は卑怯なんかじゃ……もがっ！」

　はい黙って。

　通学路で大声を出すのはやめてください。

「恭太郎は責任感じないの？」

「それはない」

「即答だ!?」

　当たり前だ。

　朝倉からの依頼は『最適な武器を作ること』。

　妨害からの護衛は勘定に入っていない。

「それに客観的に考えて、あれは朝倉が悪い」

　あのとき油須原は、明らかにおれを狙っていた。

　囮おとりにして逃げることもできたはずだ。

　朝倉のアバターが破壊されては、そもそも本末転倒だ。

「助けてくれたのに、その言いようだもんなあ」

「それが必要ないと言ってるんだ」

　そもそも、なぜ助ける？

　おれは成績には固執していない。

　なにを犠牲にしても達成したい目標を野望というはずだ。

　あいつの『ぼっちの楽園』も、たかが知れてる。

「……恭太郎、機嫌悪いね」

「そうか？」

「だって、いつもは人のこと悪く言わないもん」

　そうだった。

　おれは『中立』だ。

　誰がなにをしようが、関係はない。

　おれの平穏さえ乱されなければ、なんだっていい。

　たとえ朝倉が野望を成し遂げられなくとも、おれにはどうでもいいはずだ。
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　ＨＲで、担任が名簿に記入しながら言う。

「朝倉は休みか？」

「先生。朝倉さん、研究棟の前で見ましたよー」

「まったく。『Ａ』と違って、授業にでないとＰにペナルティがつくんだが……」

　目が合ってしまった。

「朴ノ木原。おまえ、あとで忠告しといてやれ」

「おれですか？」

「仲いいんだろ？」

　おれの平穏への爪痕が深すぎる。

　これを元に戻すために、どれだけの時間がかかるのだろうか。

　一般科目が終わったあと、研究棟へ向かった。

　こんなことなら、連絡先を交換しておけばよかった。

　千々石のアクティブな部分が、この一瞬だけ羨ましい。

「このラボか」

　使用者に『２Ｆ・朝倉』と表示されている。

　ドアをノックした。

「朴ノ木原くんだぞー」

　ドアが開いた。

　すでに開拓地フロントラインの研究所と同期してある。

　そして朝倉はといえば、自分の腰にメジャーを巻いて難しい顔をしていた。

「なにしてんだ？」

「どうにかアバターの復元をしようと思ってね。まず採寸をしてるんだけど、素体との連結がうまくいかなくて……」

　アバターは本人の体形と近いほど動きがスムーズだ。

　設計図の作成に一週間もかかるのは、その微妙な差異をすり合わせるため。

　ホワイトボードに、これまでの計測結果が記されている。

　その『Ｂ75』が『×』で消され、『Ｂ80』と書き直されていた。

「バストを盛るなら、もうちょっと控えめがいいと思うぞ」

「っ!?」

　ばたばたと消してしまった。

　わざとらしく咳せきをする。

「ん、んっ。いまのは誤差を表記してたんだよ」

　誤差で２カップも変わってたまるか。

　どうりで、アバター体だと膨れてる気がしてたんだ。

「ところで、どうしたの？」

「『Ｆ』は授業にでないとＰレースで不利になると先生が伝えろってさ」

「あ、なるほど。肝に銘じておくよ」

「あとアバターの採寸は服を脱いだほうがいい。そのくらいは誤差の範囲だと思うかもしれないが、上位になるほど一瞬のズレが響いてくるはずだ」

「わかった。アドバイス、ありがとう」

　衣服の邪魔がない首回りや、腕回りなどを細かく採寸していく。

　そのまなざしは真剣そのものだった。

　先週の妨害など、こいつにとっては日常茶飯事ということか。

「一ヶ月後の中間試験には間に合うといいな」

「これは週末の試験のためだよ」

「まさか、これで参加するつもりか？」

　朝倉のアバターが、壁面にかけてある。

　身体中が穴だらけになり右腕が落っこちていた。

「こんなので参加したら、今度こそアバターが再構築不能になるぞ」

「でも一回の試験をパスしたら、絶対にあとが辛つらくなるからね。上位とは言わずとも、せめて『Ｃ』くらいのＰは獲とっておきたいし……」

　理屈はわかる。

　でもアバターが壊れてしまったら、それ以上のロスに繋つながる可能性もあるのだ。

「なんで、おれを責めない？」

「きみへの依頼は『最適な武器を作ること』だよ。素材は手に入ったし、その結果には満足しているけど」

「でも、あの事態は予測してしかるべきだろ」

　油須原の目に気づかなかった。

　軽率だったのは否めない。

「わたしの始めたことだよ。きみが被害を受けるのは違うでしょ？」

「いまさらだな。すでにおれの平穏は滅め茶ちや苦く茶ちやだ」

「それについては申し訳なく思ってるよ。いまは思いつかないけど、いつか必ず埋め合わせはするから」

「そういう話はしてない」

「どういう話なの？」

「おれの責任の話だろ。おれは前日、油須原の前でおまえの武器を作ってることを言ったんだぞ」

「どちらにせよ、わたしが開拓地フロントラインに潜れば妨害は受けたと思うけど……」

　朝倉が眉根を寄せる。

「きみ、もしかして怒ってるの？」

「怒ってない」

「どう見ても怒ってるじゃない」

「だから怒ってないって言ってるだろ」

「じゃあ千々石さんに聞いてみるよ」

「やめ、ちょっと、やめろ！」

　カチャンッ！

　手を伸ばした拍子に、スマホが床に落ちた。

　表面に蜘く蛛もの巣のようなヒビが走る。

「す、すまん。そんなつもりは……」

「大丈夫。フィルムだけだよ」

　ぺりぺりと硝子がらすフィルムを剥はがした。

「やっぱり怒ってる」

「そうだよ。悪いか！」

「わ、開き直った」

　そうです開き直りました。

　めっちゃ恥ずかしい。

「そうだ。おれは自分に怒ってる。おれのミスのせいで、おまえの野望が遠ざかるかもしれない。いっそ、おまえが責めてくれたほうが気が楽なんだよ」

「きみ、マゾなの？」

「そういうんじゃない。ずっと首のあたりがムズムズして気持ち悪いんだよ。週末は、おまえのアバターを修復する方法をずっと考えてた」

　おれは、ただの小心者だ。

　そういうもやもやしたのが嫌だから『完全中立主義』を掲げてるにすぎないのだ。

「でも、きみの『正しい青春』は他人と関わらないことなんでしょ？　その流儀を曲げてまで、わたしに付き合う理由はないと思うけど……」

「理由はある。認めたくないけど、おれは、おまえが好きなんだよ」

　朝倉は無表情だった。

　……あ、いや嘘うそ。

　一拍遅れて、白い肌が耳まで紅潮した。

　言葉を間違えた気がする。

「き、きみの気持ちは嬉うれしいけど、本当にそういう関係を視野に入れるのはまだ早いと思うんだよ」

「違う。違う。違うんだ。ちょっと待て。誤解が……」

「あ、そうか。でも、その好意は少なからずわたしの行動が発端なのだろうし、ここは責任を取るべきなのかな……」

「だから違うって言ってるだろ!?」

　聞いて。

　ちょっと話を聞いて。

　油須原の気持ち、いまよくわかるよ。

　からかったお詫わびに、今度、珍しい素材を送っとこう。

「おれは、おまえの戦い方が好きなんだよ」

「……戦い方？」

　なんと言うべきか。

　いや、言葉はわかっている。

　ただし、それを誤解なく伝えるのが難しい。

　いつもは減らず口ばかり回るくせに、肝心なときはいつもこうだ。

「おれは、いや、おれもだ。中学のときにミスってる」

「それは聞いていいことなの？」

「それは……」

　あまり言いたくはない。

　この事情を知っているのは、千々石を含めて極少数だ。

　しかも、どうしても知られたくない理由がある。

「どうしても知りたいのなら。おまえのも聞いちゃったし……」

　無言で促してきた。

　わかった。

　腹をくくる。

　どうせ、この話題を出した時点で決まっていた。




　　　　†




　パネルを操作した。

　先ほどまでの研究所の風景から、トレーニングルームの草原に変化する。

「話をする前に、やることがある」

「なにを始めるの？」

「おれの固有スキル《ダブルフェイス》を、おまえにも疑似体験してもらう」

「……他人のスキルを、疑似体験する？」

　配置したのは二種類。

　小型モンスターと、それを倒すための片手剣だ。

　おれのアバターを操作して、モンスターを討ち取った。

　あまりに単純な作業に、朝倉は不思議そうだ。

「それが固有スキル？」

「ここからだ」

　大福の表面が、真っ黒に変化した。

〔固有スキル《ダブルフェイス》の視界を、朝倉嬢の視界に共有します〕

　それだけのことだ。

　朝倉は呆ぼう然ぜんと、周囲を見回した。

「この光景はなに？」

　異変は確かに起きていた。

　おれと朝倉の見る風景。




　すべての色が反転していたのだ。




　オセロの駒が裏返るように。

　白いビショップが、黒のビショップに喰くわれるように。

「これが《ダブルフェイス》で覗のぞける裏の世界だ」

「色合いが変わるだけ？」

「そうだな。でも、ひとつだけそれとは違う現象が起きているはずだ」

　目を凝らす。

　それを発見するのに、時間はかからなかった。

「討伐したモンスターが、光の粒子になって滞留しているね。魔素エーテルとは違うような気がするけど……」

「あれは魔素エーテルが消失する際に発生する『排気ダスト』というエネルギーだ」

「排気ダスト？」

「そして排気ダストを視みるのが《ダブルフェイス》だ」

「……どういうこと？」




【ダブルフェイス】

　それは魔素エーテルが消失する際に発せられる『排気ダスト』が視えるだけのスキル。

　この排気ダストは、魔素エーテルよりも強い熱量を秘めている。

　それはある素材に引き寄せられる特性を持っており、その素材で製作したのが大福にインストールされた排気で稼働する武装兵器だ。




「つまり要点を述べると、きみは『排気ダストによってモンスター素材の性質を引き出し、まるで無限の固有スキルを操っているように見せていた』ということ？」

「まあ、その解釈で間違っていない」

「にわかには信じられないけど」

　それは当然だ。

　現在、このスキルを発現したハンターは他にいない。

　おれが視えるという以外に、排気ダストを証明する手段はない。

「でも、実際にそれで極楽鳥を退けているわけだし……」

「スキルは理解したな。じゃあ、ここからが本題だ」

　黒い大福を換装する。

　おれの右腕に噛かみつかせて、内蔵された武装をインストールする。

　フレイムバレット。

　それは炎の太刀と化した。

　側面のタービンが回転し、刀身に火炎を纏まとわせる。

「おれは中学時代から、決戦武装で他のハンターの固有スキルをパクっていた」

　朝倉が目をぱちくりさせる。

「つまり再現していたのは、モンスターの特性じゃなくて……」

「そうだ。モンスターの素材は手段であり、本質は他のハンターの『固有スキルを再現する』ことだ」

　他人の固有スキルの再現。

　設計図を仕立て、素材で似せ、改良し、そして超える。

「おれは盗人なんだよ。一からスキルを作るより、他人の固有スキルを真ま似ねたほうが効率いいからな。《ブレイブウォール》は、吉田くんの肥大化スキルを再現した。《バンデッドグラブ》は……おまえのコンダクターの構造を利用した」

　この学園で最高峰の武器を製作する【黒のブラツク商人マーチヤント】。

　高度な武器を手に入れて、人はそれを褒ほめ称たたえる。

　でも、真実はそんなに立派な存在ではない。

　他人のデータを合法的に盗むため。

　すべては自身の能力にするため。

　そのために、おれは他人に武器を製作しているのだ。

「小学校のころから、おれは人生が下手くそだった。友だちの一人も作れずに、ずっと教室の隅で少年ジャンプ読んでるようなやつだった。でも中学に上がるときに、開拓地フロントラインへの適性が認められた。マジで嬉しかったよ。ハンターは強くありさえすれば、友だちができるからな」

　でも、誤算があった。

　おれのスキルは『大外れ』だった。

　ただ特殊なエネルギーが視えるだけ。

　それを操作することも、利用することもできない。

　人生の才能ガチャは、ソシャゲと違ってリセマラが利かない。

　配られたカードで戦うなんて、ポケットにジョーカーを隠してるやつの言葉だ。

「唯一、どうにか形になったのが決戦武装だ。そのおかげで友だちができたよ。すげえ楽しかった。だって話しかけたら返事があるんだぜ？　そんな当たり前のことに一喜一憂するのが『正しい青春』だと思ってたよ」

　そいつらの期待に応えようと、さらに固有スキルを再現した。

　それが間違いだった。

　おれが友だちでいられたのはおれが弱いうちだけだった。

「中学のとき、選抜試験があった。でかいスポンサーがついて、世界的なスターへの足がかりになる。おれの友だちが、どうしても選ばれたかったらしい。でも、おれってコミュ障だからどうすればいいかわからなかった。少年ジャンプの真似するのが『正しい青春』だと勘違いしてたんだ」

　全力でぶつかって、互いの健闘を讃たたえ合う。

　それがおれにとっての『正しい青春』の見本だった。

「おれは勝っちゃった。このフレイムバレットで、そいつのアバターを谷底に落としたよ。そして終わったあと、どうしたと思う？　そいつの控え室に行って笑顔で握手を求めたんだぜ？」

　マジで黒歴史。

　そいつはブチキレて殴りかかってくるし。

　他のメンバーからも空気読めないやつだって罵られた。

　おれ一人だけ、意味がわからずにぽかーんとしてる。

　どうやら、そいつに華を持たせるのが『正しかった』らしい。

　そんな青春があるなんて、少年ジャンプは教えてくれなかった。

　あのとき少年マガジンも愛読していれば、あるいはそんな心の機微も察していたのかもしれない。

「そんなやばい過去のせいで……おい、朝倉。笑ってるんじゃないよ」

「ご、ごめん。ちょっと止まらなくて……フフッ」

　めっちゃ肩が震えている。

　おまえがそんなウケてるところ初めて見たよ。

「もしかして、それを言いたくない理由って……」

「そうだよ。そんな笑い話にしかならないような普通のことを、いつまでも引きずってるのが恥ずかしいんだ」

　ただ友人と喧けん嘩かして嫌われた。

　それだけだ。

　朝倉に偉そうに説教したくせに、本人はこんなしょうもないことにうじうじうじうじしていたのだ。

「きみの気持ち、わかるよ」

「そりゃどうも。でも、おれは励ましがほしいんじゃ……」

「『ほんとに好きだった』んだよね？」

「…………」

　ため息が出ちゃった。

　そうだよ。

　おれは、あいつらとの青春が好きだった。

　だからこそ、それが『おれの正しい青春』ではなかったことに傷ついたのだ。

　たった一度の失敗で、と嘲笑するだろうか。

　でも本気だったんだ。

　あいつらと一生、友だちでいるつもりだった。

　別れは必ず訪れる？

　桜は散るのが美しい？

　そんな過酷なものが『正しい青春』なのか？

　そんな友だち信仰を崇拝できるほど、おれの心は強くないんだよ。

「おれのほうが卑ひ怯きよう者なんだよ。自分のミスを謝れもせずに、変な理屈を並べて正当化するだけ。相手がどうにかするのを待って、結局そのままダメにする。あのころも、いまも変わらない」

　だからこそ、朝倉が羨ましいのだ。

　過去を超えようとする強さが眩まぶしいのだ。

　他のやつには理解されないかもしれない。

　この学園では『少数派』かもしれない。

　それでも、おれには手を貸す理由として『正しい』のだ。

「おれに、アバターの修理を任せてほしい」

「それは願ってもないけど……」

　朝倉が困惑している。

　当然だ。

　そもそも、それが難しいからこんな状況になっている。

「ひとつだけ試験に間に合うプランを思いついた。おまえにとっては、あまり気分のいいものじゃないかもしれないが……」

　大福のモニターで、ある設計案を表示する。

　朝倉の目が釘くぎ付づけになった。

「これって……」

　それは奇くしくも今朝、千々石が提案した『アレ』だった。




『試作型決戦武装とアバターの融合実験のご提案』




「おまえのアバターを、試験までに新規構築するのは不可能だ。これは『アバター』ではなく、『決戦武装』として『朝倉比ひ良ら里りを再現する』計画だ」

「つまり、きみの武器のひとつとして試験に挑むということ？」

「理解が早くて助かる」

「そんなことが可能なの？」

「構成魔素エーテルなどを簡略化することで、構築時間の短縮を行う。動作が鈍くなるが、標的の選定でカバーできる。コンダクターに関しては、先日の《バンデッドグラブ》の稼働実験で再現が可能だと証明されている」

「試験のルールとして問題は？」

「すでに学園の許可は取ってる。おれの武器とは言っても、あくまで操作するのはおまえだ。つまり魔素エーテルで戦うか排気ダストで戦うかの違いでしかない」

「……その場合の、製作時間は？」

　武装製作のほうは、おれの専門分野だ。

　素材の収集や基礎の構築も、この週末で済ませている。

　あとはディテールの調整だけとなれば……。

「今日から数えて四日だ。週末の試験には間に合う」

　なにより排気ダストを使用したスキルの威力。

　それは魔素エーテルとは比べものにならない。

「ただし、デメリットはでかいぞ。戦闘開始時、排気ダストは『０％』からスタートする。それが溜たまるまでに大物に遭遇したらアウト。ようやく溜まったとしても、一撃で成果を上げなければアウト」

　仮にＰを取り損ねたとして、また排気ダストを溜めなおす時間はない。

　一発勝負で、極楽鳥に匹敵する大型モンスターを討伐しなければならないのだ。

「なにより、これはおまえの『個人の能力』ではない。『おれの武器製作の能力』が結果に繋つながる。まあ、なにが言いたいかというと……」

　ここが問題だ。

　同じ『ぼっち』といえど、おれと朝倉の主張は違う。

　もし朝倉が『自分の能力で示した結果』にこだわるなら、この提案は意味のないものになる。

「おまえの『個人の能力の正しさ』を証明するための機会を、おれに任せてほしい」

　しばらく無言だった。

　その目が、じっとおれを見据える。

「……まだか？」

　返事が遅い。

「ううん。いや、答えは決まっているんだよ。でも、それを言語化するのが難しい。きみはすごいね。こういうとき、ぽんぽんぽんぽんとよくも舌が回ると思うよ」

　ぜんぜん褒められてる気がしない。

「あ、これだね」

　なにか閃ひらめいたらしい。

　そして、どや顔で言った。

「きみ、足し算はできる？」

「はい？」

　なにを言ってるんだ？

「できるけど」

「じゃあ、野球はできる？」

「体育レベルでは」

「それじゃあ、カレーを作ることは？」

「まあ、できるんじゃないのか？」

　あまり料理しようと思ったことはないけど。

　少なくとも、朝倉のお弁当よりはマシな自信はある。

「足し算を習った人が、テストでいい点を取った。野球を習った人が、すごい記録を残した。カレーを習った人が、とても美味おいしい店を出した」

　だから、なんだと言うのか。

　その意図が掴つかめない。

「これらを、きみは『恥ずべきこと』だと思う？」

「思わない。そいつの『努力の成果』……ああ、そういうことか」

　朝倉がうなずいた。

　なんとなく、言いたいことがわかってしまった。

「きみは『他人のスキルを再現する』と簡単に言うけど、そこに至るプロセスは誰かが与えてくれるものじゃない。どんな素材が最適か、どんな組み合わせが能力を引き出せるのか。その幾度にも繰り返される『トライアル・アンド・エラー』は、間違いなく本人の研けん鑽さんと言える。よって、きみの提案への回答は……」

　そして、はっきりと告げた。

「問題なんてひとつもないよ。『個人の能力の正しさ』を、今回の試験はわたしの代わりにきみに証明してほしい」

　ポキッと音がした。

　視線を向けると、朝倉のアバターの左脚が落っこちていた。

「……折れちゃった」

「どうせ新しいのを作るし、いいんじゃないか？」

　つい笑ってしまった。

　緊張感など、欠片かけらもない。

　契約書のサインはこれで完了。

　ここからは、ビジネスに取りかかろう。

　パネルを操作して、アバターを研究所に戻した。

　空中にモニターを照射し、いくつかの工程を示していく。

「おまえを決戦武装にするために、解決するべき工程は三つだ」





一．アバターの詳細な設計図の確保

二．最終構築および、スキルの安定性の向上

三．かっこいい名前






　まずアバターの詳細な設計図を……。

「これ、三つめは必要なの？」

「これが一番大事だろ」

「ええ。男の子ってよくわからないな」

　なんて冒ぼう涜とくだ。

　うっかり契約書を破いちゃいそう。

「気を取り直して、おまえの設計図を確保するぞ」

「アバターじゃなくて、武器にするんじゃないの？」

「おまえの精神を接続して稼働させる以上、形状は実物に近いほうがいい。その点はアバターと同じだな」

「でも、設計図の作成は一週間くらいかかるはずだけど」

「ここが、おれの技術の見せ所だ」

　大福にシステムを入力した。

「センサーを同期」

〔かしこまりました。お待ちください。……完了しました〕

　手のひらを掲げる。

　それでラボの片隅にある機材をゆっくりとなでる。

〔スキャンを投映します〕

　大福のカメラが、映像データを照射した。

　その機材が一いつ寸すんの狂いもなく、しかも素材データも反映されているのだ。

「『立体設計モデリング』。アバターの設計図の作成時間を、通常よりも九〇％以上短縮できる。しかも従来の方法より、より精密な計測が可能だ」

「……すごいね。これだけで特許も取れると思うけど」

「大きな欠点があるんだ。さっき『あまり気分のいいものじゃない』って言ったろ」

　欠点ねえ、と首をひねった。

　おれの手のひらに目をやって……。

「もしかして、きみの手で触れる必要があるってこと？」

　……そうだ。

　このスキャンは、大福と同期しているおれの手でしかできない。

「後出しになって悪かった。おまえは嫌だろうけど、これは重要なことなんだよ。さっき弾はじきだした『四日』という推定時間は、この技術の使用が大前提だ。もちろん、おまえには拒否する権利がある。嫌だというなら、従来の方法で進める。採寸は千々石とかに頼めば、それなりに早くできるかもしれないし……」

　シャッ、と窓のシャッターが閉まる音。

　室内が、一気に薄暗くなった。

「……え？」

　朝倉の上着とスカートがぱさっと床に落ちる。

　こちらに背を向けたまま、しゅるりとリボンを解ほどいた。

　ブラウスをはだけたところで、一瞬、動きが止まる。

　レースをあしらった黒い肩紐に指をかけながら、躊躇ためらいがちに振り返った。

「……もっと？」

「い、いや！　そのくらいで十分だ！」

　声が裏返っちゃった。

　めっちゃ格好悪い。

　おれだって別に慣れてるわけじゃないんだよ。

　落ち着け。

　これは仕事。仕事だ。

「まずは右肩から腕のフォルムを……」

「あっ」

　きゃあ。

　肩に触れた瞬間、朝倉が声を上げる。

　心臓が飛び出るかと思った。

「な、なに。痛かった……？」

　おれの手を握る。

　そしてにっこりと微笑ほほえんだ。
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「すごく汗かいてるようだから、ちゃんと手は洗ってね？」

「あ、すんません」

　除菌シート持ってるから大丈夫。

　男子として当然のエチケットですよね。








Ⅴ．おれたちは正しい青春が理解できない












　試験当日の朝。

　通学路で、相変わらず騒がしい声が飛んできた。

「きょーたろ！」

　声から位置を予測し、身体からだをひねって避よける。

　しかし、千ち々ぢ石わの姿が現れない。

「騙だまされたな！」

「うわっ」

　油断した一瞬で、背後から飛びつかれた。

　なんというテンポ攻撃。

「やっと捕まえた！」

「おい、千々石。人の首にぶら下がるな」

「わ。なんか恭きよう太た郎ろうの背中、すごく広くない？」

　アオハルかよ。

　やめてくれ。

「千々石、降りろ！」

「わっと!?」

　首に回った両腕をほどいた。

　千々石は着地すると、不機嫌そうに唇を尖とがらせる。

「本気で拒否ることないじゃん！」

「本気で嫌がってるんだよ！」

　あと、ぽよんぽよんのおっぱいを押しつけるな。

　最近ぼっち生活と真逆のイベントが多すぎて、もう刺激物は消化しきれないんだ。

「一年のときは、そんなにベタベタしてこなかったろ」

「だって、あのときは心配なかったし……」

「心配？」

「な、なんでもない！」

　なんか聞き返しても、ろくなことにならなそうだ。

　大人しくしてくれるなら、なんでもいい。

「てかさー。この何日か、ずっとサボってたでしょ？」

「朝あさ倉くらのアバター修理してたんだよ。おかげさまで、なんとか間に合った」

「うわ、それなら呼んでよ！　手伝ったのに！」

「おまえだって試験の準備がいるだろ。特に最近は、こっちの手伝いしてもらってたからな」

「それはそうだけど……」

　極楽鳥のときに参加していなかったことを悔やんでいるらしい。

　まったくお人ひと好よしなものだ。

「朝倉さんも休んでたね」

「ああ、ずっと手伝ってもらってたからな」

「その、なにもなかったよね？」

「なにが？」

「なにっていうか、なにかっていうか、間違いっていうか……」

　顔を真っ赤にして、もにょもにょ。

　言いたいことは察しがついた。

「まあ、概おおむね」

「なんか引っかかる言い方なんだけど」

「この何日かには、なにもなかった」

「その前には？　ねえ、その前にはあったってこと？」

「いや、そんな特別なことはない、けど……」

　じぃ～～～～。

　じぃぃぃいいいいいい。

「……朝倉の立体設計モデリングの作成を」

「それえっちなやつじゃん!?」

「しょうがないだろ。時短するためには、アレが必要だったんだ」

　あと、大声でえっちとか言うんじゃないよ。

　おまえだって美少女なんだから、他人の視線に気をつけなさい。

「でも朝倉さんは、今日の試験は参加できるんだよね？」

「まあ、万全とはいかないけどな」

「頑張ってね。今日は手伝えないけど、応援してるからね」

「はいはい。まあ、うまくやるよ」

　できるだけの準備はした。

　あとは、うまく事態に対処するだけだ。




　　　　†




　午前中に一般科目の試験がある。

　午後から探索科目の試験だ。

　昼休みに、ラボでアバターの最終調整を行った。

　朝倉の身体をスキャンし、魔素エーテルの波長を計測する。

「体調、精神、接続……数値は悪くないな。気分はどうだ？」

　神妙な顔で答えた。

「きみにえっちなことされるのと同じくらいの気分かな」

「ねえ、そのネタあと何回で許してくれる？」

　ここ数日、ずっと言ってるじゃん。

　お願いだから千々石の前ではやめてね。

「じゃあ、今日のプランをお復さ習らいするぞ」

　大福を取り出して、いくつかのデータを広げた。

「事前に話したとおり、今回は大物を狙う」

　映像データを起こした。

　密林の最南端。

　ぽっかりと出現した広大な沼地。

　巨大な老木に、骨張った中型のドラゴンが翼を休めていた。




　討伐難易度『Ⅹ‐ⅵエクス・シツクス』

　第三層・最強の飛龍『ワイバーン』




「ワイバーンの討伐Ｐは『一〇万』だ。おまえはクランを組んでいないから、討伐すればＰがすべて個人に加算される」

　クランを組んでいる場合は、討伐Ｐが人数分に分配され、そこから貢献度に応じてボーナスが加算される。

　表記すると『討伐Ｐ÷クラン人数＋貢献度＝個人の成績』という感じ。

　しかしソロ専は『討伐Ｐ＝個人の成績』となり、討伐Ｐが総取りになる。

　ソロ専である朝倉がトップランカーとして名を馳はせていたのは、そういう成績反映率のためだ。

「例年の同試験トップの記録は七万Ｐ弱だ。それを考慮すれば、始期試験で最高成績となるはずだ」

　たとえトップではなくとも『Ａ』昇格は確実。

　一年間のリーグを考えると、大きなアドバンテージを獲得できるだろう。

「きみのことだから、もっと安全策を取るかと思ったんだけど」

「普通ならそうだけどな。おまえの『ぼっちの楽園』が正しいという証明を見せつけるなら、このくらいはやってもらわないと困る」

　朝倉が口元を緩めた。

「やっぱり、きみも革命に向いていると思うけどな」

「もうちょっと顔面パラメータが高ければ、主人公もやぶさかじゃないけどな」

「確かに、それはそうだね。心ない発言を許してほしい」

　おい、ジョークにマジレスするな。

　学食のときのこと、実はまだ根に持ってるだろ？

「……さて、そろそろ時間だな」

　ラボを出て、転移棟へ向かった。

　長蛇の列ができている。

　入口で学生証を登録。

　それぞれ使用するカプセル番号が通知され、二階へと上がっていく。

　朝倉は離れたようだ……おっと。

「よう」

「どうも」

　まさかの油ゆ須す原ばるとお隣さんだった。

　転移カプセルに乗り込んで、お姉さんにデータを入力する。

「まさか、朝倉のアバター修理が間に合うとはね」

　油須原が話しかけてきた。

　取り巻きがいなくて暇なんだろうか。

「まあ、間に合わせだけど。ツギハギだらけで参っちゃうよ」

「ツギハギね。どうせ今回も嘘うそだろ？」

「どうだろうな」

「いまからでも、こっちにつけば許してやるけど？」

「それメリットある？」

「おまえをクランに入れてやるよ。いい生活したいだろ？」

「虫を仲間に誘いたいの？　まさか絶滅危惧種『ぼっち』の保護活動にご興味が？」

　助けて朝倉ちゃん。

　おまえのこと大好きなツンデレ女子から標本にされちゃうよ。

「申し出はありがたいけど、おれは上位に行きたいとか考えてないし」

「それなら、どうして朝倉の手伝いすんだよ？」

「まあ、頼まれたから仕方なく」

「…………」

　なんで睨にらむんだ？

　そんなに変なこと言ったか。

〔各自、転移カプセルのドアを閉めてください〕

　試験のアナウンスだ。

　会話を打ち切って、スタンバイする。

〔それでは、よい冒険を。朴ふうノの木き原ばるくん〕

　はーい。

　せいぜい死なないように頑張るよ。




　　　　†




　第三層、密林地帯。

「朝倉、慎重にやれよ」

「えいっ」

　なんか可愛かわいい声でた。

　ヴァイオレットリザードの首が、打刀で真っぷたつになった。

〔お見事です〕

「前回ミスってたおかげで、睡眠弾の調合がうまくいったな」

　眠ったリザードの群れを一網打尽。

　試験開始から二時間ほどなら、好調といっていいペースだ。

「身体からだの調子は？」

「アバターより鈍いけど、やれないことはないよ」

　そう言って、新しい武器を振ってみる。

「これ、いいね」

　フレイムバレットより、二回りほど小さい打刀。

　決戦武装には及ばないが、大福にストックされた中ではかなりレベルの高い武器だ。

「気に入ったなら、それもやるよ。おまえのスタイルでは、どうしても間合いの内側が手薄になる。近距離戦の訓練に使ってくれ」

「いいの？」

「今回の慰謝料代わりだ」

　あと手切れ金。

　平穏に試験を終わらせて、早くぼっちの学園生活に戻りたい。

「大福。排気ダストはどうだ？」

〔《ダブルフェイス》稼働率八二％です〕

「ドラゴン種をやる以上、一〇〇％まで溜ためたいけどな」

〔あまり時間をかけていると、前回の試験同様に妨害が入るのでは？〕

「おれとしては、その可能性は低いと思う」

　朝倉が意外そうに振り返った。

「どうして？」

「前回の試験と、今回の試験は状況が違うんだよ」

「状況？　……きみの存在？」

「前回は年度末、今回は年始めの試験だ」

「なにか違いがあるとは思えないけど……」

「前回は、リーグのＰレースはほぼ確定していた。そのため、ほとんどの生徒は進級後のランク調整に入ってたんだよ」

　油須原たちの一派は、リーグのトップ争いに執着するタイプではない。

　そのため、朝倉を妨害する余裕があったのだ。

「それに対して、今回は年度の最初の試験だ。今後のことも考慮して、できるだけＰを確保しておきたいと思うはず」

〔しかし油須原嬢の朝倉嬢への執着は、ことのほか強いように思えますが？〕

「油須原はそうでも、他のメンバーはどうだ？」

〔なるほど。今回はこの広い開拓地で朝倉嬢を捜索する包囲網が敷けないということですね〕

　油須原たちの強みは『人数の優位を生かした人海戦術』だ。

　転移先の入力は、カプセルの外からは見えない仕様になっている。

　おれたちがどこにいるのか、油須原にはわからないのだ。

「だからこそ試験の前に妨害して、おまえのアバターを破壊しようとした。あのタイミングなら、おれたちを発見できた。でも試験中は無理だ」

「なるほど。それは理屈に適かなっているね」

　ということで、おれたちは予定通りにやればいい。

　昨日までの検証データから、準備さえ整えばワイバーン討伐の可能性は十分にある。

「そろそろワイバーンの住すみ処かに向かうぞ」

〔かしこまりました。進行ルート途中で、残りの排気ダストを補充します〕

　おれを先頭に、密林を進んでいく。

　その間にも、数体のモンスターを討伐する。

　おれの《ダブルフェイス》も、稼働率は九〇％を超えていた。

　ここまで排気ダストを溜め込んだのも、ずいぶん久しぶりだ。

〔沼地まで、あと二〇メートル。ワイバーンは住処で眠っています〕

　実際に見ると、さらに広大な沼地だった。

　密林にぽっかりと開いた怪物の口のようでもある。

「天候は『晴れ』か。厄介だな」

〔上空を取れるワイバーンに有利な環境です。太陽光の影響を微修正します〕

　燦さん々さんと光の降り注ぐ沼地の中心。

　浮島の大木に、巨大な飛龍が身を預けていた。

「ワイバーンが眠っているうちに、サービスの一撃で優位を取る」

「じゃあ、ここから狙うよ」

　くるぶしの位置に搭載したタービンをＯＮにして、起動可能状態にする。

　あとは《ダブルフェイス》を起動すればいいのだが……。

〔博士ドクター。攻撃反応です〕

　大福と共有した視界に、真っ赤な危険信号が点滅する。

　とっさに横っ飛び。

　おれたちが転がったあと、八本の光の矢が降り注いだ。

「くそ、マジかよ」

　襲撃者は予想するまでもない。

　密林のほうから、油須原が現れる。

　そして勝ち誇ったような高笑いを上げた。

「ハ、ハーッハッハ！　やっぱ、ハッ、ここにいたか。ハッ。おまえらの、ハッ、考える、こと、なんざ、ゲフッ、お見通しだって……ゲホゲホッ！」

　……めっちゃ息切れしてる。

　格かつ好こよく登場したくせに、ぜんぜん決まってない。

「そんなに急いでどうしたの？」

「おまえらを探してたんだよバーカッ!!」

　この状況でよく馬鹿とか言えるな。

　どっちかというと、そっちのほうが馬鹿っぽいだろ。

「どうやって、ここを？」

「そんなの決まってんだろ」

　くそ、また油断してしまった。

　腐っても『Ａ』だと再確認したばかりだったのに。

　いったい、どんな裏技を……。

「走って探したんだよ!!」

　……んん～～？

「朝倉。いま、ものすごく頭の悪い言葉が聞こえなかった？」

「わたしも確認しようと思ったんだけど、やっぱり聞き間違いじゃないね」

　大福もぺかぺか点滅した。

「走って探した……開拓地フロントラインを？」

「そうだけど？」

「そうだけどって……マジで三時間も？」

「当たり前だろ。おまえ、頭おかしいんじゃねえの？」

　おまえだよ。

　おれのさっきの頭よさそうな解説が台無しじゃん。

「つっても、一応の目星はつけてたけどな。極楽鳥の羽根を狙うようなやつだ。それ以上のＳＳ級モンスターを狙うのは予想できるだろ」

「だから、片っ端から走って調べたと？」

　やばい。

　言ってることが理解できるのに理解できない。

「大福。おれ、こいつ苦手だ」

〔博士ドクターは子どものころから、理屈の通じない相手に痛い目を見てきましたからね〕

　ストップ。

　いきなり人のトラウマほじくるの禁止。

「極楽鳥レベルのＳＳ級は、各層にも一体か二体だ。そんなに難しいことじゃねえだろ」

「いや、クランのほうは？」

「Ｐはメンバーに任せた。まあ、朝倉みてえにリーグ制覇なんて興味ねえからな。そこそこ獲とれりゃあいいんだよ」

　唖あ然ぜん。

　こいつは朝倉が絡むと、ちょっと周りが見えなくなるようだ。

「まさか、ここまでするなんて……」

　朝倉がぎりっと歯を食いしばる。

　すごくシリアスな表情だ。

「そこまでして、わたしの『ぼっちの楽園』を阻止したいの？」

　いやあ、それはどうかなあ。

　あ、巡り巡ると、そういう出発点なのか？

　朝倉と仲よくなるためには『ぼっちの楽園』が邪魔なのであって、そのためには朝倉を妨害しないといけなくて、でも妨害すると朝倉とは仲よくなれなくて……もういいや面倒くせえ。勝手にやってくれ。

「そ、そうだよ！　てめえのやり方は、この学園の弱者を踏みにじるやり方だ。わたしが天てん誅ちゆうを下してやる！」

　素直に好意を認めることができない油須原が、朝倉の勘違いに乗っかった。

　それに対して朝倉は……。

「きみは最低だよ！」

　グサッ！

　朝倉の言葉が、油須原の胸に刺さった。

「あ、いや、その……」

「こんなやり方しかできないなんて、自分が恥ずかしくないの？　わたしの主張が気に入らなければ、正面から堂々と証明すればいい。きみのような卑劣な人間を倒すために、わたしは『ぼっちの楽園』を目指すんだ。絶対に、きみを許さない！」

　グサッ、グサッ！

　まずい。

　戦闘の前に、油須原の心が死にかけている。

「あ、朝倉。それより戦闘態勢だ！」

　油須原が泣きそうな顔でこっちを見る。

　わかってる、わかってるぜ。

　この前のお詫わびだ。

　おまえの純情は、おれが守ってやるよ。

「朝倉。おまえは戦うなよ」

「温存ってこと？」

「当たり前だ。これまでの排気ダストは、おまえを『Ａ』に上げるために溜ためたものだ」

　油須原には悪いが、この試験を妨害させるわけにはいかない。

　……あのまま放っておいたほうが楽に済んだ気がしないこともないけど。

「邪魔するなら、まずはくそ虫から片付けてやる」

　油須原が手を掲げた。

　魔素エーテルのキューブが発生し、十六等分に分裂する。

「大福。いいな」

〔かしこまりました。事前のスキルの性質予測に沿ってナビゲートします〕

　光が瞬いた。

　同時に、複数の軌道を持つ光の矢が地面を這はう。

〔爆煙弾を排出します〕

　大福が鉄箱を排出した。

　それを光の矢の軌道上に投げる。

　貫通。

　爆発が起こった。

　周囲に濃い煙幕が立ちこめる。

　その中で光の矢が消滅した。

「やばっ！」

　ビンゴだ。

「朝倉。挟め！」

　おれが正面から斬り込む。

　そして朝倉が、背後から飛びかかる。

　完璧なタイミングに、さすがの油須原も対応が遅れる。

「くそ虫の分際でッ！」

　大福から鋼鉄の籠こ手てが排出。

　それを油須原の両腕に装着させた。

「こ、これは……ぐあっ!?」

　ズンッと、両腕が地面に縫い付けられた。

　煙幕が消えたときには、その重みに耐えられずに油須原が膝をついている。

「なんだよ、これ!?」

　いくら力をこめても、びくともしない。

　特殊なスキルはない。

　ただひたすら重い籠手だ。

「おまえの《テア・レイ》は、両手から射出した魔素エーテルを光に変換して撃ち出すスキルだ。同時に、その攻撃も『光と同様の性質』を持つ」

　つまり濃い煙幕で光を遮れば、その攻撃も通らない。

　そして両腕を分厚い籠手で封じてしまえば、追撃も封じることができる。

「悪いな。そこで朝倉がワイバーンを討伐するところを見物してくれ」

　まあ、あくまで予測でしかなかった。

　うまく対策がハマったのは幸運だ。

「朝倉。周囲に手下がいないとは限らない。すぐに仕留めるぞ」

「そうだね。すぐに大福くんを……」

　その会話を止めたのは、油須原の笑い声だった。

「く、くはは……」

「なんだ？」

　にやっと口角を歪ゆがめる。

「ばあーか。だから、てめえは『Ｆ』なんだよ」

「……なに？」

　そのとき、大福が点滅した。

〔博士ドクター。攻撃反応が消えていません！〕




　上空から降り注いだ光の矢が、おれと朝倉のアバターを貫いた。




　足を撃ち抜かれた。

　バランスを崩し、その場に転がる。

「大福。どういうことだ？」

〔魔素エーテルの射出は感知できませんでした〕

　なら、どうやって？

　油須原の両手は封じているはずだ。

「ハッハ。おまえ、やっぱりただの『Ｆ』じゃねえよな。たった一度見せただけで、ここまでスキルを読んだやつは初めてだわ」

　くいっと、顎で上空を示した。

　おれは空を見上げて……っておい、嘘うそだろ。




　上空を、無数の光の矢が旋回していたのだ。




「光と同様の性質を持つ。それなら光の中に隠すこともできるよなあ？」

「まさか、最初の一撃のとき？」

「ああ、そうさ。正体不明の相手と戦うのに、奥の手を用意しないわけねえし」

　やられた。

　完全に上うわ手てをいかれた。

　千々石といい、こいつといい、『Ａ』は普段とのギャップが激しすぎだ。

「試験でのドラゴン種の討伐か。見られなくて残念だわ」

　さらに追撃が降り注ぐ。

　朝倉のアバターが、再び光の矢に貫かれた。

「朝倉！」

　返事がない。

　精神の接続が途切れたのか？

　油須原が、違和感に顔をしかめる。

「アバターコアの手応えがねえな。どういうことだ？」

　やばい。

　これ以上のダメージは致命的だ。

「大福。おまえが精神を再接続しろ！」

〔かしこまりました。《ダブルフェイス》起動します〕

　大福の表面が真っ黒く染まる。

　それを朝倉のアバターに向かってぶん投げた。

「なんだ!?」

　朝倉の背中に命中する。

　大福が換装を開始。

　蜘く蛛ものような八つの脚を展開すると、朝倉の背中に侵入する。

〔最新型決戦武装、起動準備を完了しました〕

　そして朝倉の身体からだが動き……。

　動きだし……。

　……動かない？

「あれ？」

　おい、大福さん？

　超有能サポートＡＩの大福さーん？

〔精神の再接続に、時間がかかっています。少々、お待ちください。少々、お待ちください。……お待ちの時間に『博士ドクターの中学時代の自作ポエム』をお聞きになりますか？〕

「マジで勘弁しろ!?」

　このタイミングで第二の黒歴史を暴くんじゃない。

　ほら、油須原がめっちゃ気の毒そうな顔してるじゃん。

「まあ思春期だし、いいんじゃねえの？」

「やめて。こんなときだけ優しくしないで！」

　ちょっとした気の迷いなんです……ってやばい。

　追撃がきた。くそったれ！

「だらっしゃ……ぐふっ!?」

　朝倉のアバターを突き飛ばして、おれの土手っ腹に風穴が空いた。

　さらに降り注ぐ光の矢に、最後の爆煙弾を投げつける。

　再び煙幕が、周囲を包み込んだ。

「この煙幕が消えたらアウトか」

　朝倉の再接続は……まだっぽい。

　朝倉を担いで逃げるのは……脚をやられてるし無理か。

　どうにか時間を稼ぐ方法はないか。

　聞かせるしかないのか……おれの自作ポエムフオーエバーソングを。

「なんで、おまえなわけ？」

　なぜか油須原から話しかけてきた。

「どういう意味だ？」

「なんで朝倉は、おまえとは組んでるの」

「別に組んじゃいない。試験の間に契約してるだけ」

「なんか特別っぽいし……」

「いや、武器作ったり教科書見せ合ったりしてるだけだろ」

「わたしだって教科書の見せ合いしたかった！」

　知るかよ。

　勝手にしてくれ。

「油須原は素直じゃないなー」

「……っ！」

　ぎゃあ。

　からかわれたからって脚を撃ち抜いちゃダメでしょ。

「アバターが死んだらどうすんだよ！」

「てめえが余計なこと言うからだろ！」

　そうですね。

　おれもそう思います。

「これまで朝倉は孤高だった！　それなのに、おまえが朝倉を変えやがった！」

「孤高とは……？」

　人の通学路に待ち伏せしたり、学食で千々石とキャンキャン喧けん嘩かするのが？

　おまえにもあのお弁当、見せてやりたい。

「つまり、おれに嫉妬してるのか？」

「………………………………………………………そうだよ悪わりぃか!!」

　ああ、うん。

　自分の気持ちに正直なのはいいことだと思う。

「こっちは『Ａ』に上がってから、ずっとクランに誘ってやってるのに。トップを取りたいなら、なおさら組んだほうがいいじゃん。意地張って、なんになるの？」

「それ泣くほど？」

「泣いてねえし！」

　お目々真っ赤じゃん。

　ピュアかよ。

「それじゃあダメなんだよ。たぶん言ってもわかんないと思うけど……」

「はあ!?　わたしのこと馬鹿だって言いたいわけ!?」

　残念ながら、それに関して齟そ齬ごはない。

「たとえばの話だけど、友だちとカラオケ行くよな？」

「それがどうしたの？」

「そのグループに、朝倉がいるとする」

「なにそれ最高じゃん！」

「うん、まあ…………うん？」

　とりあえず個人の感想はおいてね。

　こいつ、千々石とは別の意味で説明しづらい。

「場は盛り上がってる。電器店の店頭で流れるような流行のラブソングとかね。昨年の紅白でアイドルが踊ってたパーティソングとかね。そんなノリノリな空間だ」

　おれにとっては拷問。

　想像するだけで吐きそうだ。

「そのとき、隅っこで朝倉がめっちゃ退屈そうにしてるだろ？」

「まあ、想像つくけど」

「おまえ、どうしてやる？」

　思案顔になった。

　普段から物事を考えないせいか、なんかオランウータンみたいな顔だ。

「一緒に歌う……とか？」

「それが違うんだよ」

「じゃあ、なにが正解だっていうの？」

「そうだな。おれなら、もう一部屋とってくる」

「つまり、そっちで一緒に歌うってこと？」

「いや、朝倉だけ放り込む」

「なんで!?」

「そんで、おれは隣の部屋で昼寝してる」

「意味わかんねえんだけど!?」

「それじゃあ、一緒にカラオケ行く意味ないって？」

「当たり前だろ」

「そんなことないだろ。ドリンクバー行くとき声かけて『こんな映像あった』とか『前回より得点高かった』とか話すのも楽しくないか？」

　理解できないって顔してるな。

　わかってる。

　こういう感覚は、理解されづらい。

　だからこそ朝倉は、油須原を選ばないのだ。

「朝倉にはそれがいいんだよ。あいつに必要なのは『仲間』じゃない。いつもそこにいるとわかっている『隣人』だ」

　朝倉は孤独が好きなんじゃない。

　人と近すぎるのが怖いんだ。

　一度、それできつい経験をしているから。

「あいつが戦ってるのは、おまえたちじゃないんだ。おまえたちを通して、過去の自分の限界を超えようとしてる。たとえ『ぼっちの楽園』を達成しようと、親友ちゃんを守れなかった事実は残り続ける。でも、そうしないと先に進めない。目の前が真っ暗で、その先の風景を見ることができないんだよ」

　そして、それをライフワークと定めた。

　朝倉にとって『ぼっちの楽園』は、目的ではなく『手段』だ。

　自分の高校時代が『正しい青春』だと証明するために。

　自分が『この世界にいてもいい』という安心を手に入れるために。

　そんなねじ曲がった方法でしか。

　自分をアピールできないやつは存在するのだ。

「つまり同じカラオケでも、楽しみ方は人それぞれだと思うんだよな。みんなでわいわい歌うのが好きなやつもいる。一人で高得点目指すのが楽しいやつもいる。おれはフードを制覇するのが好きだぞ。まあ、それを中学時代に理解されたことはないけど」

　カラオケの食事って高いしね。

　中高生のお小遣いでは無理。

「それが多数派か少数派か。要はそれだけの問題だ。多数派が偉いなんてことはない。でも世の中は多数派に優しい。多数派が『正しい青春』だと洗脳する。それじゃあ、おれたちはどうなる？　少数派は自分の人生、否定されっぱなしだ」

　リアル同級生より、ネトゲの相棒を優先するのはおかしいか？

　ドラマとかバラエティを研究しないと、気になる異性と話してはいけないのか？

　大多数の『正しい青春』を守らなければ、おれたちは迫害されても文句を言っちゃいけないのか？

「それを理解してるから、おれは朝倉を手伝ってやれるんだよ。そうじゃなきゃ、いまごろ気が変になってる。あいつの行動、ときどきマジでぶっ飛んでるからな」

　まあ、そんな感じで。

　おれ史上、最高に格好よく締めたところでね。

「朝倉。いい加減、試験の時間なくなるぞ」

「……っ!?」

　油須原が振り返った。

　いつの間にか朝倉が立っている。

「てか、起きてたなら助けてくれよ」

「きみがキメ顔でいいこと言ってたから、つい聞き入ってしまったんだよ。『おれは朝倉を手伝ってやれるんだよ（キリッ）』のところなんてキュンとしちゃった」

　やめてくださいお願いします。

　新しい武器、取り上げちゃうぞ！

「さあ、勝ちに行こうか。わたしたち二人でね」

「はいはい。朝倉さまのご随意のままに」

　千々石も手伝ってくれた気がするけど、ここは黙っとこう。

　さすが『完全中立主義』は空気を読めちゃうオトコだね。

　ということで、大福さんオナシャス。




〔最新型決戦武装《ガーリーブレード》起動します〕




　朝倉の足下が、眩まぶしい光を放った。

　巨大な魔法陣が展開。

　極楽鳥の羽根。

　八振りの虹色の飛剣。

　朝倉を中心に放射状の陣形を組みながら、ゆっくりとせり上がる。

　それをタクトで弾はじくと、一斉に空中へと浮遊した。

「構え」

　空中にぴたりと停止した。

　その切っ先は、まっすぐ油須原を向く。

「《Prestissimoプレステイツシモ》!!」

　強力なエネルギーが弾ける。

　疑似コンダクターにより、八振りの飛剣が疾駆する。

　しかし、油須原は思ったよりも冷静だった。

「てめえのスキルは知ってんだよ！」

　ぐっと脚に力を込める。

　その場で逆立ちし、飛剣を躱かわした。

　いや、回避が狙いではない。

　飛剣が斬り裂いた。

　油須原ではない。

　その腕を封じていた籠こ手てだ。

[image: ]

　素材の性能は歴然。

　相当な重量を持った鋼鉄が、まるで紙切れのように破壊される。

「残念だったな！」

　両腕が自由になった油須原が疾走する。

　飛剣が追跡する。

　襲いかかる攻撃が、次々と躱されて地面に突き刺さった。

「さすが普段から光速のスキルを使うだけはあるな」

　朝倉の攻撃がよく見えている。

　こっちは攻撃禁止ルールのせいで、致命打を与えられない。

　脚だけをうまく狙わなくてはいけない分、コントロールが難しい。

　それでも、ここまで見事に回避されるとは思わなかった。

　セカンドリーグ[image: なんばー]３攻撃手アタツカーは伊達だてじゃない。

「朝倉。長引けば、こっちが不利だぞ」

〔当たらないものはしょうがないよ。やっぱり油須原さんは苦手だね〕

　おっと、びっくりした。

　大福のダンディな声で通信するなよ。

「大福。排気ダストは？」

〔《ダブルフェイス》稼働率七二％です〕

　排気ダストの容量は限りがある。

　おれたちの目的は、油須原を倒すことじゃない。

　向こうで眠っているワイバーンを討伐することだ。

『油須原さんが撃ってくれれば、その隙を突けるんだけどな。さっきから、ぜんぜんスキルを発動してくれないし……』

「おそらく魔素エーテルの残量に余裕がないんだ」

『どうして？』

「あいつは、おまえを探すために開拓地フロントラインを走り回ってた。その際、第七層で見せたステルス状態を維持していたはず。さっきの攻撃で仕留めきれなかったから、最後の魔素エーテルの使いどころを探ってるわけだ」

『そういえば、あのステルスはなんだったの？』

「光の屈折を利用してたんだろ。案外、応用性が高いよな」

　ぜひ解明したい。

　うずうずしちゃう。

『光の屈折か……』

　お、なにか閃ひらめいたようだ。

　お手並み拝見。

「油須原さんっ!!」

　声を張り上げた。

　朝倉にしては珍しい行動に、油須原が警戒する。

「きみの気持ちは、すごく嬉うれしいよ。もし出会ったタイミングが違ったら、わたしたちは友だちになれていたかもしれない。正直、ここまでわたしを気にかけてくれる『Ａ』は、他にいないからね」

「な、なに？　急になに??」

　油須原の顔がおもしろい。

　怪しいから警戒したいんだけど、頬ほおがにやけるのが止められない感じ。

　……乙女って大変だな。

「でも、残念ながらきみのクランに入ることはできない。理由として……」

　なんでこっち指さすの？

　もしかして……。

「わたし、彼に身体からだの隅々まで研究され尽くしちゃったから、もう普通の生活には戻れないんだ！」

　油須原と同時に噴いた。

　そんなことだろうと思ったよ！

「な、な……」

　わなわな震える。

　その顔が真っ赤になった。

「くそ虫、ぶっ潰す!!」

　両手を掲げ、巨大な魔素エーテルのキューブが発生する。

　普段の五倍ほどの出力。

　もはや光の砲撃だ。

「うわ、すごーい」

　これは避よけられない。

　てか、マジでどうすんの？

「おい、朝倉!!」

「問題ないよ」

　けろりと言うものだ。

　流星群のような眩まばゆい光の砲撃が、まっすぐに降り注いだ。

「……《フレイムバレット》」

　朝倉の右腕に、大福の触手が螺ら旋せん状じように巻き付く。

　真っ赤な太刀へと換装した。

　即座にタービンが回転し、火炎が噴き出す。

　その一振りで、火炎が空中に広がった。

　そして衝突。

　流星がことごとくおれたちを避けて落ちた。

「はあ!?　なにしやがった！」

　その現象に、油須原が呆ぼう然ぜんとしている。

「なるほど。光の屈折か……」

「そういうこと。こっちも利用させてもらったよ」

　高熱によって、密度の異なる空気の層を作り出す。

　そこを通過すれば、陽炎かげろうよろしく攻撃が避けていくというわけだ。

「他の決戦武装の使い方、教えたっけ？」

「さっき寝てるとき、大福くんに教えてもらった」

　フレイムバレットをなでなでしている。

「気難しそうに見えて、けっこう素直だね。きみに似てる」

　うるさいよ。

　最後の一言いらないでしょ。

「さすがに、いまの一撃で魔素エーテルは切れたかな」

「……くそっ」

　油須原が膝をついた。

　もはやアバターを稼働するのもままならないようだ。

「こんな大げさな防御技、どんだけ排気ダストを使ったんだ？」

〔《ダブルフェイス》稼働率二七％です〕

　三〇％切っちゃった。

　どうやってワイバーン仕留める気だ。

「どうにかしてよ」

「まさかノープランとか」

「油須原さんは一筋縄じゃないかないよ。あれくらいしないと、こっちも無事じゃ済まなかったと思う」

　おれの尊厳もズタズタだよ。

　明日から『Ａ』でなんて呼ばれちゃうの？

「……まあ、いいや。おれが最後の秘策を授けてやるよ」

「わーお。朴ノ木原先生の理科の実験タイムだね」

　そういうことだ。

　朝倉が他の決戦武装を使えるなら、やりようはある。

「まずはブレイブウォールを出してみろ」

「《ブレイブウォール》」

　朝倉の左腕から鋼鉄の盾が出現した。

「その増殖スキルでドームを作ってみろ。フレイムバレットの火炎を包み込むように……そうそう、そんな感じだ」

「この大きな焼きイモ装置でどうするの？」

「この中では不完全燃焼のせいで、急激に一酸化炭素が増加している。大福に測定値を出してもらえ」

　そして極楽鳥の羽根の出番だ。

「極楽鳥の羽根というのは、大気の魔素エーテルを内包している。あの軽さからは想像もできないほどの硬度は、その風の魔素エーテルのおかげなんだ」

　極楽鳥の食事は、そうやって羽根の手入れをする意味もある。

「つまり極楽鳥の羽根は、そのまま巨大な空気の塊といえる」

「ふうん？」

「その前提で、向こうで眠るワイバーンに刺してみろ」

　タクトを振った。

　地面に刺さっていた飛剣が、疑似コンダクターで旋回する。

　それは鋭い動作でワイバーンに突き刺さった。

　サービスの一撃は、必ず命中する。

　その攻撃に目を覚ました。

　怒りによって凶暴化し、こっちに飛ひ翔しようしてくる。

「あの飛剣を刺したワイバーンが、このドームを突き破ったら？」

「なるほど。バックドラフト現象を利用するんだね」

「そういうことだ。排気ダストのエネルギーで稼働する極楽鳥の羽根なら、さぞ高密度の空気を孕はらんでいることだろう」

　ワイバーンは無属性。

　特殊属性のダメージ計算が、そのまま貫通するのだ。

「でも朴ノ木原くん」

「なんだ？」

「その一瞬で、わたしたちは爆発範囲の外に逃げられるの？」

「…………」

　ドラゴン種を焼き払うほどの豪炎。

　ざっと計算しても、ミサイル並の火力であるとは思う。

「フッ」

　朝倉の肩を、ぽんっと叩たたいた。

「死ぬときは一緒だぜ、相棒」

「そういう調子のいいところ、わたし嫌いじゃないよ」

　走った。

　全力で走った。

　背後で巨大な排気ダストのエネルギーが炸さく裂れつ。

　眩い閃せん光こうのあと、おれたちは爆発に吹っ飛ばされた。

　狙い通り、沼へと落下する。

　スローモーションの世界。

　巨大な火柱。

　魔素エーテルの破片へ還かえっていく飛龍。

　朝倉に加算される討伐Ｐ。

　完璧。

　あまりに完璧なシチュエーション。

　おれはやり遂げた。

　おかえり平穏な学園生活！








エピローグ　隣人は選べない












　……というのが、この二週間の出来事だ。




　お付き合い、どうもありがとう。

　爆発オチとか。

　いまどきギャグ漫画でもないよ。

　え、誰か忘れてる？

　まあ、ツンデレ油ゆ須す原ばるちゃんは自業自得だろう。

　もともと妨害しなければ、巻き込まれることもなかった。

　そんなテスト明け。

　穏やかな朝の通学路。

　……のはずなんだけど。

「なんでまだくっついてるんですかねえ」

「え？」

　朝あさ倉くらが不思議そうに上目遣い。

　めっちゃ可愛かわいいけど、中身を知ってると素直に喜べない。

　左腕の腕章がキラキラと『Ａ』アピールしてきた。

　おれの『夏休みの自由研究攻撃』によって、ワイバーンの討伐は完了。

　本当なら、取り戻した平穏を謳おう歌かしているはずなのに。

「だって、きみが『Ａ』に行かないって言うから……」

「だからこのバカップルごっこを再開したと？」

「うん」

　うん、じゃないんだが。

　そういう返事は期待してないんだが。

「ふざけんな。おれは借りを返した。もうただの『顔見知り』だ」

「また妨害されるかもしれないし、一人じゃ怖いんだよ。一緒にお昼食べよう」

「ずいぶんと素直になったな。それで油須原に守ってもらえ」

「きみじゃなきゃ嫌だ」

「だって『Ａ』の学食ってうどん定食なさそうじゃん」

「そんな理由!?　恭きよう太た郎ろう、なんで朝倉さんには優しいの!?」

　千ち々ぢ石わいたのか。

　そういえば、こっちの腕が捕獲されてた。

「なんでおまえも張り合ってんの？」

「だ、だって、おかしいもん！　試験のあと、また仲よくなってるし、なんか二人の間に変な空気あるし！」

「気づいて。それ幻覚だって気づいて」

「恭太郎もデレデレしてるしっ!!」

「おれの知ってるデレデレと違う……」

　おい、そこの下級生集団。

　どっちが勝つかでトトカルチョするんじゃないよ。

「朴ふうノの木き原ばるくん。往生際が悪いよ。わたし、きみ専用にされちゃったんだから、ちゃんと最後まで責任取って」

「恭太郎、それどういうこと!?」

　アバターね。

　アバターの話ね。

　あと普通のアバターに戻すって言ってるのに、拒否してるの朝倉だからね。

「ということで、朴ノ木原くんはわたしのパートナーでいいよね？」

「大事なのは恭太郎の気持ち！　ね、わたしのほうがパートナーだもんね？」

　どっちも違うよ？

　どさくさで言質取ろうとするのやめて。

　……そして最後は、お決まりの三みつ巴どもえ。

「朴ノ木原くんは、わたしと『ぼっちの楽園』を作るんだよ」

「恭太郎は、わたしと『理想のクラン』を作るの！」

「どっちも結構だって言ってるんですけど……」

　ああ、愛いとしのおれの『正しい青春』。

　そこは遠い開拓地フロントラインの空の下。

　おまえとの再会は、もうちょっと先のことになりそうだ。








あとがき






　バーベキュー好きですか？　好きですよね？

　しかし一般的な生活で、そんなほいほいバーベキューする機会はない！

　近隣へのご迷惑を考えると、お家うちで気軽にできるものでもない！

　でも、自分だけのプライベート空間（草原）をもらえたら話は変わりますよね？

　平日は会社員、週末は可愛かわいいケモミミ一家とバーベキュー大会。

　そんな異世界スローライフ物語『四畳半開拓日記』。

　三月、電撃の新文芸より第三巻が発売予定で……おおっとレーベル間違えたあ！

　あとがき書くの大好きすぎて、つい間違えちゃいましたね！

　ちなみにコミカライズも始まる予定なので、そちらから入るのもオススメです。

　ご興味のある方は、コミックウォーカーをチェック！　無料で読めます！




　ということで、七なな菜なです。

　角川スニーカー文庫では初めまして。

　まずは貴重な宣伝の場をいただき、誠にありがとうございます。

　本巻、書いていて非常に楽しい物語になりました。

　この楽しさが読んだ方に少しでも届き、気持ちを揺らしてくれればと思います。




　にぃと先生とは『美人上司とダンジョンに潜るのは残業ですか？』（ノベルゼロ）でもご一緒させていただきましたが、今作もまた素敵なイラストを手がけてくださっています。

　え、もっと千ち々ぢ石わちゃんのイラストが見たい？

　そうですよね！　七菜もです！

　次巻は《友だち信仰》を巡るストーリーになると思いますので、千々石ちゃん推しの読者様（と担当編集Ｈ様）、ぜひとも宣伝にお力添えくださると嬉うれしいです。




　それでは、本作の刊行に携わってくださったすべての皆様。

　そして、ここまでお付き合いくださった読者様。

　また次巻でもお会いできることを祈っております。





２０２０年２月　七菜なな　　　
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